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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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●未来放浪ガルディーン　本篇　あらすじ






　時は戦国。波乱あらしの時代。

　強大な武力を誇るヴァルマー帝国は、三百年の伝統ある名門フレイヤー家に対し、攻撃を開始。一夜にして、フレイヤー城を陥落させた。この戦いにより、全国統一の野望に燃えるジョージ・ヴァルマーに対抗する勢力は、もはや皆無にひとしくなった。

　しかし──、巨大なるヴァルマー帝国に、敢然と立ち向かう一人の戦士が現れる。その名は、コロナ・フレイヤー。十三歳の時まで、父に王子として育てられ、女らしいことはしたくてもできないフレイヤー家の王女である。その教育方針が功を奏したのか、はたまた女として生きたいというフラストレーションが起爆剤になっているのか？　血気盛んなコロナは単騎、ヴァルマー宮殿に乗り込み、持ち前の〝筋肉パワー〟で、父の仇、ジョージ・ヴァルマーをみごとに討ち取った。しかし、これが発端で、コロナはおたずね者になってしまい、ひょんなことから知り合った、女装趣味の踊り子シャラと口先だけの無責任男スリムと共に放浪の旅にでることを余儀なくされる。

　コロナたちを執拗に追うヴァルマー軍。その追撃をある時は、巧みに逃れ（こんな事は滅多にない）、またある時は、コロナの〝筋肉パワー〟で粉砕しながら（ほとんどこれで解決）、三人は索漠たる荒野を徘徊するが、その途中、無謀にも人々が怖れる〝魔の涸谷〟へと足を踏み入れてしまった。そこでは、旧世界の科学の粋を結集して造られた謎の巨大機動メカ・ガルディーンとの運命の出会いが待っていた。

　かくして、三人と一機の奇妙なる一行は、それぞれの思惑を胸に秘めながら、旧世界の秘宝が隠されているという伝説の〝失なわれし塔タワー〟を目指し、放浪の旅を続けるのであった──。

　はたして、この後の展開がどうなるのか。作者だけが知っているはずだが、当の本人も、長らく前の内容を読み返しておらず、原稿用紙の上で、ペンに流浪の旅を続けさせているという。
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『旦だん那な、旦那。いい娘こがいますぜ』

　へっへっへっ。

　巨大な機動兵器が、不意に物陰から現われて、もみ手をせんばかりの口調で、そう言った。

　言われた方の男は、通りすがりの酔っぱらいである。

　名を熊くまさんと言う。

　職業は左官屋で、今日、畳屋と建具屋と三人で盛り場へくり出し、大いに酒を飲んだ、その帰り路みちのことであった。

　空には、月もない。

『暗闇から牛』という言葉があるが、この場合は、さしずめ『暗闇からガルディーン』といったところだろうか。

　熊さんは、ぽかんと半口を開き、ただ茫ぼう然ぜんとガルディーンを見あげている。

『さて、ここで問題です』

　と、ガルディーンが言った。

『男みたいな女と、女みたいな男。──どっちが、いいでしょう？』

　熊さんは、催眠術にでもかかったような顔つきで、言われるまま、ガルディーンの指さす方向をふり返った。

　その先に、人影が二つ。

　ひとりは、夜目にもそれとわかるほどの美び貌ぼうで、意味ありげに微笑ほほえんでいる美少女。

　そして、もうひとり。

　勝ち気そうな可か愛わいらしい顔立ちで、大刀を背負い、『一歩でも近づいたら斬きって捨てる』と言わんばかりに、両足を踏んばっている美少年。

　究極の選択である。

　熊さんは、首すじに寒気を覚えた。

　我知らず膝ひざ頭がしらが震えてくる。

　そこへ、ガルディーンが巨体を動かしながら、台本を棒読みするような声で、

『私の妹に何をなさるんですか？』

　とたんに、熊さんは『ぎゃっ』と叫んで飛びあがり、財布をそこへほうり出すと、後も見ずに逃げ去った。

　ドップラー・ローレンツ・シフトにより周波数を減じた悲鳴が長く尾をひき、やがて、はるか地平線の彼方かなたから、雷鳴にも似た『どーん』という音が聞こえてきた。

　ソニック・ブームである。

『どうやら、音速を超えたらしいです』

　熊さんを赤外線でモニターしていたガルディーンが、冷静に言った。

「あたしたちを、化け物か何かとでも思ったのかしらね」

　シャラが首をかしげた。

　すると、横から声がして、

「化け物じゃなくて、追い剝はぎの間違いでしょう」

　と、皮肉に言うものがある。

　ヤマトであった。それまで、建物の陰にでも隠れて、この場の様子をうかがっていたらしい。

　シャラは、ひとさし指を小さく左右に動かしながら、『ツ、ツ、ツ』と舌を鳴らした。

「追い剝ぎじゃないの。美人つつも局たせ」

「それじゃ、よけい質たちが悪いですよ」

　と、ヤマトはぼやいた。

　シャラは、ケラケラ笑っているだけだ。

　ヤマトは、かたわらで、ふくれっ面つらをしているコロナに目を移して、言った。

「コロナさんもコロナさんだ。あなたは、いやしくも一国の姫君でしょう。それが、美人局の片棒をかつぐなんて……」

「やかましいっ!!」

　みなまで言わせず、コロナは怒鳴った。

「俺おれだって、好きでこんなことをやってんじゃねえっ!!」

　頰ほおに血色を昇らせて、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　ヤマトは嘆息した。

　実際のところ、美人局がどういうものなのか、コロナはよく知らない。また、美び人じん局きよくと書いて、なぜ『つつもたせ』と読むのか、その理由も、わかっていない。ただ、シャラに言われるまま、そこにつっ立っていただけのことなのだ。

　シャラは、熊さんが投げ出して行った財布を拾いあげ、その重さを掌てのひらではかりながら、言った。

「まあまあ。コロナも、そんな顔しないで。ね？　──ほら、笑って。も少し、女の子らしくしなくちゃ。お年ごろなんだし。なんなら、あたしが女の子らしい仕草をコーチしてあげましょうか？」

「いらねえよ。──おまえこそ、もっと男らしくしたらどうだ」

「いいから、いいから。──ほら、こうするのよ。はい、バックにバラの花をしょって、瞳ひとみの中に星を散らす。簡単でしょ？」

　シャラは、自ら手本を示して、にっこりと笑ってみせた。

「この時、ちょっとソフト・フォーカスを利かせるのがポイントね。──はい、やってみて」

「そんな軟弱な真ま似ねが出来るか」

「強情はらないで」

「やだね」

「ちょっとだけでいいから」

「うるせえ」

「いいじゃない。ね？　ガルちゃんだって見たいと思ってんだから。そうでしょ？」

『それは、ぜひ見てみたいですね』

「ほら。ガルちゃんも、ああ言ってんだから。──ね？　恥ずかしがらないで。コロナって、笑うと可愛いんだから。そうでしょ、ヤマト？」

　いきなり話をふられて、ヤマトは少しあわてた様子であった。しどろもどろの口調で、

「えっ？　ああ、はい。そうですね。た、たしかに、コロナさんは笑うと可か愛わいいですね。いや、笑わなくても、十分に可愛いです。睨にらまれると少しおっかないですけど。でもまあ、おおむね可愛いことの方が多いんじゃないかと。つまり……」

「なに言ってんのよ、あんた」

「あ。いえ、別に……」

　シャラは、なんとなく肩をすくめ、コロナに再び向き直って、言った。

「はい。笑って」

「しょーがねーなー」

「花をバックに、瞳に星を散らして、ソフト・フォーカス。忘れないでね」

「わかったよ」

　コロナは、うるさそうに片手をふってみせた。

　表向きは、根負けしたという形だが、コロナもやはりお年ごろの女の子である。内心──ちょっとやってみようかな、と思わないわけでもなかったらしい。

　一度、二度、深呼吸をしてから、コロナは微笑わらった。

　背景は、一面の突撃砲。

　瞳の中には、紅ぐ蓮れんの炎が燃えさかっている。

　画面全体から、今にも硝煙の匂いが漂ってきそうな、それは、実にコロナらしい微笑であった。

　シャラは、ため息まじりの声で、小さく呟つぶやいた。

「なんか違う」

『シャラさん。私も笑ってみせましょうか？』

　ガルディーンが、言った。

「あんた、笑えるの？」

『笑えますとも!!』

　ガルディーンは、胸を張った。

『こう見えても、私は、最新鋭のオーガニック・エンフォーサーですよ。栄光の開発コード、Ｔ－[image: 178]。歌って踊れてベタもぬれる、史上最強の機動兵器。それが、私です。──まあ、口はばったいことを申すようですが、Ｔ－[image: 178]ガルディーンといえば、今や世界でも、私ひとりですから』

「はいはい。そうそう」

　シャラは、いいかげんに聞き流しながら、気のない口調で、言った。

「歌って踊れて、その上、美人局も出来るってわけよね。えらいえらい」

『いや。それほどでも……』

「役に立たねーことばっかりに役に立ちやがって……」

　横で聞いていたコロナが、口の中でぶつくさと呟いた。

「いーじゃん、いーじゃん。ガルちゃんも、一生懸命やってんだし。──まあ、難を言えば『俺の妹に何しやがんだ』ってセリフのタイミングが、ちょっと早かったみたいだけど」

『しょーがないですよ。こんなことするのは初めてなんですから。──でも、この次はがんばります』

「この次があってたまるか!!」

　すかさずコロナがわめいた。

「俺は、二度と協力しないからな!!」

「楽らくして儲もうかるのにー」

「やかましいっ」

　これ以上の問答は無用とばかりに、コロナは、ひとり背を向けて、大おお股またに歩き始めた。

　シャラは、肩をすくめた。

　ゆっくり、コロナのあとを追いながら、

「やっぱり、コロナちゃんには、まだ『色仕掛け』は無理だったのかしらね」

「コロナさんには向いてないんですよ。『力ちから仕掛け』って言葉があれば、話は別ですけどね」

　そう言って、ヤマトは、くすくす笑った。

　シャラは、そんなヤマトの横顔を、ちらり一いち瞥べつして、

「お気楽に笑ってないで、あんたも少しは協力したらどお？　旅を続けるには何かとお金も要ることだし……」

「軍人として、悪事に加担することは出来ません!!」

　ヤマトは直立不動の姿勢をとって、きっぱり言った。

　シャラは、ため息をついた。

「あのねー、何度も言ったはずだけど、そーゆー下らない常識は、ここじゃ通用しないの。どっちかってゆーと、非常識の方が役に立つ世界なんだから」

「たとえ何と言われようと、信念を曲げるわけにはいきません!!」

　シャラは、天を仰いで、ひと言つぶやいた。

「ご立派」
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　辺境でも最大級の盛り場を持つ、享楽の街カリス。

　伝え聞くところによると、大異変よりもはるか昔、この地を訪れたリドリー・某という男が温泉を発見し、旅館と射的場を開いたことから、カリスの発展は始まったという。今では、湯治場としてよりも、むしろギャンブルの街として知られている。

　元が温泉街だったこともあって、城内のあちこちからは絶えず水蒸気が噴き出し、ぼうっとかすんだネオンの灯あかりが、濡ぬれた石畳に映え、一種幻想的な雰囲気をかもし出していた。

　白くたちこめる水蒸気のカーテンが不意に明るく輝くと、その向うから、スローダウンしたタクシーが、まるで四次元を翔とぶアヴェンジャー雷撃機のように、ぬっと姿を現わし、やがて音もなく再び水蒸気の底へと消えてゆく。

　ヤマトが、ふと口を開いて、言った。

「スリムさん、今いま頃ごろ、どうしてるでしょう？」

「あの馬ば鹿か」

　シャラは、吐き捨てるように、言った。

「まったく、どこをのたくってんだか。──ほんと、こりないのよね。どーせまた、すっからかんになって帰って来るに決まってんのに」
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　昨日の朝早くのことである。

　野宿をしていたコロナたちが起きてみると、スリムは、もういなかった。

　ガルディーンのモニターに、その時の様子が克明に録画されていた。




　 Replay 




　あたりは、まだ暗い。

　スリムが目を醒さます。

　何か落ち着かない様子だ。

「さあ、コーヒーでもいれるか……」

　わざとらしいひとり言が聞こえてくる。

　こちらに背を向け、荷物の前にしゃがんで、ゴソゴソしている。

　歩き回る時も足音を殺し、他人ひとの寝息をうかがうような素振りさえ見えた。

『おはよーございます』

　ガルディーンの声だ。

　スリムは、ぎくりと立ち止まった。

　笑顔をひきつらせながら、ふり向いて、

「おはやう」

　と、言った。

『ずいぶん、お早いお目め醒ざめですね』

「しーっ」

『はっ？』

「大きな声を出すんじゃないよ。みんな起きちゃうだろ？」

『はあ……』

　スリムは、追いつめられたフクロオオカミのような目で、きょろきょろとあたりを見回した。

　その顔が、モニターの中でアップになる。

「あのさ、ガルちゃん」

『はい』

「おまい、金かね持ってるか？」

　その時、画面の端の方で、コロナが寝返りを打った。毛布をはだけ、なかなかに大胆な寝姿だ。

　モニターがズーム・アップ。

　ランニングの肩ひもが、片っぽ落っこちかけていて、胸の柔らかな曲線が、こう見えそーで見えない、もう少しで全部見えるのに、ああイライラするとゆーよーな、実にこの、微妙な……。




　 FF 




『お金をどうするんです？』

「十倍にして返してやるからさ、ちょっと貸してくんない？」

『持ってません』

「コクピットのどこかに、貯金箱か何か仕込んでないのか？」

『灰皿ならありますけど』

「そうか。──じゃあ、まあ、いいや」

『どこへ行くんですか？』

　モニターの中を、一いつ旦たん、向うに行きかけたスリムが戻ってきて、カメラの前でにっと笑った。

　そして、言った。

「秘密」




　 STOP 




　あとで荷物を調べてみると、路銀はもちろん、金になりそうなものは、ひとつ残らずスリムが持ち去っていた。

「あいつが、どこへ行ったのか、おおよその見当はついてるわ」

　シャラが、自信ありげな口調で、言った。

「この先にカリスって町があるのよ。ギャンブルと温泉で有名なとこでね」

「温泉はいいですねえ」

　と、ヤマトが言った。

「うちの星にも、信玄の隠し湯があっちこっちにありまして、演習の帰りには、よく汗を流しに寄ったもんです」

「どこにでもあるここにでもある信しん玄げんの隠し湯だけど、他ほかの星にもあるとは知らなかったわ」

「信玄とゆー人は、ずいぶん行動半径が広かったんでしょうね、きっと」

「世の中って油断できないわねー」

　シャラとヤマトは、互いにうなずきあった。

　どこで手に入れたものか、手て描がきの、いいかげんな地図を見ながら、コロナが言った。

「だけど、カリスって、方角が逆だぜ。そんなとこへ何しに行ったんだ？」

「決まってるでしょ。──博ばく打ちよ」

『博打は白痴とちょっと違う』

「わけのわかんないこと言ってないで、早いとこ、とっつかまえなきゃ、大変なことになるわよ」

「大変なことって？」

「一度も勝ったことがないのよ。とにかく下手なの。ジャンケンで子供に身ぐるみ剝がされたことだってあるんだから」

「いいじゃないですか。たとえ全財産スッたとしても、どうせ、たいした額じゃなし」

「あんたは、スリムを知らないから、そーゆーお気楽なことが言えるのよ」

「どういう意味です？」

　シャラは、何か、良くない思い出でもあるらしく、苦い顔をしてみせた。

　そして、言った。

「あいつはねー、負けてくると、何でも賭かけちゃうのよ。自分のものだろうが、他人ひとのものだろうが、全然おかまいなしにね。──で、ある時、はっと気づいてみると、あいつの借金の抵当に、あたしが入ってたりするわけ。ヤマト、あんた、抵当に入りたい？」

　ヤマトは、首をぶんぶん振った。

「コロナは？」

「抵当って何だ？」

「ＯＫ。──その件については、あとでゆっくりお話ししましょ」

「どうやら」

　と、ヤマトが、慎重な口ぶりで、言った。

「急いだ方がよさそうですね」
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「ロン!!」

　下家シモチヤの中年男が、高らかに宣言して手牌を倒した。

　うれしげに指を折って、

「リーチ、一発、タンヤオ、ピンフ、三さん色しきに、おいおい、裏ドラものって、こりゃ、ハネたな。一万二千点だ。──悪いなァ、兄ちゃん」

「ふっ……」

　煙草の向うで、スリムの口元に、かすかな冷笑が浮かんだ。

　スリムは、言った。

「あんた……、背中がススけてるぜ」

　意味のあるセリフとは思えなかった。

　事実、誰だれも気にとめていない様子だった。

[image: ]

　紙切れの上で鉛筆を動かしていた男が、顔をあげて言った。

「兄ちゃん。──今ので百万点こえたぜ。もうよした方がいいんじゃないのか？」

「ふっ……」

「いや。『ふっ』じゃなくて」

「ふっ……」

「あのな、兄ちゃん」

「ふっ……」

「…………」

　男たちは、互いに顔を見合わせた。

　一人が、言った。

「どうなんだ。──本当に払えるあてはあるんだろうな？」

　じわりと声にドスをきかせてくる。

　他の二人も、殺気立った目でスリムを睨にらみながら、口々に声を荒げて、言った。

「はっきり答えねえか、おう」

「野郎。まさか踏み倒そうって腹じゃねーだろうな」

「哭なきの竜りゆうの物もの真ま似ねなんかでごまかそうたって、そうはいかねーぞ」

「なんとか言ったらどうだ」

　ついに一人が、懐から匕首あいくちを抜き出して、テーブルに突き立てた。

　切れ味のよさそうな匕首の刃を見つめながら、スリムは思った。

　哭きの竜の物真似でごまかす以外の、何か別の方法を、今すぐ考えた方がよさそうだ、と。




　　　　３





　　　簀す巻まき。──近世の私刑の一種。簀す（あし、割り竹などをあらく編んだむしろ）で人をくるんで水中に投じたこと。




（角川国語辞典改訂版による）









「ちょ、ちょ──っと待て!!　いや、待って下さい。ね？　話せばわかる。話せばわかるんだから。あーた、そんな乱暴な。いて。いてててて。おーいて。何すんだよ、とにもう。しまいにゃ怒るよ。──あ、噓うそ、噓。怒ったりしません。しませんから、ここはひとつ、お互いに冷静になってですね。ほらあ、そんなに目くじらたてないで。そー言えば、目くじらって、どんなくじらだと思います？　やっぱ、南氷洋で潮吹いたりしてるんでしょうか？　話をそらすなって？　いや、決してそんなつもりじゃありませんよ。ただ、ぴゅっと頭に浮かんだもんで。僕って、頭に浮かんだことを、すぐ口に出しちゃうんですよ。正直者だから。──え？　『二度と人の手に捕まるでないぞ』って、あーた、『後生の鰻うなぎ』じゃあるまいし……。あは。あはは。はは……。まいったなァ。冗談きついんだもん。──冗談じゃない？　『俺おれァ冗談はキライだ』？　じゃあ、本気なの？　ほんとに本気？　マジで？　ちょ。ちょちょちょちょちょ。ちょっとちょっと。──わあっ。これじゃ話がちがう。看板タイトルに偽りありだ。責任者、出てこ～～い。俺は泳げないんだ～～っっ!!」




　滝たき壷つぼや簀巻き投げ込む水の音


──お粗末。
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　遠雷が大気を震わせ、荒野を巨大な影が横切って行く。

　ヴァルマー帝国軍の誇るスーパーキャリアー。

　コロナ討伐隊旗艦、パンタグリュエルである。

　艦首を風上に。

　艦尾信号灯が明滅する。

『着艦準備ヨシ』

　鮮やかなイタリアン・レッドに塗装されたクフィールが、失速ギリギリのスピードで、中空デッキにすべりこんできて、停とまった。

　数名のデッキ・クルーが駆け寄り、格納作業にとりかかる。

　クフィールの搭乗員は、用意されたハシゴを無視して、身軽に機体から飛びおりた。

　ヘルメットを脱ぐと、その下から美しい黒髪が流れ出た。

　久々登場。

　アルタミラ〈出戻り〉カーンである。

　アルタミラは、整備班長を呼んで、言った。

「燃料ポンプを見てくれ。まだ、バランスが悪い」

「はっ」

「モニターの調子も変だ」

「はっ」

「照準システムも狂ってる」

「はっ」

「姿勢制御プログラムにも問題があるようだ」

「はっ」

「いっそのこと、ぶっこわしてみたらどうだ？」

「はっ」

「…………」

　アルタミラは、ため息をついた。

　直立不動でかしこまっている、この勤勉な整備班長にイヤミを言ってみたところで、何の解決にもならないのは、彼女自身が、一番よく知っていることだからだ。

「ひとり言だ。気にするな」

　アルタミラは、整備班長の肩を軽く叩いて、艦橋へ向かった。

　本国を出てから、すでに久しい。

　激しい戦闘を何度もくり返してきた。

　補給もままならない辺境の地で、彼ら整備班は、実によくやっている。部品も人員も足りない中では、考えられる最高の水準に、機体を維持してくれている。パイロットが眠っている間も、整備班の作業は続けられる。伝説のメカニック・チーム──ホンダ・ミラクルの末まつ裔えい。帝国軍きってのスゴ腕たちが、この艦には集まっているのだ。

　しかし、それでも稼動率の低下を防ぐことは難しかった。

　部品の不足は、気力で。

　少々の故障は、根性で。

　パンタグリュエルの艦載機搭乗員は、それぞれの機体の不調を、自らの腕でカバーするしかない。そういう状況であった。

　第一艦橋へ向かう途中、下士官室の並ぶ一画がちらりと目に入った。

　通路のあちこちに、バナナだの固焼きのパンだのスモークした牛の片足だのがぶら下がっている。

　不足しているのは、食糧も同じだった。

　ここ二週間ほど、クフィールは、野ブタを撃ちに出撃することが多かった。

　──情けない。

　アルタミラの奥歯が、ギリッと音をたてる。

　それもこれも。

　何もかも。

　アルタミラは憤然と艦橋に足を踏み入れた。

　自然とクルーたちの視線が集まる。

　アルタミラは、握り拳こぶしを作って、大声でわめいた。

「コロナ・フレイヤーの……、大おお馬ば鹿か野郎～～っっ!!」

「ご機嫌ななめだな」

　からかってるような口調。

　ブラスターキッド・レーベンブロイである。

　得意技は仕込み銃の居合い撃ち。タフでハードボイルドが売り物の、旅の賞金稼ぎだ。

　細巻きのシガーを唇の端っこにくわえ、煙に少し目を細めながら、ニヤニヤ笑っている。

　アルタミラは、一瞬、ぶっ殺しかねない目つきでレーベンブロイを睨にらみつけたが、すぐに無視することに決めたらしい。

　通信担当士官に向かって、

「地上捜査班から連絡は？」

「今のところ何もありません」

「いいこと教えてやろーか？」

　と、レーベンブロイが、口をはさむ。

（無視、無視）

　アルタミラは、耳のないような顔で、他の士官たちに忙しく指示を与え、報告を受けとり、かんしゃくを起こし、コロナの悪口を三百回くらい呟つぶやき、それから、ふと思い出したみたいにあたりを見回して、言った。

「王子は？」

「はっ。おそらく自室ではないかと……」

「そうか。ご挨あい拶さつしてくるか」

　アルタミラは踵きびすを返した。

　艦橋の出口のところに、レーベンブロイが背中を壁に寄りかからせ、何気なさそうに煙を天井に吹きあげている。

　アルタミラは、一いつ旦たんは、その前を通りすぎた。

　バーチカル・シャフトの扉の前まで行って足を止め、ふり返った。

　レーベンブロイは、知らん顔で煙草を吹かしている。

　猛烈に腹が立ってきた。

　アルタミラは大おお股またに近づくと、こわばった声で、言った。

「いいこととは何だ」

「いいこと……？」

「情報があるのなら聞こうと言っとるんだ!!」

「なるほどね」

　レーベンブロイは、ニヤニヤ笑った。いや。もとから目は笑っているのだが。

　レーベンブロイがいつまでたっても口を開こうとしないので、アルタミラが言った。

「なぜ黙っている」

「お願いしますって言うのを待ってるんだけどね」

「なんだと貴様」

　頭に血が昇った。

　知らないうちに、剣の柄つかに右手がかかっていた。

　レーベンブロイは、それを見て、さも嬉うれしそうに、声を立てて笑った。

「何がおかしいっ」

「いやー。そうやって、すぐムキになるところが可愛かわいいと思ってね」

「きっ、貴様～～。よくもぬけぬけと」

　アルタミラは、剣を抜き放って、言った。

「殺す!!」

「ちょいと回り道になるが、この近くにカリスっていう都市まちがある」

「なんだと？」

「元は湯治場でね。今はまあ、なんでもこいの歓楽街がメインの温泉都市だ」

　相手のペースに巻きこまれつつあることを、漠然と意識しながら、アルタミラは、言った。

「それが、どうかしたのか」

「別に」

　レーベンブロイは器用に肩をすくめてみせた。

「ただ、そういう町があるってだけの話でね」

「コロナがそこにいるとでも言いたいのか？」

「さあね」

「コロナが温泉に何の用がある？」

「あのお姫ひいさんだって、風呂に入るだろうさ」

「奴らは逃亡者だぞ。のんびり温泉につかると思うか」

「自分たちを逃亡者と思ってなけりゃあね」

「…………」

　アルタミラは、考える表情になった。

　レーベンブロイが言った。

「たいした距離じゃないんだ。どう転んでも損にはならねーさ。コロナがいれば討ちとれる。仮にいなくても、温泉がある。──露天風呂だぜ。しかも、混浴」

　アルタミラの目が光った。

「貴様、まさかそれが本当の狙ねらいじゃないだろうな？」

「まさか」

　と、レーベンブロイはとぼけた。

　──遅かれ早かれ、補給物資をどこかで調達しなければならない。

　しかし、レーベンブロイのニヤニヤ笑いを見ていると、言われた通りにするのは、なんとも業腹だった。

　その時、シャフトの扉が開いて、ひょっこりトロイが顔を出した。

　トロイ〈軟弱王〉ヴァルマー。

　帝国の次期継承者だが、いささか力強さに欠ける少年だ。

　片手に読みかけの本を持っていた。

「やあ、アルタミラ」

　トロイは、うれしそうに顔をほころばせて、言った。

「温泉に行くんだってね？　うれしいなあ。ぼく露天風呂って初めてだから。射的場もあるんだって。レーベンブロイさんに撃ち方教えてもらうんだ。約束しちゃった。──だけど、女によ体たい盛もりって何だろう？　アルタミラ、知ってる？」（著者註。──女体盛りとは、要するに、裸の女の人をお皿に見たてて、そこに刺身を盛りあわせ、酒を飲みながら皆で仲良く箸はしでつっつくという、まあ、そーゆーよーなものであるらしい。著者は一度も見たことがないので、よくは知らないが）

　アルタミラの顔色が変わった。

　レーベンブロイは、しかし、素早かった。こういう時に素早い行動が出来ないようでは、とうに生命いのちを落としている。賞金稼ぎの生活は、ことほど左様にシビアなものなのだ。

　アルタミラがふり返った時、レーベンブロイの姿は、閉じかけるシャフトの扉の向うに消えていた。

　──あのロクでなし。

　と、アルタミラは思った。

　いつか首を絞めてやる。

　トロイが言った。

「ねえ、あとどれくらいで温泉に着くの？」

　アルタミラは、ため息をついた。（二回目）
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「パンタグリュエル転針!!」

　砂色の擬装ネットの下で双眼鏡をのぞいていた男Ａが、緊張した声を出した。

　双眼鏡それ自体に内蔵されたマイクロ・プロセッサが、対象の速度と方位をたちどころに計算して、視界のすみにデータを表示する。

「針路。１－８－４」

「針路。１－８－４」

　もう一人の男Ｂが、その数字を復唱しながら、さっそく地図の上に座標をとる。

　二人とも、ごく普通の地味な服装だが、口調や身のこなしから見ても、只ただ者ものではない。

　地図から顔をあげて男Ｂが言った。

「まっすぐカリスへ向かっているようだ」

「カリス？」

「ああ。１－８－４の先に、他に町はない」

「まずいな」

「何がまずいんだ？　おそらく補給に向かったんだろう。こっちの計算だと、そろそろクフィールの燃料が危くなる頃だ」

「いや。そうじゃない」

　男Ａは、双眼鏡をケースに納しまいこみながら、言った。

「知らんのか？　カリスには、今、少佐がいるんだ」

「ベリアル少佐が？　なぜ？」

「極秘だぞ」

「ああ。わかってる」

「実はな……」

　男Ａは、あたりをはばかるように見回し、小さな声で言った。

「神経痛の養生のためだ」

　真ま面じ目めくさって、うなずいてみせた。

　男Ｂは、半口を開け、茫ぼう然ぜんとしている。

　しばらくしてから、やっと言った。

「神経痛って……。あの人は、サイボーグじゃなかったのか？」

「サイボーグだ」

「サイボーグが神経痛になるのか？」

「半分は人間だからな。──聞いた話だと、生身の部分と機械の部分の接合箇所が痛むんだそうだ」

「温泉で治るのか？　サイボーグだぜ？」

「温泉が一番よく効くらしい」

「…………」

　男Ｂは指先に唾つばをつけて、しきりに自分の眉まゆ毛げをこすっている。

　男Ａが言った。

「しかし、心配だな」

「アルタミラ様と鉢合わせするってのか？　大丈夫だろう。少佐のことだ。うまくやるさ」

「そんなことじゃない」

「じゃあ、なんだ？」

「いや」

　男Ａは、どこかあさっての方向を見つめながら、言った。

「温泉なんかに入って、体が錆さびないのかなと思ってさ……」




　　　　＊




　カリス源泉館。

　美しい中庭を見渡せる広い露天風呂と、効き目の確かな元もと湯ゆが売りの、この町きっての老舗しにせである。

　サイボーグがひとり、首まで湯につかっている。

　ベリアルだ。

　ベリアルは、頭の上に手て拭ぬぐいをのっけながら、言った。

「あー、極楽、極楽」




　　　　６




　主人公だって腹はへる。

　旅を続けるには、水や食料、それに新しい歯ブラシも必要だ。

　化け物や悪党を退治してるだけで、経験値とゴールドが増えていくようには、世の中はできていないのである。

　というわけで、コロナは工事現場でツルハシを振ふるっていた。

　黄色いドカヘルが男らしい。

　ヤカンから直接水を飲むその姿も、すっかり板についた感じだ。

　その向うで鉄骨を運んでいるのは、ガルディーンとかいう名前の『究極の戦闘メカニズム、Ｔ－[image: 178]、オーガニック・エンフォーサー』である。

　猫車を押すヤマトの姿も見える。

　ヤマトは誇り高い軍人である。この仕事を始める前、ヤマトは胸を張って言ったものだ。

『まかせて下さい。塹ざん壕ごう掘りと土ど囊のう積みには自信があります。でも、一番得意なのは、雪せつ像ぞうでアンパ○マンを作ることです』

　残念ながらカリスに雪は降らない。

　しかし、本人が自負するように、土囊を積ませたらヤマトの右に出る者はいなかった。

　喜んだのは現場監督である。

　ただでさえ工事は遅れているのだ。

　火山帯の真上に位置する温泉都市カリスでは、ちょっと穴を掘ると、すかさず熱湯が噴き出してくるからだ。地震も多い。

　事実、今回の番外篇が終わって、コロナたちがカリスを後にする時、最も名残を惜しんだのが、その現場監督だった。

　まあ、それはともかく。

　やがて、どこかでサイレンが鳴り、コロナが汗をふいていると、両手に弁当をぶら下げたヤマトが、うれしそうに近づいてきて、言った。

「お昼休みですよー、コロナさん」

「おー、そーか」

「飯はん場ばから、お弁当もらってきました。今日のオカズは、塩しお鮭じやけとキンピラゴボウとチクワの天プラです」

「チクワの天プラ。──あれは美味うまい」

　コロナは、会心の笑みを浮かべた。（話がだんだん貧乏くさくなってきた。）

　昼下がりの工事現場。

　陽ひだまりの中で輪になって、仲良く弁当食うひと時の幸せ。

　コロナは、ふと思った。

　──こんなことをしていて、いいのだろうか？

　失われし伝説の塔を見つけ、ヴァルマー帝国を打ち破り、フレイヤー家を再興する。それが当初の目もく論ろ見みではなかったのか？　のん気にチクワの天プラを食ってる場合じゃないっ。

　コロナは、すっくと立ちあがった。

「どうかしましたか、コロナさん？」

　ヤマトが間のびした声で訊たずねた。

　その時である。

　不意に地面が揺れた。

　かなりでかい。

　地鳴りも聞こえてくる。

「また地震だ」

　ヤマトは箸はしを止め、気味悪そうな顔で、あたりを見回した。

　とたんに、カリスの裏山が爆発した。

　噴煙が空高く舞い上がり、マグマは煮え立ち、火山弾が弾はじけ飛ぶ。

「派手だな」

　噴火の様子を小手をかざして眺めながら、コロナが言った。

『地球は、生きてるんだねぇ。自然は、偉大だねぇ』

　ガルディーンが、すかさず立たて松まつ和わ平へいの物真ま似ねを披露する。

　Ａ型の血が騒ぐのか、ひとりヤマトだけが、せっぱつまっていた。

「ひ、避難した方が、よくはないですかね？」

　と、ヤマトは言った。

　どことなく自信なさそうな口ぶりだ。

「心しん配ぺえいらねーって、若ェの」

　近くで弁当ひろげていた男が、ヤマトをふり返って、片目をつむってみせた。

「この町は、五百年以上も、あの火山やまとつきあってるんだ。安全対策にぬかりはねーさ」

　そう言って男は、ゆっくりと煙草たばこをふかした。

　男の話によればこうだ。

　あの火山は、過去にも何度か噴火したことがある。

　しかし、この町に直接の被害はなかった。

　だから、今度も被害はない筈はずだ。

　証明、終わり。

「どうだい。これで安心しただろ？」

　男は豪快に笑った。

　ヤマトも笑った。

　あまり快適な笑い声ではなかった。

　──よけい不安になってきた。

　と、ヤマトは思った。

　盛大にマグマを噴き上げる裏山の光景は、ヤマトの想像力を悪い方へ悪い方へと加速する。それはもう、どんどん加速してしまうのである。

　地形とか風向きとかの関係で、溶岩や火山灰は山の向う側へ流れて行くことになってるらしいが、前回そうだったからと言って、今度もそうだとは限らないではないか。

　──いや。

　ヤマトの想像力は、とどまるところを知らず暴走する。

　溶岩ぐらいなら、まだいい。

　時と場合によっては、噴火それ自体よりも、はるかにタチの悪い二次災害が発生することを、ヤマトは知っていた。

　火山の爆発は、ただ単に厄災トラブルの幕開けを告げるファンファーレでしかなく、本当の恐怖は、そのあとでやってくるのだ。

　子供のころ博物館で見た、初期アーリ原子力ー・アト時代ミクスの貴重な映像の数々を、ヤマトは思い出していた。

　無残に破壊された都市。

　逃げまどう人々。

　目を覆わんばかりの惨状が次から次へとくりひろげられる。

　──火山はアブねー。

　子供心に、ヤマトは思ったものだ。

　火山の二次災害は、もっとアブねー。

　その代表的な例が……。

「こらっ!!」

　不意に背中をどやしつけられて、ヤマトは飛びあがった。

　シャラがいた。

　セーラー服を着ていた。

　胸のところに名札がついている。

「び、びっくりした（どきどきどきどき）。驚かさないで下さいよ、シャラさん」

「驚くのは心に隙すきがあるからだ」

「気をつけます」

「なにボーッとしてたのよ」

「いや、たいしたことじゃありません」

「ふーん」

「しかし、すごい恰かつ好こうしてますね」

「制服なのよ」

「セーラー服キャバレーですか？」

「市営カジノのディーラー」

　シャラは、器用な手つきで、空中からカードを出したり消したりしてみせた。

「腕前を買われたの」

　得意そうに言った。

「イカサマの腕前か」

　コロナが、ぼそっと呟つぶやいた。

　シャラは、にーっこり笑って、ふり返った。

「あら、コロナちゃん、いたの？　まあ、すっかり泥だらけになっちゃって」

「大きなお世話だ。俺おれは顔に泥がついているのが好きなんだ」

「あたしの言うこと素直に聞いてれば、もっと楽して儲もうかるのに」

「やかましい。何しに来やがった」

「それそれ」

　シャラは、ぽんと手を打って、言った。

「実はね、取り引きをしたのよ」

「取り引き？　誰と？」

「ここの市長」

[image: ]

「市長と知り合いなんですか？　どうやって知り合ったんです？」

　ヤマトが目を丸くして、訊ねた。

「んーふっふ♡」

　シャラは、スカートの裾すそを、ほんの少し持ちあげて、意味ありげに笑った。

「なるほど。完全に納得しました」

　と、ヤマトは言った。

「そーゆーことは、訊きく前から判わかってなきゃいかんな」

「あんた、誰？」

「わしが、カリスの市長だ。カリスで一番大きなカジノを経営しておる」

　横柄の国から横柄を広めに来たみたいなおっさんが横柄に答えた。

　内心ムカムカしながら、コロナが言った。

「それで？」

「君たちは、スリムとかいう男を探しとるんだろう？　わしにまかせておきたまえ。必ず見つけ出してやろう」

「自信たっぷりだな」

「この町で、わしに逆らえる者はおらん。情報はすぐに集まる筈だ」

「ほー」

「そのかわりと言っては何だが、ひとつ君たちに片づけてもらいたいものがあるのだ」

「片づけると言うと……」

『戸棚か何かですか？』

「…………」

　市長は、不信感のかたまりみたいな目つきで、ガルディーンを睨にらみつけた。シャラが何と言って売り込んだのかは知らないが、ガルディーンの性能を疑っているのは、あきらかだった。疑われても仕方がないが。

　わざとらしい咳せき払ばらいをひとつ。

　市長は、言った。

「片づけてほしいのは、あれだ」

　視線の先に火山があった。

　噴煙の色が、少し白っぽくなっていたが、まだ盛んにマグマを噴きあげている。

　ヤマトが、言った。

「この町は、火山に対しては十分な安全対策をとっているって聞きましたが？」

「火山だけなら、わしも気にはせん」

　と、市長は言った。

「しかし、あれはいかんよ、あれは」

「あれ？」

「あれって？」

『あれですか？』

「あれでしょ？」

　コロナたちは、互いに顔を見合わせ、それから、声をそろえて、『あははは』と笑った。

　気がつくと、市長はいなかった。

「怒って帰っちゃったみたいね」

「スリムの件は、どうなるんだ？」

「もう一回かけあってみるわよ。しょーがないでしょ」

　シャラは、ため息をついた。

　コロナが、言った。

「だけど、市長の言ってたあれって、何のことだろう？」

「僕、見つけたような気がします」

　ヤマトの声に、全員がふり返った。

　──これは運命なのだ。

　と、ヤマトは思った。

　火口の上に、二次災害がいた。

　今まで見えなかったのは、噴煙にさえぎられていたせいらしい。

　二次災害は、マグマの中で仁王立ちになって、天に向かって吼ほえ狂っていた。

　溶岩を浴びても熱くないのか、それとも、熱いからあんなに吼えているのか、ヤマトにはよくわからなかった。

　二次災害は、巨大な亀の形をしてた。
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「間違いなくガ×ラですね」

　ヤマトが重々しく断言した。

「少なくとも、かつて『ガ×ラ』と呼ばれていたのと同じ種族の末まつ裔えいでしょう」

「ガ×ペケラ？　変な名前。アカペラみたい」

　そう言って、シャラが、けらけら笑った。

　ヤマトは、ため息はついたが、あえて発言はしなかった。

　コロナが、言った。

「あいつ、なんだって、あんなとこにいるんだ？」

「ガ×ラは」

「ガペケラ♡」

「わかりましたよ。ガペケラでいいです。──ガペケラは火山が好きなんです。噴火のエネルギーを食って生きてますからね」

「馬鹿に詳しいな」

「ヤマトって、軍事オタクだけじゃなくて、特撮オタクでもあったのね。ひどいわっ」

「あのねー、ぼくはねー、軍事オタクじゃなくて、れっきとした軍人なんです!!」

「どうでもいいけど、市長のおっさんは、どうしてガペケラが火山にいるって判ったんだろう？　さっきまで何も見えなかったんだぜ？」

「その理由わけを知りたいか？」

　市長は、またいつの間にか戻ってきていた。

　ただ戻ってきただけではない。テント張りの仮設司令部まで、ちゃっかり作ってあった。『ガペケラ災害対策本部』と書かれた看板の文字も真新しい。まるで、たった今、書かれたようだ。

「実は、たった今、書いたんだ」

　と、市長は言った。

　市役所の職員が、息を切らしてテントに駆け込んでくる。

「市長っ。ガペケラが移動を開始した模様です!!」

「方向は？」

「真っすぐこちらに向かっています」

「直撃コースか」

「はっ」

「最悪だな」

「どうしましょう？」

「撃退準備を進めると共に、全市に警報を流せ」

「わかりました」

　市役所の職員は、あわただしく走り去った。

　やがて、カリス全市に、サイレンが鳴り響いた。過去五百年間、一度も使用されることのなかった、避難サイレンだ。

　とたんに、カリスの道という道は、家財道具を満載した大八車であふれ返った。過去五百年間、一度も使用されることのなかった大八車だ。

　噴火や地震には馴れきっている筈のカリス市民も、さすがに動揺の色は隠せないようだ。その上に、大勢の観光客の存在が、混乱に拍車をかけた。

　そこへ持ってきて、避難民でごった返す中を、流れに逆らってこちらに近づいてくる男たちの一団が加わったのだ。

　プレスの腕章。

　永世中立と書かれたアポロ・キャップ。

　命知らずで節操なしで恥知らずと三拍子そろった、お先走りの〈ますこみ族〉だ。

「あちゃー」

「予想しておくべきだったな」

　と、コロナが言った。

「賭けてもいい。連中、噴火口にもリポーターを送ってるぜ。市長のおっさんは、ＴＶでガペケラの出現を知ったんだ」
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『はいっ。リポーターのイシカワです』

　ヘルメット姿の男が、カメラに向かってマイクを握りしめ、熱に浮かされたみたいな顔で喋っている。

『えー、私が現在おりますのは、第三中継所であります。地図をごらん下さい。えー、ちょうどこの地点ですね。バツ印がついているのは、第一及び第二中継所で、すでに連絡がとだえております。取材班の安否が気遣われます』

　リポーターの背後には、すでに画面に入りきれないほど巨大なガペケラの顔が見えている。

　血走った目。

　鋭い牙。

　しかし、カメラマンは一歩も引かない。

　リポーターも喋り続ける。

『ガペケラは、只今、この放送を行なっております火山監視塔に向かって進んでまいりました。もう退避する暇いとまもありません。我々の生命もどうなるか』

　画面が揺れる。

　ガペケラが吼える。

『ますます近づいてまいりました。いよいよ最期です。前肢を塔にかけました。ものすごい力です。いよいよ最期。──さようなら。皆さん、さようなら～～っっ!!』

　リポーター。イシカワ・某。殉職。

　カメラマン。サイトー・某。殉職。

　音声。　　　エノモト・某。殉職。

　照明。　　　ウチダ・某。　殉職。
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「こいつらも、相変わらず、ハードな人生おくってやがる」

　源泉館の離れに、ひとり寝そべってＴＶを見ているのは、ベリアルである。

　神経痛は、ずいぶん良くなった。

　あと二、三日も湯治を続ければ、すっかり治る筈だ。

　他の人間は、皆、避難してしまったが、ベリアルは平然と構えていた。

　広い露天風呂を一人占めする誘惑には勝てなかったのである。

　カメの化け物なんぞに脅かされてたまるもんかという自負もあった。

　ベリアルは、ＴＶのスイッチを切った。

「さて。もうひとっ風呂、浴びてくるかな」

　ベリアルは、手拭いを肩にひっかけて、濡ぬれ縁から中庭へ降りた。

　飛び石を踏んで歩いていくと、東屋があって、そこが露天風呂の脱衣場になっている。

「石いし川かわ五ご右衛え門もんも熱かったろう」

　訳のわからないことを呟きながら、ベリアルは上機嫌でお湯につかり、体を伸ばした。

　青空を斜めに横切って、太い松の枝が露天風呂の上にせり出している。

　ベリアルは、そこに男が四人、ぶら下がるようにして、しがみついていることに気がついた。

　やがて、ベリアルの目の前で、マイクを握りしめた男が、熱に浮かされたみたいに喋り始めた。

「はいっ。こちら、第四中継地点の、サカガミです」
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　ガペケラ災害対策本部。

　そこに我々は人生の縮図を見ることができる。

　ここで言う人生の縮図とは、すなわち『熱血』『村の古老』『クソガキ』『博士』『うちの若い者』などを指す。




「第四中継地点、連絡が途絶えました!!」

「第五中継地点にスイッチ」

「セッティングが完了していません。目標の移動速度が予測を上まわっています」

「急がせろ!!　それまでＶＴＲでつないでおけ」

「しかし、このままでは、被害が大きすぎます」

「馬鹿野郎!!　弱音を吐くんじゃない。──いいか？　俺おれたちは、〈ますこみ族〉だっ!!」

　どどーん。


（ガペケラ災害対策本部における『熱血』の実例）






「山神様ぢゃ。山神様が、お怒りになられたのぢゃ。お怒りを鎮めるには、生いけ贄にえを捧ささげるしかない。今すぐ、ミス生贄コンテストを開け。応募資格は十八歳未満の未婚女性、ただし美人に限る。履歴書に写真を同封の上、左記住所まで。ちなみに司会は宝たから田だ明あきらぢゃ」

「つまみ出せ!!」


（ガペケラ災害対策本部における『村の古老』の実例）






「カメに似てるからガペケラなんだ。ガペケラは強いんだぞ。ガペケラは子供の味方なんだからな。いじわるすると許さないぞ」

「向うへ連れて行って、二、三発、ぶん殴っておけ」


（ガペケラ災害対策本部における『クソガキ』の実例）






「市長!!　博士が到着されました」

「おお、これは博士。お待ちしておりました」

「私が博士はかせだ。断っておくが博ひろ士しではないぞ」

「さっそくですが、博士。ひとつガペケラ対策に有効な手段を、お教え願いたいのですが……？」

「ガペケラも生き物。生き物ならば、必ず弱点がある」

「なるほど」

「弱点を攻撃すれば、ガペケラは死ぬ」

「ええ、ええ」

「ガペケラを倒すには、つまり、その弱点を攻撃すればよいのだ」

「で、その弱点とは？」

「…………」

「博士？」

「急用を思い出したので、私はこれで失礼する」

「逃がすな!!　樽たるとセメントの用意をしろ」


（ガペケラ災害対策本部における『博士』の実例）






「市長。ご心配いりません。こういうこともあろうかと、うちの若い者が、秘密兵器を開発しておりました」

「秘密兵器？」

「はい。ミサイルの弾頭部にヨウ化銀を搭載し、ガペケラの頭上に発射します」

「おお、これは期待できそうだ。──それで？」

「ヨウ化銀によって人工的に雷雲を発生させ、ガペケラを追い払うのです」

「そんなことで、追い払えるのか？」

「言い伝えによれば、カメはカミナリを嫌うそうですから、たぶん大丈夫です」

「ほんとか、おい？　スッポンに嚙かまれたのとは、わけがちがうんだぞ」

「しかし、試してみる価値はあります。やらせて下さい」

「そこまで言うのなら、やってみろ」

「やってみました」

「どうだった？」

「…………」

　試してみる価値はなかった。


（ガペケラ災害対策本部における『うちの若い者』の実例）
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　人類の叡えい智ちを結集したガペケラ対策は、ことごとく失敗に終わった。

　ガペケラは、ますます怒り狂い（なぜ怒り狂っているかは推して知るべし）、破壊の限りを尽くしながらカリス中心部へと迫った。そこには温泉都市カリスの生命とも言うべき、大規模娯楽センターが存在する。

「しまった!!　大観覧車に、まだ客が残っているぞ」

「避難誘導はどうなってるんだ」

「市長、ダメです。酔っ払ってて手がつけられません。余興か何かと勘違いしているようです」

「ええい。この非常時に」

「市長。め組の頭かしらが、防災用動力パワード装甲服・スーツで出ました!!」

「救出に向かったのか。さすが頭だ」

「表で纏まといを振ってますけど」

「どいつもこいつも」

「市長!!」

「今度は何だ」

「ガペケラが停止しました」

「なんだと？」




　たしかにガペケラは停止していた。

　行手を遮るものがいたからである。

　瓦が礫れきと炎の荒野に敢然と立つのは、はたして何者か？

　その名を問えば、彼は答えるであろう。

『ガルちゃんと呼んで下さい』

　と。

　ガペケラが吼ほえた。

　怒っているのだ。

　目の前に立つこの物体は、あきらかに自分の進路を邪魔しようとしている。それが、小指の先ほどの大きさしかないガペケラの脳ミソでも、はっきりと感じとれるからだ。

　炎の照り返しで、ガルディーンのボディは、赤銅色に輝いている。

　闘いの色だ。

　ガルディーンは、すぐ横に立つビルの外壁に、右腕を無造作に突き入れた。

　コンクリートの破片が飛び散り、そのうちの一つが、アップ画面を狙ねらって果敢に突撃してきたカメラマンに命中した。〈ますこみ族〉の殉職者は、これで百八名となった。

　世界中の黒板を世界中のチョークでひっかいたような異音を発して、ガルディーンが右腕を引き抜いた。ガルディーンは、壁の中のＨ型鋼材を握りしめているのだ。

　鋼材は途中でねじ切れ、手元に十メートルほどが残った。

　残った鋼材に一度素振りをくれて、ガペケラに向き直る。

　構えは諸もろ刃は流青眼崩し。

　ぴたりときまって、打ち込む隙は微み塵じんもない。




「さすがだ」

　と、ヤマトが言った。

　ガペケラ災害対策本部──以下、ガペ対本部と略す──で、炊き出しのおむすびなどを美味おいしくいただきながら、

「いつも思うことなんですが、コロナさんが乗ると、Ｔ－[image: 178]も、人が違ったみたいに恰かつ好こうよく見えますねぇ」

「そうねー。普段はロボット三等兵のくせにねー」

　シャラが、のんびりとうなずく。

　二人の周りでは、『第七中継所、破壊しました!!』だの『待機させておいた空くう挺ていカメラマン部隊を現場へ降下させろ!!』だの『市長!!　怪獣退治の専門家と称するグループが面会を要求しております』だの『動物愛護協会から抗議が寄せられておりますが、いかがいたしましょう？』だの、次から次へと大騒ぎが持ちあがっていたが、シャラもヤマトも、『どこの世界の話？』という顔つきで、すこぶる落ち着き払っている。これは、ひとえにシャラの能力によるところが大きい。シャラは、いつでも自分の好きな場所に、異次元のエア・ポケットを作り出すことができるのだ。

「しかし、あんな鉄骨一本で、コロナさん、大丈夫ですかね？　相手は体長百メートル、体重四万トン（いずれも推定値）の化け物ですよ。火も噴くし、空も飛ぶし」

「大丈夫か大丈夫でないかなんて、あの娘こが問題にすると思う？」

「なるほど。そうでした」

「あたしも、こうしちゃいられないわ」

「加勢に行くんなら、僕も手伝います」

「馬鹿ねぇ。戦闘中はコロナの半径五百メートル以内には近づくなって言われてんのよ」

「じゃ、どこへ行くんです」

「市長に、ギャラの交渉をしてくるの。コロナが、あっさりガペケラをやっつける前に、うんと契約金をつりあげなきゃ」

「はあ……」

　シャラが立ち去ると、異次元エア・ポケットは消失した。

　ヤマトは、ガベ対本部の喧けん噪そうの中に、ひとり残された。

「市長!!」

「なんだ？　私は今、このお嬢さんとギャラの交渉を……」

「たった今、市内の主なブックメーカーから、賭かけ率の発表がありました。ガペケラVS謎なぞの機動兵器。百対一でガペケラです」

「そうか、大穴だな」

「市民の評判も上々です。うまくすると、復興費用のほとんどをテラ銭でまかなえるかもしれません」

「そうかそうか」

　ふっふっふ。

　市長がほくそ笑む。

　左様。温泉都市カリスは、ギャンブルの町でもあるのだ。

「市長!!　大変です!!」

「大変？　これ以上、どう大変になるって言うんだ。聞かせてもらおーじゃないか」

「開き直ってる場合じゃありませんよ、市長。本当に大変なん[image: ス]から」

「なにが大変」

　その瞬間である。

　耳をつんざく機関排気音が、ガペ対本部を襲った。

　野戦用の天幕が、激しく震える。

　噴煙と火災の煙によって灰色に濁った空の一角を切り裂いて、目にも鮮やかな真紅の機動兵器が舞い降りてきたのだ。

　燦さん然ぜんと輝く、金こん色じきの〈翼ある蛇〉の紋章。

　アルタミラ〈出戻り〉カーンの乗機、クフィール（スペックⅢスリー）であった。

　スペックⅢは、一度、派手な空ぶかしをやらかしてから、排気ディフレクターを閉じた。

　沈み込んでいた両脚の油圧装置が、ゆっくりと元に戻る。

　コクピットからアルタミラが姿を現わした。

　つかつかと市長に近寄る。

　厳しい顔つきだ。

「貴様が、市長か」

　アルタミラは高飛車に言った。

「もうすぐ、大ヴァルマーの、〈軟弱王〉トロイ様がお着きになる。次期皇帝陛下となられるお方だ。名誉と思うがよかろう。──三時間以内に歓迎の準備をすませ、城門に整列してお待ちするように。それから、これはパンタグリュエルへの補給品のリストだ。詳しいことは、後で兵へい站たん部の士官を寄こす。明日の朝までに積み込みを完了しろ。──以上だ」

　言いたいことだけ言うと、アルタミラは返事も待たずに、さっさとスペックⅢに引き返して行った。

「…………」

　何を思ったか、また戻って来た。

　ガペ対本部スタッフの間に、おびえの色が走る。

　アルタミラは、言った。

「晩ばん餐さん会かいのメニューだが、ひとつだけ注文がある。──女によ体たい盛もりとかいうものは出すな。出したら貴様ら全員、命はないものと思え。わかったな」

　わずかひと睨にらみで、スタッフ全員を石に変えて、アルタミラは帰って行った。

「危なかった」

　シャラが、ため息をついた。

　とっさにヤカンのふりをして、アルタミラの視線をごまかしたのである。

「我々が、ここにいると知って、追って来たようには見えませんでしたけどね」

　新聞から顔をあげたヤマトが、アルタミラの去った空を見上げながら、言った。

「とにかく、コロナに知らせなきゃ。ヤマト、あんたは飯場へ行って、すぐに出発できるように、荷物をまとめておいてちょうだい」

「いいですけどね。コロナさんは、今、手が離せないんじゃないかと思いますよ？」
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　ヤマトの言う通り、コロナは忙しかった。

　ガペケラは、決して動きの速い相手ではない。ドジでマヌケなカメです、という言葉もあるくらいだ。

　しかし、あまりにも大きさが違いすぎる。

　山と闘うようなものだ。

　それに加えて、ガペケラの装甲は馬鹿げて厚く、四万トンという体重は、それ自体が恐るべき武器であった。

　一撃をまともにくらえば、いかにガルディーンといえども、笑ってすませることは出来ないだろう。

『いやだなぁ』

　と、ガルディーンはぼやいた。

「ぐずぐず言ってんじゃねぇ。──ほら、また来たぞ」

　コロナが叫んだ。

　振りおろされた前肢の下を、ガルディーン（コロナ）が、きわどくかいくぐる。

　同時に、Ｈ型鋼材が一いつ閃せん。

　ガペケラの頭部で、げいんというような鈍い音をたてた。

　その衝撃は、コクピットのサイバネティック・インターフェイス──データ・マニピュレーターを通じて、コロナの両手にも直ダイ接レクトに伝わってくる。

「この、石頭が……」

　鋼材は、ガペケラの頭の形に、きれいに折れ曲がっていた。

　ディスプレイ一杯に、血走ったガペケラの眼が映し出されている。

　その眼が動いた。

『危険』

　戦闘中も、ガペケラの神経電位をモニターしているガルディーンが、いち早く異変を察知した。今までにないパルス・パターンだ。

　ガペケラが大きく口を開いた。

『回避します』

　一瞬、ディスプレイが、まっ赤に染まった。

　敵が火を噴いたのだ。

『あち、あち、あち』

　ガルディーンが悲鳴をあげた。

　しかし、直撃はまぬがれたらしい。

　ガルディーン（コロナ）は、円を描くように後退して、敵との距離をとった。

[image: ]

　ガペケラが咆ほう哮こうした。

　勝ち誇っているつもりなのか。

「亀は鶴つると一緒に、池のほとりで日向ひなたぼっこでもしてりゃーいいんだ。それを……」

　コロナは、ディスプレイを睨みつけた。

　抑制にひびの入った口調だ。

　アスワン・ダム三十個分に匹敵する巨大なエネルギーが、暴発するきっかけを探している。

　そして、ダムは決壊した。

「生意気に火なんか吐いてんじゃね～～っっ!!」

　ガルディーン（コロナ）は、Ｈ型鋼材を振りかざして、ガペケラに正面から突っ込んで行った。
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『老人と亀』




　老人は、亀を獲とって生活していた。

　しかし、ここ五百年間、一匹の獲物にも恵まれなかった。
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「いつになったら出世するんだろう？」

　浮かない顔つきで、そんなことを呟つぶやきながら、老人の後を、荷物をかついでとぼとぼ歩いている男がいた。

　スリム〈地獄の底からはいあがって来た男〉ブラウン、である。

　簀す巻まきにして川へ流した筈はずなのに、意外と運の強いやつであった。

　溺おぼれる寸前、通りかかった老人に助けられたのだ。もしかしたら、老人はスリムを巨大な桃か何かと勘違いしたのかもしれないが。

　老人は、カリスへ向かう旅の途中であった。

『湯治ですか？』

　と、スリムは訊たずねた。

『いや』

　と、老人は答えた。

　老人は口数の多い方ではなかった。

　よく陽ひに灼やけた顔には、ノミで彫ったようなしわが何本も刻みこまれ、彼がこれまでにすごしてきた人生が、どのような種類のものであったのか、雄弁に語っていた。

　老人は、しっかりとした足どりで歩いた。

　夜は小さな焚たき火びの横で軀からだを休めた。

　スリムが話しかけると、老人は短い言葉で応こたえた。

　老人は、亀を狩る一族の最後の生き残りであった。

　半年前、狩人の本能によって、亀がカリスに現われることを知った老人は、狩りの準備をして旅立った。老妻は、とうに亡くなり、別れを告げるべき者は一人もいなかった。これが最後の旅となるであろうことも、老人には判わかっていた。

　親から子へ。子から孫へ。亀を狩る技術は一度も実践の機会を得ぬまま、彼の一族に伝えられてきた。老人が、その一生をかけて磨き、身につけた技の背後には、数世紀にもおよぶ時間の重なりが、重く横たわっているのだ。

　老人には、初めて見ることになるであろう亀への畏おそれはなかった。ただ、ひとつ気がかりなのは、自分があまりにも年をとりすぎているのではないかという不安だった。いざという時に、軀が思う通りに動いてくれないのではないか。しかし、その不安も、カリスに近づくにつれて、いつの間にか消えた。

　老人は、やって来たのだ。

　海を渡り、二つの大陸を横断して。

　亀を狩るために。

　──カリスに亀なんかいたかな？

　と、スリムは思ったが、あえて口には出さなかった。

　そのかわりに、どうやって亀を狩るのか、訊ねてみた。

　老人の説明は簡単だった。

　亀は甲羅が固いので、普通のやり方では倒すことができない。そこで、矢を上空に向けて放ち、それが落ちてくる勢いを利用して、甲羅の中心を真上から射抜くのだと言う。この方法の唯一の欠点は、甲羅に穴があくため、甲羅をナベとして利用できないことだそうだ。

　もちろん、亀だってじっとしているわけではない。風向きの違いもあるだろう。矢を垂直に射て、それを地上の目標に正確に当てるためには、血のにじむような修業が必要なのだと、老人は静かに語った。

　少し馬鹿馬鹿しい気がしないでもなかったが、しかし、こういう馬鹿馬鹿しさを、スリムは嫌いではなかった。スリムは、ある種の感動を覚えた。あるいは、老人の背負っているものの重さが、そうさせるのか。

　いずれにせよ、カリスはもう目と鼻の先だった。

　その時である。

　変わらぬペースで足を運んでいた老人が、ふと歩みを止めた。

　カリスの方向から、この世のものとも思えぬ咆ほう吼こうが、風に乗って聞こえてきたのだ。

　スリムも、それを聞いた。

　悪い予感がした。

　あんな風に吼える生き物を、スリムは知らなかった。知りたいとも思わなかった。

　スリムは、老人を振り返った。

　老人の顔に、表情らしきものが浮かんでいることに、スリムは初めて気がついた。

　老人は微笑わらっていた。

　老人は終ついに知ったのだ。

　自分が一生を賭けてきたものが、決して間違っていなかったことを。

　老人は、再び歩き出した。

　歩調は、それまでと、まったく変わらなかった。

　急ぐことはない。

　獲物は、そこにいる。

　それだけで充分だった。

　老人は報われたのだ。

　小さな丘に登ると、眼の下にカリスの全市街が見渡せた。

　そこに、老人の獲物がいた。

「あ、あれが、亀……？」

　スリムが茫ぼう然ぜんと呟いた。

　亀というのは、もう少し控え目で、おとなしい動物のことじゃなかったのか？

　スリムは、くらくらする頭で、そう考えた。

　亀が火を吐いた。

　亀は何かと闘っていた。

　形勢は互角に見えた。

　闘いは、いつ果てるともなく続いている。その結果として、街は着実に破壊されつつあった。

　すでにカリスの三分の一が瓦礫の山と化しており、残りの三分の二も、同じ運命をたどることは時間の問題らしかった。

「急いだ方がいいかもしれませんね」

　と、スリムは言った。

「ご存知ないでしょうけど、あそこで闘っているのは僕の知り合いでしてね。コロナちゃんってゆーんですが、とにかくもう、普通じゃありませんからね。下手をすると、先に倒されちゃいますよ？」

「…………」

「お爺じいさん？　聞いてます？」

「…………」

「おーい」

　老人は、獲物を見つめたまま、動かなかった。

　──立派な亀だ。

　獲物に対する尊敬と賞賛の思いが、老人の心を満たしていた。

　巨大で、兇きよう暴ぼうで、圧倒的に強力。

　初めて目のあたりにした獲物が、伝え聞いた通りの存在であることが、老人は嬉うれしかった。

　ガペケラが荒れ狂う。

　建物を破壊し、火を噴き、一切を蹂じゆう躙りんする。

　その姿を映す老人の視界が、すうっと暗くなった。

「爺さん!!」

　スリムが、崩れ落ちる老人の体を、あわてて支えた。

「おい。どうしたんだよ。しっかりしろよ」

　スリムは、老人の肩をゆさぶった。

　老人は、自分が倒れたことすら、気づいていないようだった。

　虚空に向かって開かれた老人の目は、未いまだ獲物を追い続けていた。

　老人は死なんとしていた。

「おい。爺さん。──何やってんだよ。せっかく、ここまでたどり着いたんじゃないか。やっと獲物が見つかったんじゃないかよ。今まで、何のために修業してきたんだよ。死ぬんじゃねーよ」

　しかし、スリムの必死の叫び声も、老人の耳には、もはや届いていなかった。

　長旅ですっかり弱っていた老人の心臓が、最後の鼓動を打つ。その瞬間。老人の脳裏に映ったのは、どんな光景だったのだろう？　青空の高みへと一直線に駆け昇って行く一筋の矢が、あるいは、それであったかもしれない。

　スリムは、老人の死体を地面に横たえ、しばらくは悄しよう然ぜんと佇たたずんでいた。

　カリス市街の方からは、相変わらず、凄すさまじい闘いの音が連続して響いてくる。

　老人の死顔は、志半ばにして斃たおれた者のそれではなかった。

　スリムは、老人から預かっていた荷物を開いてみた。

　そこには、入念に手入れされた弓と、老人の手造りらしい数本の矢が、木箱にきちんと納められていた。矢尻が大きいのが、亀狩りの特徴だ。

　スリムは、弓と矢を、それぞれ手にとり、じっと動かなかった。

　これをどう使えばいいのかは、わかっていた。

「爺さん……」

　と、スリムは呟いた。

　死者は何も言わない。

　何も気にしない。

　生きている者たちだけが、死者を気にするのだ。

「あ───────っっ!!」

　スリムが、唐突に大声を張りあげた。

　泣きごとを言い始める。

「俺は、こんな役は苦手なんだよォ。荒っぽいことには、元から向いてないんだから。どうして、こんなことになるんだ？　知らねーぞ、俺は。別に、あんたに頼まれた訳じゃないんだし。根っから無責任なんだからな。無責任が服着て歩いてるだけなんだからな。こんな物、平気で捨てっちまうんだぞ。──いいのかよ、爺さん。悔しかったら、目を開けやがれ」

　スリムは、足元に弓矢を叩きつけた。

　それでも、死者は何も言わない。

　黙って死んでいるだけだ。

「畜生」

　スリムは、弓矢を拾いあげて、カリス市街の方をかえり見た。

　ガルディーン（コロナ）が、がんばっている。

「今日は仏滅だな、きっと」

　ため息まじりに呟いて、スリムは、亀狩り用の弓と矢を手に、カリス市街の方へと走り始めた（いやいやながら）。
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　三時間後──

　パンタグリュエルが、艦載機を従えて、カリス上空に到着した。

　補給のためであったが、そこにカリスは無かった。

　一面の廃はい墟きよがあるだけだった。

　そして、その中央に、巨大な亀が息絶えていた。

　甲羅には、矢が一本、突き刺さっていた。

　だから、甲羅をナベのかわりに使うことはできなかった。







　次回予告







　ついに始まってしまった、掟おきて無用の番外編。

　本節を遠く離れ（百万光年ほど）、無節操に脇道を突っ走るコロナ・フレイヤーとその一行。

　お家再興はどうした？

　帝国打倒はどうした？

　こんなことをしている間にも、〈陰険王〉キリーは、着実に勢力を伸ばしつつあるのだ。

　のんびり弁当食ってる場合じゃないぞ、コロナ・フレイヤー。

　とゆーわけで、次回、『ベリアルの日曜日』では、帝国側のあれやこれやを、一挙大公開だ。
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　その音は、人間には聞こえない。

　可聴域を遙はるかにこえた、超音波の笛だ。

　犬は、この音を聞き分けることができる。

　犬の他に、この音を聞き分けることができるのは、海底人８８２３ハヤブサと、マグマ大使、それに、悲劇の改造人間ベリアルだけである。
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「お呼びになりましたか。閣下」

　と、ベリアルが言った。

　あまりさわやかな口調ではなかった。

　場所は帝都アルターム。

　大ヴァルマー宮殿の執政室である。

　銀色の犬笛から口を離して、キリーが振り返った。

「おお。ちゃんと聞こえるんだな。──いや。立派なもんだ」

　わははは。

　キリーは、大口を開けて笑った。

　ベリアルは、笑わなかった。

　三日前に、トロルキン博士の手術室から出てきたばかりなのだ。

　これが、何を意味するかは、説明するまでもないだろう。（あんまり久しぶりなんで、前の話をすっかり忘れてしまったという読者のための筆者註。──トロルキン博士は、メルキドを追放された暗黒面の科学者で、ベリアルの主治医である。趣味は人体改造。かつて、コロナとの闘いで傷ついたベリアルを、ひと言の断わりもなしにサイボーグ化した実績を持つ。──それ以来、ベリアルが、どこか負傷するたびに、機械の部分が増えていくという図式が完成した。近頃では、トロルキン博士を主治医と呼ぶ者は少なく、そのかわりに、ベリアル少佐の『チーフ・メカニック』という呼び名が、定着しつつある。）

「今回で、何度目の改造だったかな？」

　キリーは、機嫌よく訊たずねた。

　返事は、最初から期待していなかったらしい。

　指先で、犬笛を弄もてあそびながら、あくまでも明るく言葉を続ける。

「いやー。それにしても、実にうらやましいよ。またまた、パワーアップだな。おめでとう、少佐。──博士の話によると、十キロ先の、針が落ちる音まで聞きとれるようになったそうじゃないか。ひょっとしたら、二十キロ先の、箸はしが転がる音も聞こえるんじゃないか？　それで、ひとりで笑うつもりだろう？　憎いね、このー。あんまり憎いから、こうしてやろう」

　キリーは、犬笛を口に咥くわえると、思いきり息を吹きこんだ。

　とたんに。

「うぎゃ～～っ!!」

　ベリアルが悲鳴をあげた。

　その声は、宮殿の外にまで聞こえたという。

　ベリアルは、両耳を手でふさぎ、床の上をころげ回りながら、言った。

「や、やめ、やめ、やめて下さい、閣下!!」

　もちろん。

（言うまでもないことだが）キリーが、やめる筈はずはなかった。

　面白がって、さらに吹き鳴らす。

　ベリアルは悶もん絶ぜつ寸前である。

　そうこうするうちに、なんだか窓の外が騒がしくなった。

　見ると、世界中の犬と海底人８８２３とマグマ大使が、中庭に集まって、同じように悶もだえ苦しんでいる。

　キリーは、窓を開けると、邪険に手を振って、言った。

「しっ、しっ。──お前らを招待した覚えはないぞ」

　その時。

「いったい、何の騒ぎだ、これは」

　噂うわさの人、トロルキン博士が、傍若無人な胴間声と一緒に、入ってきた。

　即身仏のような体を、生命維持装置をかねたモービル・チェアに固定しているのだが、あきれるほど声はでかい。

　──何食ってりゃ、こんな元気なんだ。この爺じじいは。

　キリーは、内心の悪態を作り笑いの下に隠しながら、言った。

「これは、博士。いつも、お元気そうで、なによりです」

「おお。レステス卿きよう。お主も、相変わらず陰険な顔をしとるな」

「は。おかげさまで」

「結構、結構」

　トロルキンは、細かくうなずきながら、あたりを見回し、床にへたりこんでいるベリアルに目を留とめて、言った。

「どうかな、少佐。新しい耳の調子は」

「すいません。もう少し、小さな声でお願いします」

「なるほど。レベル調整が、うまくいっていないらしいな。──大丈夫。そのうち、馴なれてくれば、自分でコントロールできるようになる」

「ほんとですか？」

「情けない声を出すな。わしの腕を信用しろ。万一、ダメだった時は、頭のこのへんに、ヴォリュームつまみを付けてやるから、何も心配はいらん」

　そう言って博士は、自信ありげに、自分のこめかみをつっついてみせた。

　ベリアルは、手放しで喜ぶ気にはなれなかった。

　執政室を出て行く直前に、トロルキンは、ほんのつけ足しみたいな口ぶりで、言った。

「ああ。そうそう。言い忘れてたが、今回、君の脳の一部を、機械に置き換えさせてもらった。レステス卿も了解ずみだ」

「なんですって？」

「一部だよ。ほんの一部だ。──生体の反応速度には限界がある。それでは、せっかくパワーアップした肉体の能力を、十分に発揮できない。わかるだろう？　そのための補助電子脳だ。これで君は、ナノセカンド単位で機能する、全く新しい神経系を持つことになる。それだけじゃないぞ。一瞬のうちに、円周率を百万の桁けたまで暗算することだってできるし、一度、覚えたことは、絶対に忘れない。記憶をリプレイすることも、コピーして保存しておくことすらも可能だ。──便利がいいだろう？」

　ベリアルは、猜さい疑ぎ心のかたまりみたいな顔をして、言った。

「ほんとうに、それだけですか？」

「それだけとは？」

「まだ他に、何か妙な仕掛けがあるんじゃないでしょうね？」

「妙なとは心外な。わしは、君のためを思って、日夜、努力しておるのだぞ」

　トロルキンは、真顔で言った。

（頼むから努力しないでくれ）

　と、ベリアルは思った。

　トロルキンは、ひひっと笑った。

「実は、もう次のパワーアップ・アイテムも用意してあるのだ。これは、ちょっとすごいぞ。聞きたいかね？」

「聞きたくありません」

「そうか。残念だな。──しかし、まあ、いずれわかることだし、楽しみは後に残しておいた方が賢明かもしれんな」

　トロルキンは、気味の悪い流し目でベリアルを見つめ、けけっと笑った。

　そして、笑いながら、悪魔の実験室へと帰って行った。

　ベリアルは、めまいを感じた。

　これ以上、何か面白い目にあわされる前に、なんとしてでも、コロナを斃たおさなければならない。

　切実に、そう思った。

　ベリアルは、キリーを振り返って、言った。

「閣下。──私の出撃を許可して下さい」

「どーしたんだ、急に」

「今度こそ、コロナ・フレイヤーの息の根を止め、後顧の憂いを絶って参ります」

「うん。お前の心意気は買うぞ」

「では、さっそく……」

「ちょっと待て」

「は？」

「あの小娘は、しばらくの間、ほうっておくことにした」

「どういうことです」

「邪魔ものは、遠ざけておくに限るということさ。──もちろん、いずれカタはつけるがな」

「しかし、閣下」

「いいから、黙って聞け。あの小娘が、辺境を逃げ回ってる間は、皇子も本国を顧かえりみる余裕はなかろう。だから、今のうちに、別の問題をかたづけておくのだ」

「お言葉を返すようですが、コロナ・フレイヤーは、何の目的もなく、逃げ回ってるわけではありません。今のうちに始末しないと、将来、必ずや大きな勢力となって、帝国の前に立ち塞ふさがりましょう」

「今日は、やけに、言うことが真ま面じ目めじゃないか。それも、新しい脳ミソのおかげか？」

「私は、いつだって真面目です」

　ベリアルは、切口上で言った。

　キリーはそれには応こたえず、机の上から一枚の地図を取りあげ、ベリアルに手渡した。

「お前には、ここへ潜入してもらう」

「これは……、ナムマット？」

「そうだ」

　キリーは、にんまりとうなずいた。
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　目が陰険に笑っている。

　非の打ちどころがない陰険さだ。

　ベリアルは、再び視線を落として、手元の地図に見入った。

　ナムマットは、帝国の中心から、やや北東に外れた山岳地帯に位置する鉱業都市である。

　近隣に、金、レアメタルの類たぐいを豊富に産出する鉱山が多く、その経済力は、未いまだ侮あなどり難いものがある。

　かつては、バルチック王家の支配下にあったが、数年前に、亡き〈無謀王〉の手によって攻め滅ぼされた。

　現在、この地を治めているのは、帝国の重鎮──十王会議のメンバーにも選ばれている──ブルーノ〈貧血王〉ラムゼーである。

　ちなみに、十王会議とは、ヴァルマー帝国を支える十名の主だった武将たちで構成される、帝国の最高意思決定機関であり、その筆頭が、言わずと知れた、キリー〈陰険王〉レステス。さらに、〈首くび斬きり王〉ゾッド、〈罵ば倒とう王〉ケーニッヒ、〈略奪王〉ノエル、〈絶倫王〉アーノルド、〈偏屈王〉ダンテス、〈忘却王〉ゲーレン、〈関節王〉マサムネ、〈鶴つる嘴はし王〉ガンセキと続く。

　彼らは皆、帝国の建設において、それぞれ功のあった者たちで、王の称号も〈無謀王〉から特に許されたという、由緒正しいシロモノだ。〈陰険王〉キリーの場合で言えば、酔っぱらって気が大きくなった〈無謀王〉が、祝勝会の席上、キリーの顔をつくづくと眺めながら、

『おまいは、ほんとーに陰険な面つらつきをしとるな。ん？　昼会っても夜会っても首尾一貫して陰険な面をしとるとは感心な奴だ。並みの人間に出来ることではない。──よし。おまいは今日から〈陰険王〉と名乗れ（笑）』

　こんな具合である。

　他も、だいたい似たようなものだったらしい。わけのわからない名前が多いのは、そのせいである。

　しかし、それを有難迷惑と感じる者は、一人もいなかった筈だ。（少なくとも、口に出して言う者はいなかったと思われる。）

　武人にとって王の称号は家門の誉れであると同時に、確かな収入をもたらしてくれる、広大な領土をも意味していたからだ。

　ジョージ〈無謀王〉ヴァルマーは、人並み外れて無謀な性格ではあったが、決して吝嗇けちではなかった。

　宵越しの銭は持たない。

　そういう人物だった。

　戦争のやり方を見ても、それがわかる。

　イチかバチか。

　勝てば必ず大勝だが、敗まける時は、それはもう、これ以上はないというくらいの惨敗を喫している。

　敵の重囲を、わずか二十騎あまりの供とも廻まわりで駆け抜け、かろうじて死中に生を得たことも何度あったことか。

　気前がよくて、いさぎがよい。

　だからこそ、有能な武将が〈無謀王〉のまわりに集まったとも言えよう。

〈貧血王〉ブルーノ・ラムゼーもまた、そんな中の一人であった。

　ところが、今。

　その〈貧血王〉の領土に潜入せよと、キリーは言うのだ。

　いったい何のために？

　いぶかしげなベリアルの表情を読んだのだろう。

「実はな」と前置きして、キリーが言った。

「ラムゼーが謀反を企たくらんでいるとの噂があるのだ」

「〈貧血王〉が、謀反……？」

「そうだ」

「初耳ですな」

「そうだろう。私も、今、初めて言った」

「…………」

　ベリアルは、無言でキリーを見つめた。

　キリーが何を考えているのか、ベリアルは、完全に理解した。

「なるほど」

　と、ベリアルは、うなずいた。

「そういうことですか」

「私としては、なるべく穏やかに事をすませたいが、ラムゼーが抵抗することも考えておかねばならん」

「ナムマットは天てん嶮けんの要害です。正面から攻撃すれば、こちらも相当の犠牲を覚悟しなければならないでしょう。それより、何か理由をつけて〈貧血王〉を宮殿に呼び出し、ここで始末してはどうですか？」

「それがうまくいかんのだ」

　キリーは、苦々しげに舌打ちしてみせた。

「ラムゼーめ。病やまいと称して、ナムマットに閉じこもったきり、出て来ようとせん。昔から、あいつとは反そりが合わなかった。きっと、今も、私の悪口を言ってるにちがいない。その上、あいつは、私がとびきり面白いジョークを聞かせてやったのに、鼻先で冷笑しやがった。こんなことが許せるか？　断じて許せん!!」

　にぎり拳こぶしを震わせて、どこか異次元の方向を睨にらみつけるキリーの背後に、青白い陰険なオーラが、ぐもも～～っと燃えさかっていた。

　ベリアルは、ため息をついた。

（本音は、やっぱりそこか……）

「何か言ったか、少佐」

「えーと、ひとつ確認しておきたいことがあります」

「何だ？」

「今度の一件は、正規の作戦行動になるのでしょうか？」

「どういう意味かな？」

「つまり、ゾーク僧ブリーストを使うかどうかという問題です」

「そのことか。──いや、暗殺はまずい。今回のことは、あくまでも、この私が、トロイ皇子になりかわって反逆者に天てん誅ちゆうを加えるという形をとらねばならん」

「では、閣下自ら陣頭に立たれるわけで？」

「そうなるだろう」

「わかりました。軍情報部の総力を挙げて、閣下のために、完かん璧ぺきな勝利を演出してみせましょう」

「うむ。──私も、各王家への根回しが終わり次第、全軍を率いて出陣する」

「なるべく、ゆっくりとおいで下さい。〈貧血王〉の首を用意して、お待ちしておりますから」

「やりすぎはいかんぞ」

「心得ております」

　ベリアルは、優雅に一礼してみせた。

　ここしばらく、コロナを相手にして、黒星の連続だったベリアルにとっては、久々に与えられた見せ場である。

　いやがおうでも張り切らざるを得ない。

　意気込んで退出しようとするベリアルを、キリーが呼び止めて、言った。

「ああ。少佐」
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「はっ」

「何かあったら、これを吹くから、その時は、わかってるな？」

　キリーは、ベリアルに向かって、犬笛を軽く振ってみせた。

　ニタニタ笑っている。

　新しいオモチャが嬉うれしくて仕方がないといった様子だ。

　ベリアルの頰ほおが、ひくっと動いた。

　ベリアルは、無言のまま、力なく頭を下げ、執政室を退出した。

　足取りは重かった。
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　軍情報部ＭＩＳは、その本部を、ヴァルマー宮殿の東離宮に置いていた。

　浮かない顔をして戻ってきたベリアルのまわりに、数人の部下たちが集まってくる。

「少佐」

「緊急の呼び出しだったようですが、いったいどういう……？」

「また小話ですか？」

　ベリアルは、下士官の一人に命じて、全員にコーヒーを持ってこさせた。

　自分の席に坐すわり、両手で支えた紙コップの中身をのぞき込みながら、

「ナムマットへ侵攻する」

　と、言った。

「ナムマット？」

「あそこは、たしか〈貧血王〉の……」

「どういうことだ？」

　部下たちの間に広がるざわめきを、ベリアルは片手で制した。

　そして、大尉の肩章をつけている、ひときわ体格のいい男に向かって、

「ハイシンガー」

「はっ」

「お前のところのチームは、今、何人動かせる？」

「半数はコロナ・フレイヤーとパンタグリュエルの監視に従事しておりますから、そうですね、交代要員を残すと、せいぜい二個分隊程度でしょうか」

「うん。──お前は、たしか……」

「ナムマットの出身です」

「そうだったな。地理に詳しい者がいるのは心強い。ガーニーとハサウェイのチームをサポートに回す。すぐ飛んでくれ」

「あー、少佐殿？」

「なんだ？」

「いったい、これはどういうことでしょうか？」

　ベリアルは隻眼を動かして、ハイシンガーをじろりと見た。

　固い声で言った。

「反乱の芽を摘むためだ。それ以上の質問は許さん」

「わっ、わかりました」

　ハイシンガーは、ぴっと背すじを伸ばすと、あわてて敬礼した。

　その横で、ガーニーとハサウェイも同じ姿勢をとる。

　彼らは皆、長年にわたってベリアルの下で、特殊作戦に携わってきた者たちだ。

　後方攪かく乱らん、情報操作、破壊工作。

　なんでも来いの、汚れ仕事の専門家である。

　ベリアルが一々指示を与えるまでもなく、自分のやるべきことは、ちゃんと心得ている。

　ベリアルが軽くうなずいてみせると、三人は、それぞれ、急ぎ足で部屋を出て行った。

　その場に残った者たちには、帝国軍内部に〈貧血王〉謀反の噂を流すように言って、ベリアルは解散を命じた。

　すでに夕刻が近い。

　空は茜あかね色に染まっている。

　人気のなくなった部屋で、ひとり考え事をするベリアル。

　ひどく孤独な印象だ。

　その時、ドアに遠慮がちなノックの音が聞こえた。

　入ってきたのはハイシンガーである。

　手に、一枚の書類を持っている。

「少佐」

「ん？」

「〈貧血王〉配下の有力な武将たちのリストです。必要だろうと思いまして」

「うん」

「印のついているのは血縁者ですが、他は、話の持っていきようによっては、十分に寝返る可能性もある連中です。何人かを内応させることができれば、それだけ早く戦いを終わらせられます」

　ハイシンガーの考えていることは、わかった。

　誰でも、自分の故郷が火の海になるところは、見たくないものだ。

「いいだろう。人選は、お前にまかせる。──反乱軍として討伐されるか、逆賊を討って恩賞にありつくか。道は二つに一つだと言ってやるんだな」

「そうします」

　用件はそれで終わった筈だったが、ハイシンガーは、すぐに立ち去ろうとしなかった。

　言おうか言うまいか、迷っている風だ。

「どうした？」

　ベリアルが水を向けると、ハイシンガーは、やっとその重い口を開いて、

「汚れ仕事ばかりやってきて、今さら、こんなことを言うのはなんですが……。どうも、今度のことは、あまり感心できません」

　ベリアルは、ハイシンガーの、無骨だが、人の好よさそうな顔を、黙って見あげた。

　ハイシンガーは、直立不動のまま、慎重に言葉を選びながら、言った。

「すいません。自分は口下手なもので。お気を悪くされたのなら謝ります。──ただ、少佐に、知っておいてもらいたかったのです。情報部の人間が、どう思っているか。何を考えて、危険で厄介な仕事に取り組んでいるか。──情報部は常にレステス卿の下で活動してきましたが、我々は、誰一人、〈陰険王〉のために働いているとは思っていません。少佐の命令だから、皆、喜んで従っているのです。──つまり」

　ハイシンガーは、唇を舐なめた。

　うまい言葉が見つからないようだった。

　不器用に肩をすくめて、ハイシンガーは、言った。

「つまり、我々は、少佐を尊敬しています」

「覚えておこう」

　と、ベリアルは、言った。

　ハイシンガーは、まだ何か言いたげな顔つきをしていたが、ベリアルは許さなかった。

　今までの発言だけでも、軍法会議で有罪を宣告されるに十分な資格がある。

　ハイシンガーは、ベリアルが最も信頼している部下の一人だった。

　その部下の口から、それ以上のことを言わせるわけにはいかなかった。

『我々は、〈陰険王〉のためではなく、少佐のために働いているのです』

　それは、言葉を換えると、ベリアルが命じれば、クーデターも辞さないということになる。

〈陰険王〉の耳に入れば、それだけで、銃殺は免れない。

　下手をすれば、一族郎党皆殺しである。

　そんな場面に、ベリアルは、何度も立ち会ってきたのだ。

　迂う闊かつな言動は、死に直結する。

　ベリアルは、厳しい口調で、仕事に戻るようハイシンガーに命じた。

　ハイシンガーは、飼い主に叱しかられた仔こ犬いぬのような哀かなしげな目をして、ベリアルを見つめた。

　肩を丸めて、すごすごと出て行く大男の背中に、ベリアルはつい声をかけた。

「ハイシンガー」

「はっ？」

「正直に言って、お前たちの気持ちは嬉しい。だが、他では絶対に口にするな。そのことを肝に銘じておけ」

「はっ。わかりました。少佐」

　ハイシンガーは、大きな笑顔を作ると、見事な敬礼を決めて、勇躍、仕事に戻って行った。

　事は急を要する。

　征伐されることがわかれば、〈貧血王〉側も、防備を固めるだろう。

　ただでさえ堅城として名高いナムマットだ。

　戦いが長びけば、帝国内部にも動揺が広がる。〈貧血王〉に味方する勢力が、現われないとも限らない。

　現在、執政として帝国の実権を握っているのは、たしかにキリー・レステスだが、その権力基盤が、外見よりはるかにもろいものであることを、ベリアルはよく心得ていた。

　内戦から帝国分裂という、最悪の事態シナリオとなった時、もう一度、この巨大な帝国を、ひとつにまとめあげる能力ちからが、果してキリーにあるだろうか？

　陰険さと、計算高いことでは右に出る者のないキリーだが、一国を興すには、それ以上の何かが必要だ。亡き〈無謀王〉に象徴される、カリスマ的な蛮勇である。

　さらに、個人的な理由を言えば、今、キリーに失脚してもらっては、ベリアルとしても都合が悪いのだ。帝国内で、情報部がキリーと同一視されている以上、〈陰険王〉の失脚は、即ち、情報部の解体をも意味するからだ。（でも、トロルキン博士だけは失脚しないような気がする。）

　今回の〈貧血王〉との戦いが、キリーの勝利に終わることは、わかっている。

　その点については、ベリアルは、少しも疑っていなかった。

　問題となるのは、どんな勝ち方をするかだ。

　帝国内の各王家に対するキリーの威信は、それによって、上がりもすれば下がりもする。

　当然、戦いの長期化は、大きなマイナス要素だ。

　迅速、かつ完全無欠な勝利。

　キリーにとって、そしてまたベリアルにとっても、今、必要なものはそれだ。
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　ハイシンガーたちは、その日のうちに装備を調え、目立たぬよう少数のグループに分かれて、アルタームを出発した。

　ある者は商人に、ある者は巡礼に、またある者は隠退した越えち後ごの縮ちり緬めん問屋に姿を変え、それぞれ別のルートでナムマットに向かう。

　栄光とは無縁な闘い。

　それが、情報部の仕事だ。

　どんなに華々しい成果を挙げようと、凱がい旋せんパレードがあるわけではなく、祝勝会に席を与えられることもない。

　万一、敵方の手に捕えられたら、待っているのは、スパイに対する苛か酷こくな扱いと、問答無用の銃殺刑だ。

　はっきり言って、割に合う仕事ではない。

　しかし、そういう仕事と知っていながら、それでも、進んで生命いのちを賭かけようという男たちがいる。

（俺おれは、いい部下を持った）

　珍しく、ベリアルが、しみじみしていると、不意に。

　耳の穴から手をつっこんで、脳ミソをわしづかみにされるような、得体の知れない衝撃が、ベリアルの全身を貫いて走った。

「ぎゃっ」

　と叫んで、ベリアルは四し肢しを硬直させた。

　それは、三度くり返してベリアルを襲い、また唐突に止やんだ。

　キリーが、どこかで犬笛を吹いたのである。

　ベリアルの叫び声を聞きつけたのだろう。別室に控えているお付きの下士官が、あわてて飛んで来て、訊ねた。

「少佐。どうなさいました」

「いや。なんでもない」

　肩で息をしながら、ベリアルは、かろうじて手を振ってみせた。

「お顔の色がすぐれませんが、トロルキン博士を呼びましょうか？」

「呼ぶな!!」

　と、ベリアルは言った。

　呼べば、トロルキンのことだ。喜んで、ベリアルの頭にヴォリュームつまみをくっつけるに違いない。

「絶対に呼ぶんじゃないぞ。私は、大丈夫だ」

「はあ……」

　下士官は、脂汗が浮かんだベリアルの顔を、少し不安げに眺めながら、うなずいた。

　ベリアルは、机に両手をついて、体を引き起こした。

　足元が、ふらついている。

「どちらへ？」

　下士官が、行き先を訊ねた。

　ベリアルは、言った。

「〈陰険王〉閣下が、お呼びだ。ちょっと行ってくる」

「はっ。──しかし、こんな夜中にですか？」

「そうだ。どうやら、また新しい小話を思いつかれたらしい」

「ご苦労様です」

　下士官の声には、深い同情の響きがあった。

　ベリアルとキリーの間の取り決めでは、笛を一回吹けば、『用アリ』。二回が『危機アリ』。そして、三回吹けば、それは『小話アリ』を意味するものと、定められていたのだ。

　ベリアルは、下士官の手から帽子とマントを受け取りながら、言った。

「ハイシンガーたちが、ナムマットに入るのは、いつ頃になる？」

「遅くとも五日後には」

「よし。それに合わせて、私も現地に飛ぶ」

「しかし、少佐。トロルキン博士が」

「なんだ？」

「はあ、あの、新しくつけ加えられた機能が、生体となじむまでは、激しい運動は、なるべく避けるようにと……」

「それが、どうした」

　機嫌の悪いライオンみたいな声で、ベリアルは唸うなった。

　──ここにいるよりは、戦場の方が百倍もましだ。

「デトロイトを指揮して行く。──整備の者に、そう伝えておけ」

「わ、わかりました。必ず伝えます」

　敬礼に送られて、情報部の建物を出たベリアルは、満天の星空をあおいで、ため息をついた。

　ベリアルは、昔、読んだことのある『西遊記』という物語を思い出していた。

　そして、猿に同情した。
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　同じ頃。

　ナムマットへ向かった、ベリアルの部下たちは、道端で小休止をとりながら、

「少佐も、気の毒に」

「まったくだ」

「あーゆー上司を持つとなー」

「出世しなくて良かったと、最近、つくづく思うね」

「負けおしみ」

「本気さ」

「せめて、これ以上、少佐の機械の部分が増えないよう、俺たちが、がんばらないとな」

「そーそー」

　上司には、決して恵まれているとは言えないベリアルだが、意外にも、部下の信望は厚い。その理由のひとつは、どうも、このあたりにあるようだった。（うんうん。いい話じゃないか。）
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　日ならずして、ハイシンガーたちはナムマットに入り、謀略活動を開始した。

　床屋でニセ情報をバラまき、酒場では敵将を籠ろう絡らくし、城の重要な防衛施設に侵入して、これを無力化する。

　また、一方。

　帝都アルタームにおいても、〈軟弱王〉トロイ・ヴァルマーの名による〈貧血王〉討伐の大号令が発せられ、あわただしく出陣の準備が始まった。もちろん、その裏に、キリーの政治的策謀があったことは、言うまでもない。

　三月吉日。

〈陰険王〉キリー・レステス麾き下かの機動部隊を中心とした、十万の帝国軍は、いったん東進して、アクラブの平原に集結。

　軍容を整えた後に、進路を北にとり、ナムマットを目指した。

　途中、〈略奪王〉ノエル、〈忘却王〉ゲーレンらの軍勢を加えながら北上を続けた帝国軍は、国くに境ざかいの要路に置かれた砦とりでの守備隊を、たちまち殲せん滅めつし、敵領土になだれ込んだ。

　この時に立ち到いたってもなお、〈貧血王〉は、帝国軍の動きに、全く気づいていなかった。

　ハイシンガーたちの巧妙なディスインフォメイションによって、守備隊の大部分は、北辺に移動しており、さらに、ガーニー、ハサウェイが率いる別動隊の手で通信網を切断されていた砦の多くは、互いの連絡もとれず、各個に帝国軍と戦って、次々と粉砕されていった。

〈貧血王〉が、この急変を知った時には、すでに帝国軍は、ナムマットの目と鼻の先にまで迫っていた。

「おのれ、キリー・レステス」

　後のちに、生き残った側近が伝えた話によると、〈貧血王〉ブルーノ・ラムゼーは、目をカッと見開いて立ちあがり、ひと声わめくや、そのまま後ろに倒れてしまったという。貧血を起こしたのだ。

　この時、〈貧血王〉のまわりには、十数名の重臣たちが居並んでいた筈だが、彼らは、降伏か籠ろう城じようかの言い争いに忙しく、誰一人、王を助け起こそうとしなかったというのだから、城内の混乱のほどが窺うかがえる。

　やがて、自分で勝手に起きあがった〈貧血王〉は、重臣たちを一喝して籠城戦を指示。さらに、隣国の〈偏屈王〉に、救援を求める使者を立てるよう、側近に命じた。

「しかし、殿。城外の軍勢には、〈偏屈王〉の旗印も見えておりますが」

「あんなものは、キリーのハッタリだ。九王家全すべての軍勢が、奴に従っているように見せかけているだけだ」

「そうでしょうか」

「キリーの考えそうなことよ」

〈貧血王〉は、鼻先で嘲せせら笑わらった。〈貧血王〉の、この洞察は、実は正しかったのだが、重臣たちの中に信じる者は少なかったようだ。

「皆、よく聞け。──この城は簡単には落ちん。武器や食糧も、たっぷりある。いざとなれば、一年でも二年でも戦えるのだ。しかし、奴らは違う。奴らは遠征軍だ。長く本国を留守にしておくことはできん。守りを固めよ。なんとしても持ちこたえるのだ。ここで我々ががんばっていれば、いずれ、奴らの軍は内部から崩壊する。その機会ときを待って、一気に討って出れば、勝利は間違いない。──いいか、者ども。これは、天の与えてくれた好機と思え。虎とらの威を借る狐きつね、〈陰険王〉の手から、帝国の実権を奪い取るのだ!!」

　演説が終わると、拍手と喊かん声せいが湧わき起こった。

　しかし、そのどちらも、あまり長続きはしなかった。

　爆発音だ。

　それも、ごく近い。

「申し上げます!!」

　血だらけの恰かつ好こうをした伝令兵が、駆け込んできた。

　言った。

「何者かが、城の食糧庫に火を放ちました」

「なんだと」

〈貧血王〉の顔から、一瞬にして、血の気が消え失うせた。

　伝令兵は、次々と駆け込んでくる。

「南の楼門に、敵主力が接近中。守備隊との通信が途絶えました」

「搦からめ手てより機動兵器。至急、援軍を!!」

「対空砲座が全く機能しません」

「内門の守備にあたっていた部隊が、敵に寝返りました」

「武器庫で火災!!　手がつけられません」

「敵兵は城内に入りました」

「そこら中、敵だらけです」

　やがて、決定的な報告が届く。

「〈充血王〉ヴィンセント・ラムゼー様。討ち死になさいました!!」

「なに。弟が……？」

「立派な御最期でした。──これを殿にと申されまして」

　伝令兵が一振りの短刀を差し出した。

　弟の形見を手にとった〈貧血王〉は、『うーん』と言って、後ろに倒れた。

〈貧血王〉は、それっきり起きなかった。
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　帝国軍がアルタームを出て、ちょうど一週間。

　天下の堅城と嘔うたわれた要よう塞さい都市ナムマットは、こうして落城した。

　攻撃側の損害は軽微なものであった。

　その日の午後には、〈陰険王〉キリーも、儀ぎ仗じよう兵に囲まれて、堂々とナムマットに入城し、残った住民たちに、新しい支配者の姿を、強く印象づけた。

　戦火の跡も生々しい大広間に落ち着くと、キリーは、現地の役人の中から主だった者数十名を呼び出した。そして、ナムマットが今日から帝国の直轄地となること、本年度の税金は免除すること、人心の掌握に努めるならば、今まで通りの地位を保障することなどを申し渡した。役人たちは、喜んで〈陰険王〉キリーに忠誠を誓った。

　こういう実務的なことになると、キリーは俄が然ぜん、才能を発揮するのだ。

　続いて、キリーは、城の酒倉を開かせ、祝勝の宴を張った。酒は住民にもふるまわれた。無礼講である。キリーは、無礼講が、あまり得意ではなかった。酒が飲めないのだ。

　かつて、祝勝会があるたびに、酔っぱらった〈無謀王〉から隠し芸を強要され、何度、赤恥をかいたことだろう。

『となりの空地に塀ができたってねえ』

『ブロック』

　これは、ウケなかった。

『コアラのお父さんが言いました』

『こあらっ』

　これも、ウケなかった。

『ぶーん』

『五月蠅うるさいっ』

『ハエ』

　まったく、ウケなかった。

　あれも、これも、それも、どれも、みんなウケなかった。

〈無謀王〉は、言ったものだ。

『おまいの小話を聞いてると、めまいがしてくる』

『そうですか』

『何か、ひじょ～～に、虚むなしいものを感じる』

『すいません』

　しかし、その〈無謀王〉は、とうに、この世の人ではない。

『キリー殿の小話を、爆弾に詰めて落としたら如何いかがかな？　きっと、強力な兵器になりますぞ。わははは』

　そう言って嘲あざ笑わらった〈貧血王〉も、死んだ。

　これらの事実は、いったい何を暗示しているのか？

　実は、何も暗示していないのだが、キリーは、無理矢理に、ひとつの結論を導き出した。

　──私の小話を馬鹿にする者は滅ぶ。

　これが、その結論である。（なお、この件に関して、作者は、一切、責任を負うつもりはないことを、前もってお断わりしておく。）

　キリーは、ドンチャン騒ぎの続く宴会を見回して、『よし』とうなずいた。

　ほとんど口をつけないであった、目の前の玉ぎよく盃はいを取りあげ、これを一気に飲み干した。

　皆、一種異様な雰囲気を感じとったのだろう。

　沈黙が波紋のように広がっていき、やがて、全員の視線がキリーに集中した。

　いかつい顔をした配下の将軍も、他家から派遣されてきた客将も、それぞれ、盃さかずきを取る手を止め、固かた唾ずを吞のんで、キリーを見つめている。

　ゆらり。

　と、キリーが立ちあがった。

　目つきが尋常ではない。

　誰もが、背すじに寒気を覚えた。

　惨劇が、宴会場を襲ったのは、まさに、その直後である。

　キリーが小話を始めたのだ。
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　帝国軍の士気は、大いに盛り下がった。（ナムマット陥落の翌月、帝都アルタームにおいて行なわれた凱旋パレードは、まるで葬式行列を見るようだったと、後の歴史は伝えている。）
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「ところで、ベリアルの奴は、どこへ行ったんだ？」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの祝勝会が終わり、明けて次の日の朝である。

　モーレツな頭痛と共に目め醒ざめた〈陰険王〉キリーは、この不愉快な気分を、ぜひ可愛かわいい部下にも共有させてやりたいと思い、例の犬笛を吹き鳴らした。

『用アリ』

　しかし、ベリアルは現われなかった。

　キリーは、笛を二回吹いた。

『危機アリ』

　やはり、ベリアルは現われない。

　三回吹いた。

『小話あり』

　結果は同じであった。

　キリーは、顔を真っ赤にして、やけくそみたいに犬笛を吹きまくった。

　ついには、酸欠状態で、気が遠くなってきたが、それでも、ベリアルは姿を見せなかった。

　キリーは、当番兵に命じて、ベリアルを呼びに行かせることにした。

　小一時間ほど待たされて、やって来たのは、ベリアルではなく、ハイシンガーだった。

　アンダーカバー用の、汚れた私服姿のままで現われたハイシンガーは、あわただしく敬礼して、言った。

「こんな恰好で失礼します。実は……」

「待て。お前は、たしかベリアルの部下の」

「はっ。軍情報部第二課所属、ハイシンガー大尉であります」

「どうして、お前がここにいる？　ベリアルは、どうした？」

「少佐は、行方不明です」

「……なんだと？」

「少佐が、行方不明なんです」

　そうくり返すハイシンガーの口調は、ひどく切迫していた。

　キリーは、椅い子すの背もたれに、ゆったりと体をあずけながら、ハイシンガーを斜めに見て、言った。

「ほんとか？」

「は？」

「耳栓をして、どっかでサボってるんじゃないのか？」

「それは、あんまりなお言葉。少佐は、そのようなお方ではありません!!」

「ほーお？」

「デトロイト（機動強襲を目的として、情報部が独自に編制した、空くう挺ていコマンド部隊）のパイロット数名が、目撃しております。──その者たちの報告によりますと、少佐の乗機は、残敵掃討のため出撃した直後、城外山中に潜んでいた〈貧血王〉軍のクフィールと遭遇。これと交戦中に、突如、コントロールを失い、裏山に墜落したとのことです」

「コントロールを……失った？」

「そのように見えたそうです」

「それは、いつのことだ？」

「一時間ほど前になりますが」

「なるほど……」

「何か、お心あたりでも？」

「いや。そ、そんなことはないぞ」

　キリーは即座に否定した。

　もちろん、キリーには心あたりが、あった。

　ベリアルほどの者が、コロナ以外の相手に不覚をとったとすれば、考えられる理由は、ひとつしかない。

　キリーは、机の上に置きっぱなしになっている犬笛に、ちらと視線を走らせた。ハイシンガーは気づいていないようだ。

「まあ、その、なんだ……」

　キリーは、ハイシンガーの目から隠すようにして、犬笛を素早く掌ての中に握り込んだ。そして、何食わぬ顔を装いながら、言った。

「そういうことなら、一刻も早く、救出の手配をせんといかんな、うん。少佐は、失うには惜しい人材だ」

「それでしたら、ガーニー中尉のサポート・チームが、すでに捜索にあたっております」

「あ、そー。そりゃ良かった」

　キリーは、落ち着かなげに、うなずいてみせた。

　どうも、ハイシンガーの真っすぐな視線の中に、非難の色があるような気がしてしょうがないのだ。

　その時。

　ハイシンガー宛あてのメッセージを携たずさえた当番兵が、急ぎ足に入ってきた。

　それは、事故機発見を知らせるものだった。
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　ベリアルの乗機（迷彩塗装されたラリアントⅡ型）は、峻しゆん険けんな山の斜面に、頭からめり込む形で墜落していた。

　損傷が激しい。

　まるで、巨大なハエ叩たたきに一撃されたような感じだ。

　現場付近は、広い範囲にわたって木がなぎ倒され、ラリアントの部品が散乱している。そして、あたり一面に、焦げくさい匂においが立ちこめていた。

　キリーの専用ヘリに便乗して、現場入りしたハイシンガーは、真っ先に、ラリアントのコクピットを覗のぞいてみた。

　座席は射出されている。

　緊急脱出装置が作動したらしい。

　とりあえず、ハイシンガーは、胸をなでおろした。

　一方、キリーはと言うと、物珍しげに、あたりの景観に見入っている。それでもって、時々（ハイシンガーには内緒で）、犬笛を三回吹いてみたりもしている。

　はっきり言って、あまり心配している様子ではない。

　この程度のことで、ベリアルが死ぬ筈がないと、たかをくくっているのだ。

　ハイシンガーは、フライト・レコーダー類の回収作業をしている技術将校の一人に、射エジエ出クト座・シ席ートの行方を訊ねた。

「まだ発見されてません」

　というのが、その答えだった。

　地形が悪いことも手伝って、射出座席は、なかなか見つからなかった。

　日没と共に、作業は中止された。

　射出座席が見つかったのは、翌日の、午後も遅くなってからのことだ。

　墜落現場から二キロも離れた谷底に、それは、ころがっていた。

　岩肌に当たって出来た傷が、あちこちについている。

　シートの頭の部分に、血けつ痕こんも見られた。

　しかし、ベリアルの姿はなかった。

　座席の下には、三日分の携帯食料や小型の発信機などを納めた、エマージェンシー・パックが入っているのだが、不思議なことに、それらは手つかずのまま残っている。

　遭難した時には、その場を動かず救助を待つように、軍のマニュアルは教えている。そのことを、ベリアルも十分に心得ていた筈だ。友軍も近くにいた。

　ならば、なぜ動いたのか？

　──少佐の身に何か起こったにちがいない。

　ハイシンガーは、直感した。

　ナムマットが陥おちたとは言え、この周辺には、〈貧血王〉軍の残党が、数多く逃げ込んでいる筈だ。その大部分は、抵抗する気力も持たない敗残兵にすぎないが、中には、昨日のような例外もいて、ゲリラ戦を仕掛けてきたりする。決して、安心のできる段階ではない。だからこそ、キリーも、未だナムマットに留とどまり、遠征軍の各部隊が近隣の村々を巡って、鎮ちん撫ぶに努めているのだ。ベリアルの事故は、まさに、そういう戦後処理の最中に起きたのである。

　ハイシンガーは、投入できる全ての人員を割いて、ベリアルの捜索にあたらせた。

　一日。また一日。

　戻ってくるのは、否定的な報告ばかりだ。

　ナムマット市庁にあって、内政問題の処理に忙しいキリーも、少しは責任を感じているらしい。窓ごしに見える山並みに向かって、日に何度か犬笛を吹き鳴らし、そのあと、しばらくぼんやりしていることが多くなった。

『ベリアルちゃん。もう怒ってないから、帰ってきなさい。キリー』

　ますこみ族が、遺伝子の命ずるまま、意味もなく発行している新聞の尋ね人欄に、こんな広告が載ったのも、ちょうど、その頃だ。

　やがて、トロルキン博士も、アルタームから駆けつけてきた。

　博士にとって、ベリアルは、大事な作品である。

　ここまで育ててきたのも、『いつかは、立派な巨大ロボットに』と思えばこそだ。親心だ。

　ハイシンガーの口から、おおよその成り行きを聞いただけで、事の真相を見抜いたトロルキン〈親心〉博士は、こう言って嘆息した。

「こんなことなら、無理矢理にでも、ヴォリュームつまみを付けておくんだった!!」
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　親の心子知らず。

　人々の心配をよそに、中途半端な改造人間──ベリアルは、いったい、どこで何をしていたのか？

　お答えしよう。

　彼は、山やま間あいの小さな村で、幸せに暮らしていたのである。

　幸せ。──ベリアルには、決して似合わない言葉だった筈だ。

　何が彼をそうさせたのか？

　ベリアルの悲劇性は、常に、その絶妙なタイミングの悪さに起因している。

　ナムマット陥落の翌朝にも、同じことが起こった。

　敵クフィールとのＡＣＭ（エア・コンバット・マニューバリング＝空戦機動）に突入した直後である。ナムマットでキリーが犬笛を吹き、ベリアルは（例によって）脳ミソをわしづかみにされたのだ。

　ベリアルが『ぎゃっ』と叫ぶ。

　その瞬間。

　右腕の制御系に、本人の意志とは関係の無い過電流が流れた。

　一秒の何千分の一という、ほんのわずかな時間である。

　しかし、大出力を誇るベリアルのパワー・アシスト・アームが、ラリアントの集コレ中クテ制イブ御・レ桿バーをへし折るには、それで十分だった。

　コクピット内の、全ての警告灯が、いっせいに点灯した。

　ヘッドセットのレシーバーからは、絶え間の無い警告音。

　モニターに映る山腹が、みるみる迫ってくる。

　脳ミソさえ、わしづかみにされていなければ、ベリアルが、最後の瞬間まで冷静さを失うこともなかっただろう。

　緊急脱出装置は正常に働いた。

　射出ガンが轟ごう然ぜんと吠ほえ、座席をパイロットごと、空中高く打ち上げる。ベリアルの場合は、これが、空中低く打ち上がってしまった。──方向が悪かったのだ。タイミングも悪かった。おまけに運も悪い。つまり、何もかも悪かった。（←少し投げやり）

　ベリアルを載せた座席は、細い谷間を、左右それぞれの岩肌に激突しながら、ジグザグにすっ飛んで行った。こういう経験は貴重である。人生で、そう何度も出来ることではないからだ。

　ベリアルは、最初の激突で気が遠くなり、二度目は耐え、三度目で完全に意識を失った。このことでベリアルを責めてはいけない。生身の人間ならば、優に三十回は死ねるほどのダメージを受けたのだから。
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　どれくらいの時間がたったのだろう？

　ベリアルは、全く唐突に、自分がベッドに寝かされていることに気づいた。ベッドは、洗いたてのシーツの匂いがした。

　聴覚のデシベルを上げると、ごく近い距離に四つの心音が聞こえた。一つは、ベリアル自身の心臓の音だ。音は、壁ではね返る。それによって、部屋のだいたいの大きさが推測できた。しかし、自分に、なぜそんなことができるのかは、わからなかった。

　目を開くと、太い梁はりがむき出しになった天井が見えた。どこかの田舎いなか家のようだ。

　頰に、何か生暖かいものが触れた。

　人の好さそうな顔をした大きな犬が、ベリアルの顔を舐めていたのだ。

「おや。目が醒さめたかな？」

　ヒゲ面の爺じいさんが、ベリアルを覗き込んで、おだやかに微笑わらった。

　──犬は飼い主に似るって言うが、ほんとうだな。

　と、ベリアルは思った。

　ベリアルは、主に打撲から来る全身の痛みを敢然と無視して、ベッドの上に体を起こした。

「ここは……？」

「ナーダムという村だよ。──あんたは、谷川の岩にひっかかってたんだ。最初は、流木かと思ったよ。はっは。どこか上流の方で、足でも滑らしたのかい？」

（谷川……）

　ベリアルは、眉まゆをひそめた。

　そんな記憶はなかった。

　無意識のうちに山中をふらふら歩いて、川に落ちたということだろうか？

　思い出そうとすると、頭痛がした。

　その時。

　ベリアルは、爺さんの体の陰に隠れるようにして、こっちを見つめている女の子の視線に気づいた。四番目の心音の持ち主だ。

　ふわふわの金髪に鳶とび色の瞳ひとみ。年齢は七つか八つくらいだろう。小作りな可愛らしい顔立ちで、ありがたいことに、犬には似ていなかった。

　ベリアルと目が合うと、含羞はにかんで、爺さんの背中に隠れた。

　しかし、すぐにまた顔を覗かせ、ベリアルを熱心に見つめ始める。村の外から来た人間を見るのは、初めてらしかった。

　爺さんは、女の子の頭に掌を載せると、金髪をくしゃっとかきまぜて、言った。

「これは、わしの孫娘セーラだ。一昨年の流行はやり病で両親を亡くしてね、うちで引き取って育てている。実のところ、あんたを川で見つけたのは、この娘こなんだ」

「…………」

　ベリアルは、無言でうなずいてみせた。

　こういう場面で、『へー、そりゃ、ありがとー。可愛いねー。お嬢ちゃん、何歳いくつ？』なんてことが言えるほど、器用な男ではないのである。だから、真面目な顔でうなずいてみせることによって、少女への感謝を表わしたのだ。子供は、こういうことには敏感である。

　セーラは、ちょっと照れ臭そうに、そして、少しだけ得意そうに、にこっとしてみせた。

　えくぼが、たいそう可愛らしかった。

　爺さんが、言った。

「セーラ。お客さんに、ミルクを温めて来てあげなさい」

「はい。お爺ちゃん」

　コンクールで花丸がもらえそうな、いいお返事だ。

　駆け出したセーラのあとに、犬が続く。

　その様子は、まるで、彼女を守護する騎士ナイトのようだった。

「まあ、なんにせよ、あんたは運が良かった。あの川は、流れが早い上に、水温が低くて、落ちて助かった者は、あまりおらん」

　爺さんは、ベリアルに右手を差し出しながら、言った。

「わしは、リッグス。──体が治るまで、ゆっくりしていってくれ。孫も喜ぶ」

　ベリアルは、他人から純粋に好意を示されることに、馴れていなかった。

　反応が遅れたのは、そのせいだ。

　ややあって、ベリアルは、半ばとまどいを覚えながら、差し出されたリッグスの右手を握り返した。

「感謝する」

「なーに」

「私は、ベリアル。私は……」

　と、そこまで言って、ベリアルは、言葉に詰まった。

　その先のセリフが出てこないのだ。

「私は……」

　ベリアルの顔に、途方にくれたような表情が浮かぶ。

（私は、誰だ？）

　リッグスは、そんなベリアルの様子を見て、『これは、何か他人ひとに言えない事情があるのだろう』ぐらいに思ったようだ。

　訳知り顔にうなずきながら、ベリアルの肩を叩いて、

「さあさあ。今は、とにかく、養生する方が先だ。──わしは、ちっと羊の様子を見てくるけど、セーラを残しておくから、何か食べたくなったら、いつでもそう言ってやってくれ。もっとも、あまりたいしたものはないがね」

　リッグスが破顔する。

　そこへ、セーラが犬と戻ってきた。

　セーラは、両手でお盆を捧ささげ、そろそろと慎重に足を運んでいる。おそろしく真剣な目つきだ。お盆の上に置かれたマグカップには、あたたかいミルクが、今にもこぼれそうなほど注がれていた。

　セーラは、やっとのことで運んできたお盆を、ベッドの横のテーブルに降ろし、ほうっと小さなため息をついた。

　ミルクは一滴もこぼれていない。

　セーラは、そのことに大いに満足したらしい。うれしそうに微笑ほほえむと、同意を求めるような目で、ベリアルを見あげた。

（うっ）

　ベリアルは、進退きわまった。

　何度も言うようだが、ベリアルは、こういうことには馴れていないのだ。

　ベリアルは、堅苦しい笑顔を作ると、ぎこちなくうなずいて、言った。

「感謝する」

　それに応えるみたいに、犬がワンと吠えた。そして、ベリアルの顔を舐め始めた。

　セーラが声をたてて笑った。

　こうして、（記憶を失なくした）ベリアルは、リッグス一家の一員として迎えられたのである。
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　一週間は、あっという間に、すぎ去った。

　セーラは、すっかりベリアルに懐なついて、ベリアルの行く所なら、どこへでもくっついてきた。もちろん、犬（名前はコロ）も一緒だ。

　ナーダムは、戸数五十戸あまりの、ほんとに小さな村で、人々は羊を飼い、わずかな畑を耕して生活している。

　一瞬も気の休まる時のない生活を、長く続けてきたベリアルにとって、静かで、のんびりとした村の暮らしは、天国のように思えた。

　昼は、リッグスの畑仕事を手伝い、夜は、三人でひとつのテーブルを囲んで、食事を摂とる。時に、セーラに『お話』をせがまれ、閉口することもあったが、ベリアルは、おおむね幸せだった。

　このまま記憶が戻らなくても構わないと思うこともあった。

　一生を、この村で生活する。

　そんな考えが、日一日と魅力的に思えてくる。

　ただ、時々、ベリアルを不安にさせるのは、どこか遠い空の彼方かなたから聞こえてきて、脳ミソをわしづかみにする、笛の音の存在だった。

　それは、忌わしい記憶の扉を開けようとする音だ。

　荒野へ帰れと、ベリアルを呼ぶ声だ。

　こんな生活が、いつまでも続く筈がないという、悪魔の囁ささやきだ。

　やがて外界から隔絶したこの村にも、ナムマットでの戦いの噂が伝わってきた。

〈貧血王〉は倒され、あちこちの村で、帝国軍による残党狩りが行なわれているという噂だ。

　その頃には、ナーダムの村人たちは、皆、ベリアルのことを、逃亡してきた〈貧血王〉軍の将校だと考え、秘ひそかな同情を寄せていた。だから、噂を持ってきた村人も、ベリアルを安心させようと思ったのだろう。

「なーに。帝国軍だって、こんな山奥までは来やしねーさ」

　そう言って、噂を自ら笑い飛ばしてみせた。

　ベリアルは、一緒に笑うことができなかった。
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　その日。

　ベリアルは、村を見おろす丘の上の畑で、いつものように鍬くわを振るっていた。

　夕方が近かった。

　ベリアルの右腕に秘められたパワーは、畑をみるみるうちに耕して行く。

「ベリアルのおじちゃん」

　近くでコロと遊んでいたセーラが、力いっぱい走ってきて、ベリアルの腕の中に飛び込んだ。

「お爺ちゃんが、今日は、もう終わりにしようって」

「了解」

　と、ベリアルは答えた。

　その軍人口調がおかしくてたまらないらしい。

　セーラは、くすくす笑った。

　ベリアルは、セーラを肩車すると、鍬をぶらさげ、ゆっくりと歩き始めた。

　セーラの他愛のないお喋しやべり（夜になったら、影はどこへ行くの？　ドーナツを食べたら、穴はどこへ行くの？　星は昼間、何をしてるの？　あたし、花で首飾り編んだんだよ。ベリアルのおじちゃん、あたしのこと好き？　どれくらい好き？　大きくなったら、お嫁さんにしてくれる？　鬼が笑うって、どういう意味？　鬼って本当にいるの？　鬼に笑われると、恥ずかしい？　おじちゃん、笑われたことある？）に、いちいち律儀につきあってやりながら、ベリアルが、丘の中程まで来た時のことである。
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　ベリアルの特別製の耳が、まずその音を捕えた。

　続いて、特別製の眼が、その姿も捕える。

　装輪装甲車が三台。

　屋根の上にまで兵士を乗せて、ナーダムに向かっている。

「あれなーに？」

　ベリアルの頭の上で、セーラが、無邪気に訊ねた。

　今度は、ベリアルは質問に応えなかった。

　セーラを降ろして、短く言った。

「ここにいろ」

「あの人たち、悪い人なの？」

「わからん」

　ベリアルは、正直に言った。本当にわからないのだ。

　ただ、胸騒ぎがした。

　走り出そうとするベリアルを、セーラが呼び止めた。自分で編んだという、不細工な雛ひな菊ぎくの首飾りをベリアルの首にかけ、

「お守り」

　と、言った。

　ベリアルは、厳粛な顔で、うなずいた。

　そして、村へと急いだ。

　村では、すでに兵士たちが、やりたい放題のことを始めていた。

　近在の食いつめ者やゴロツキに軍服を着せただけの連中だ。

　帝国軍の中でも、最下級の兵士たちである。

　山賊や強盗より、百倍もたちが悪い。

「〈陰険王〉キリー閣下の御命令である!!」

　村の広場に、装甲車三台を並べ、その前に村人たちを集めた上で、一人の古参兵らしいのが、口を開いた。

「この村に、敗軍の残党が潜んでいるとの情報を得た。今から一軒一軒の家を調べる。隠しだてするとためにならんぞ。一人でも逆らう者がいれば、村を焼き払えとのお達しだ。──いいなっ!!」

　一から十まで大おお噓うそである。

　家を調べると称して、酒、食糧、金、果ては女まで、洗いざらいかっさらって行こうという魂胆なのだ。

　四十名ほどの兵士たちの中には、あきらかに軍籍にないとわかる者も、含まれていた。

　兵士たちは奇声をあげ、景気づけに銃を乱射しながら、手あたりしだいに村中を荒らしまわった。

　目ぼしいものが見つからないと、腹を立てて、家に火をつける奴までいた。

　リッグスの家も被害にあった。

　制止しようとしたリッグスは、逆に銃床の一撃を喰くらって、昏こん倒とうした。

「へっ」

　瘦やせて、目つきの悪い、その兵士は、腰のベルトから焼しよう夷い型手しゆ榴りゆう弾だんを外すと、何のためらいもなく、ピンを引き抜いた。

「あばよ、爺さん」

　そう言って、手榴弾を握った掌を開いた。

　レバーが飛び、手榴弾はまっすぐ下に落ちて、床にころがった。

　兵士は、大笑いしながら家を出た。

　出たところで、すごい力で突き飛ばされた。

　ベリアルだった。

　ベリアルは、兵士には目もくれず家の中に飛び込むと、手榴弾をつかんで、窓から投げ捨てた。

　フルパワーで投げられた手榴弾は、山の向うまで飛んで行って、爆発した。

　ベリアルは、リッグスの傍に膝ひざをつき、その顔を見つめた。

　心音は、乱れていない。

　気を失っているだけのようだ。

　ベリアルの聴覚は、外の兵士たちが、この家を取り囲むように近づいて来る音を捕えた。

　装甲車も移動している。

　しかし、それだけのことなら、ベリアルが顔色を変える筈がなかった。

　セーラの悲鳴が聞こえたのだ。

　心配のあまり、ベリアルの言ったことを忘れて、村に戻ってきたのだろう。

　コロが激しく吼ほえ立てている。

　すぐに銃声が轟とどろき、コロは静かになった。

　セーラの悲鳴は、泣き声に変わった。

　ベリアルの奥歯がギシッと鳴った。

　表情が凄すごみを帯びたものに変わっている。

　ベリアルは、立ちあがった。

　ドアを開け、表に出た。

　全ての銃口が、ベリアルに狙ねらいを定めていた。

　不細工な花の首飾りをかけ、右手に鍬を握りしめているベリアルを見て、兵士たちは、どう思っただろう？

　彼らの中に一人でも、ベリアルの顔を知っている者がいれば良かったのだが、残念ながら、あまりに下っ端すぎた。相手の実力も見抜けぬような連中なのだ。

　ベリアルは、目でセーラの姿を捜した。

　いた。

　動かないコロの頭を、何度も何度も、くり返して撫なでていた。

　例の古参兵が、馬鹿にしたような顔つきで、ベリアルに近寄ってきて、言った。

「貴様。ラムゼー家の残党だな？　まさか、ほんとにいるとはな。驚いたぜ」

　ベリアルは、セーラから古参兵へ、ゆっくりと視線を戻した。

　そして、言った。

「これから、もっと驚く」

「なんだと？」

「お前たちは、ここで死ぬんだからな」

「俺たちと、やろうってのか？　その鍬で？　──こいつは、大笑いだ」

　古参兵は、実際に笑ってみせた。

　すぐに、笑ってられる立場じゃないことに気がついたが、その時はもう手遅れだった。
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「そうか。手遅れだったか……」

　と、キリーが言った。

　場所は、ナムマット。元は〈貧血王〉の書斎だった部屋である。ここからの眺めが、キリーは気に入っていた。

　最後の報告にやってきたハイシンガーが、直立不動で控えている。今日は、軍服姿だ。

　キリーが、言った。

「まあ、仕方がないだろう」

「はっ、申し訳ありません。──我々が少佐の所在を知って、その村に駆けつけた時には、すでに部隊は全滅しており、少佐は我が軍の装輪装甲車をメチャメチャに耕している最中でした」

「ベリアルは、お前たちの顔も忘れていたのか？」

「残念ながら、完全なバーサク状態でしたので、硬直ガスを使用しました」

「なるほど」

「トロルキン博士の説明によりますと、新しくオプションした副電子脳に、最初から欠陥があったらしく……」

「なんだ。じゃあ、全部、あの爺いが悪いんじゃないか」

「はあ。そういうことになるかも知れません」

「それで。ベリアルは、今、どうしてる？」

「電子脳の部品を交換したので、記憶は戻る筈です。ただ、逆に、記憶を失っていた間の記憶は、消去されてしまうだろうと、博士は言ってますが」

「つまり、その、ナーダムとかいう村で起きたことは、きれいさっぱり忘れてしまうってことだな？」

「そうです」

「いいじゃないか。どうせ、たいした思い出があるわけでもないだろうし」

「だといいんですが……」

　ハイシンガーは、明確な返答を避け、口を濁した。

　鍬を振りあげた形のまま固まってしまったベリアルの体を、ナーダムから運び出したのは、ハイシンガーたちのチームである。

　彼らを乗せたヘリがナーダムを出発する時、最後まで手を振っていた金髪の女の子がいた。

　頭に包帯を巻いた老人が一緒だった。

　夕焼けの空をバックに立つ、その二人のシルエットが、ハイシンガーの脳裏には、今でも焼きついて離れないのだ。

　──あの二人は、記憶を失った少佐と、どんな関係だったのだろう？

　考え込む表情になったハイシンガーを、キリーは、ちらと横目で見た。

「大尉」

「はっ」

「報告することは、それで全部かね？」

「はっ。えー、少佐が任務に戻られるのは、二週間ほど先になるだろうとの、博士からの御伝言です」

「わかった。下がってよし」

「はっ」

　キリーの部屋を退出したあとで、ハイシンガーは、城の病院棟に、ベリアルを見舞った。

　ベリアルは、眠っていた。

　ハイシンガーは、足音を忍ばせて、枕まくら元もとに近づいた。

「ハイシンガーか」

　目を閉じたままで、ベリアルが言った。

「すみません。起こしてしまいましたか？」

「なに、新しい耳の調子を試していただけだ」

　ベリアルは、ベッドの上に半身を起こすと、言った。

「何も覚えちゃいないんだが、今回は、お前にも苦労をかけたらしいな」

「いえ。少佐が無事に帰って来られて、我々は、皆、心から喜んでおります」

「うん……」

　ベルアルは、正直にうなずいた。

　ハイシンガーも、別に何か特別な用件があって来たわけではない。

　なんとなく、あたりを見回したりしている。

　実際、何の飾り気もない、質素な病室である。

　扉の横に、帽子ポール掛けハンガーがポツンと一本立っているだけだ。

　ハイシンガーは、そこに、花で編んだ首飾りが掛かっているのを見つけ、ふと胸をつかれた。確かに、ナーダムで、ベリアルがしていたのと同じ物だ。
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　首飾りは、半ばしおれかけていた。

　ハイシンガーの視線に気がついたらしい。

　ベリアルが、照れ臭そうに、言った。

「似合わないと思ってるんだろう。俺も、そう思う。だけど、いつの間にか、あそこに掛かってたんだ。──妙な話だろ？　なんだか捨てる気になれなくてな。どうしてかな？」

「さあ、どうしてでしょうね」

　ハイシンガーは、そう答えるのが、精一杯だった。

　情報部の猛者もさが二人。

　しおれかけた花の首飾りを黙って見つめている。




　　　　＊




　長かったベリアルの日曜日が、こうして、終わった。







　次回の予告







　私の前に道はない。

　私の後に道は出来る。

　宿敵、コロナ・フレイヤー打倒に、出戻り女の血が燃える。

　次回、『荒野の七輪』。

　アルタミラのヒステリー・パワーが爆発する。

　パンタグリュエルの甲板で、くさやを焼くのは誰だ？


























七輪＝（物を煮るのに価七厘の炭で足りる意からという）焜炉の一。多くは土製。──広辞苑より

人がどかどか死に、美女がどんどん脱ぐ。男にとっては、実に生きがいのある場所。

私が書きたいのは、そーゆー世界だ。──火浦功大言壮語集〈その三〉より









　　　　１




『人生とは何か？』

　コロナ討伐軍の実質上の指揮官であり、ヴァルマー帝国の正式な後継者──トロイ〈軟弱王〉ヴァルマーの、最も頼りになる補佐役でもある、アルタミラ〈出戻り〉カーン。

　彼女は、決して哲学的なタイプではない。

　しかし、今のアルタミラならば、その問いに、いともやすやすと答えることができた筈はずだ。

『人生とは何か？』

　答えは二つ。

　ひとつは、コロナ・フレイヤーを見つけ出すこと。

　そして、もうひとつは、コロナ・フレイヤーの息の根を止めること、である。




　　　　＊




「コ・ロ・ナ・は、ど～～こ～～だ～～」

　子供を怯おびえさせるような声で、アルタミラが、言った。

　背景バツクで、おどろ線がとぐろを巻いている。

　ちょっと普通じゃない迫力だ。

　──浮遊戦せん闘とう母ぼ艦かんパンタグリュエル。

　ここは、そのブリーフィング・ルームである。

　討伐軍の、主だった将校連中が二十名ほど、一様に不景気な顔をして並んでいる。

　本国から遠く離れ、常に補給に問題を抱えている討伐軍だ。景気のいい顔ばかりもしていられない。まして、広大な辺境でのこと。コロナの行方もつかみにくいとなれば、なおさらである。

『こんなことなら、キリー閣下の方に、ついとくんだった』

　内心、そう思っている者も、なかには、いる筈だ。──いないとは言わせない。

　ただ、それを口に出せるほど命知らずの人間がいないというだけの話である。

　誰だって、アルタミラのおどろ線を見れば、そんなことは口にしない方が賢明だと思うだろう。実際のところ、三メートル以内に近づくのさえ、危険である。コロナのことで気が立っている時のアルタミラは、攻撃力が約十倍（当社比）にアップしているからだ。

「も、申し訳ありません。アルタミラ様」

　将校の一人──偵察隊の部隊長──が、直立不動の姿勢をとりながら、言った。

「全すべて、私の責任であります」

「貴様の責任？」

　アルタミラは、凄すごい目つきをしてみせた。歯医者の使うドリルみたいな感じのするやつだ。

　将校の顔面から、さっと血の気がひいた。

　その場に居合わせた全員が、次に来るべきものを正確に予測した。

　しかし。

　アルタミラは、案に相違して、意外なほど平静な声で、言った。

「下らんことを言うな。──電信柱が高いのも、郵便ポストが赤いのも、みんな貴様が一人で責任をとるつもりか？」

「え？　は。いえ……」

「コロナが見つからんのは、誰の責任でもない。誰かに責任をとってもらおうなどと、考えたこともない。──お前たちは、ベストを尽くしている。それは、私もよく知っている。だが、相手はあのコロナ・フレイヤーだ。ベストを尽くすだけでは足りん!!」

「はっ」

「困難は、十分に承知している。しかし、お前たちならできる!!」

「はっ」

「ひとつだけ、言っておいてやる」

「はっ」

「とにかく、見つけろ!!」

「は、はあ……」

「なんだ、その返事はっ!!」

「はっ。──と、とにかく、見つけます!!」

「よし。その意気だ」

　アルタミラは、かすかに笑顔を見せた。

　見つけるには顕けん微び鏡きようが必要なくらいの、ほんとに小さな微笑だったが、笑顔であることに違いはなかった。この笑顔を見たいがために、討伐軍の兵士たちは、たとえ給料が三ケ月遅配になっても、がんばっているのだ。

　と、その時である。

「？」

　アルタミラの表情が変化した。

　どう変化したのか？

　有あり態ていに言えば、〈寄り目〉になったのである。

　鼻をひくつかせながら、アルタミラは、言った。

「なんだ。この匂においは？」




　　　　＊




　パンタグリュエルの上部甲板である。

　もうもうたる煙があがっている。

　背中を丸め、うちわをバタつかせながら、七輪の前にしゃがみこんでいる男。

　放浪の賞金稼かせぎ。ブラスターキッド・レーベンブロイ、その人であった。

　けむたそうに目を細めながら、右手に持った菜さい箸ばしで、得体の知れない魚の干物を、ひっくり返している。

　それにしても、なんという匂いだろうか。

　うっかり歩いていると、匂いに頭をぶつけてケガをしそうな。それほど、強烈な存在感を持った匂いだ。

　そして、レーベンブロイ自身は、この匂いを、決して悪臭とは思っていないらしい。

　時々、鼻はな唄うたが出るのが、その証拠である。

　レーベンブロイのかたわらには、一升瓶と茶ちや碗わんが、ぬかりなくスタンバって、出番を待っている。

　それも、カブト正まさ宗むねの大だい吟ぎん醸じようだ。

　レーベンブロイは、干物を箸はしの先でつまみあげ、焼け具合を確かめた。

　ちょうど、いい頃ころ合あいらしい。

　レーベンブロイの苦みばしったマスクが、だらしなく崩れる。

「でへへ」

　と、レーベンブロイは笑った。

　その後頭部を、次の瞬間、アルタミラが、フルパワーで蹴けり飛ばした。

　容よう赦しやのかけらすらない蹴り方だった。

　しばらくの間、レーベンブロイは、両手で頭をかかえたまま、声ひとつ立てられないでいた。

「今のは、痛かったぞ」

　アルタミラを振り返って、レーベンブロイが言った。

　目尻に、うっすらと涙がたまっている。

　本当に痛かったらしい。

「俺おれだから、生きてるんだ。普通なら、死んでるぜ」

　レーベンブロイは、ぶつくさ言った。

　アルタミラは、仁王立ちである。

　全身に力りきみが入っている。

　食いしばった歯のすき間から、言葉を押し出すようにして、アルタミラが言った。

「なにをしている」

「ひとの頭だと思って、気楽にポンポン蹴らないでくれよ」

「質問に答えろ」

　アルタミラは、剣を抜いた。

　囁ささやくような声で、言った。

「ここで、なにをしている」

「誰が？」

「貴様だ」

「俺？」

「そうだ」

「見ての通りさ」

　と、レーベンブロイは両手を広げた。

　白い歯を見せて、にこやかに微笑わらいながら、レーベンブロイは、言った。

「くさやのいいのが手に入ったんでね。ちょいと一杯やろうって訳だ」

「くさや？」

「これだ」

　レーベンブロイは、その異様な匂いのする魚の干物を、うれしそうにつまみあげてみせた。

　アルタミラは、一歩、後ろに退さがった。

　本当は、百メートルくらい走って逃げたかったのだが、レーベンブロイに弱味を見せるのが嫌だったのだ。

「ムロアジの腹を開いて、塩水で洗って、干したもんだ。最初は、この匂いに驚くけど、馴なれてしまえば、どーってことはない。──ちょっと味見してみるかい？」

「捨てろ!!」

　武器を下に置けと言うのと、全く同じで調子で、アルタミラは叫んだ。

「くさやだか何だか知らんが、そんなものを私の艦に持ち込むことは、絶対に許さん!!」

「なんで？」

「パンタグリュエルは、戦闘艦だからだ」

「知ってるよ」

「軽く言うんじゃないっ!!」

「…………」

「と、とにかくだ。この船は、戦うために造られているのだ。戦うために造られている船に、くさやだの、七輪だの、一升瓶だの、そういった下町風の日常を持ち込んでもらっては、困るのだ。第一、士気に係かかわる」

「いーじゃないか。ほのぼのして」

「ほのぼのするための船ではないと言うとろうがっ!!」

　アルタミラは絶叫した。

　自分でも、なぜ、こんなにムキになるのか、よくわからなかった。

　レーベンブロイは、ニヤニヤしている。

　どうも、アルタミラの反応を、面白がっているとしか思えないフシがあった。

　ワンタイミングおいて、レーベンブロイは、あっさりと負けを認めた。

「ＯＫ。──くさやは諦あきらめよう」

「ふん……」

　アルタミラは、剣を納めた。

　まだ何か言い足りないような顔つきだ。

「まだ何か言いたそうだな？」

「軍人でもない奴に、規律の話をしても仕方がない」

「ずいぶんと人を見下げた言い方をしてくれるじゃないか」

　言葉とは裏腹に、レーベンブロイの口調は、妙に愉たのし気だ。

　一升瓶を手に取りながら、

「こいつのことだろ？　ヴァルマー帝国の、ご立派な軍人さんは、昼間っから酔っぱらったりしないらしいもんな」

「アルコールに頼りたがるのは、精神がたるんでる証拠だ」

「やれやれ。──こいつは、お祝いの酒だぜ？」

「お祝い？　なんのことだ？」

「俺の誕生日さ」

「貴様……」

「それと、もうひとつ」

　レーベンブロイは、懐から、ぶ厚い紙の束を取り出した。いつも持ち歩いている、人相書ではないらしい。

　無意識に受け取ったアルタミラは、その紙の束をぱらぱらっとめくり、顔色を変えた。

「こ、これは……!!」
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「払っといてくれ」

「馬鹿を言うな。こ、これは、みんな、貴様が、あっちこっちの村のキャバレーや、い、いかがわしい宿屋とかで飲み食いした、請求書ばっかりじゃないか!!」

「必要経費って言葉を知ってるか？」

「ふっ、ふざけるなっっ!!」

「待った!!」

　レーベンブロイは、突とつ如じよ、馬鹿声を張りあげて、請求書の束を投げ捨てようとするアルタミラの機先を制した。

「よく見てみな。請求書だけじゃないんだぜ」

「？」

「領収書も入ってるだろ？」

「殺す」

「宛あて名なを見たかい？」

　レーベンブロイは、自信たっぷりだ。

　──くそ。

　アルタミラは、舌打ちした。

　認めたくはないが、レーベンブロイのペースに巻き込まれつつあるらしい。

　アルタミラは、領収書を見た。写しのようだった。

　とんでもない金額が、そこには記入されていた。

　しかし、アルタミラが驚いたのは、そんなことではない。

　領収書の宛名が、コロナ・フレイヤー様となっていたのである。




　　　　＊




「西へ五十公里キロばかり行ったところに、ウェイドって村がある」

　レーベンブロイは、カブト正宗をチビチビやりながら、解説を始めた。

「その領収書は、そこで一番大きな宿屋のもんだ。コロナたちは、ほんの一週間前まで、そこに泊まってた。なんでも、毎晩、村の歴史に残るくらいのドンチャン騒ぎをやってたそうだ。酒は飲むわ、芸者はあげるわ、そりゃもう、派手にやったらしい」

　レーベンブロイは、少しうらやましそうな顔をした。

　アルタミラは、そんなレーベンブロイの様子を、横目でチラリと見たが、何も言わなかった。

　ただ、軽く首をかしげ、半ばひとり言のように、

「コロナが、どうして芸者をあげるんだ？　あいつは、女の筈だ。──それとも、女じゃなかったのか？」

「あんなに胸のでかい男はいねーぜ。もっとも、でかけりゃいいってもんじゃない。俺は、あんたくらいのサイズが、いちばん……」

「は、話をそらすなっ」

　レーベンブロイは肩をすくめた。

「まあ。あのお姫ひいさんは、芸者遊びにゃ興味はないだろうけど、問題は、シャラとスリムだ。あの二人は、とにかくドンチャン騒ぎには、目がない方だからな」

　レーベンブロイは知らなかった。

　ドンチャン騒ぎが好きなのは、シャラとスリムの二人だけではないということを。実は、Ｔ－[image: 178]ガルディーンも、ドンチャン騒ぎは、大好きなのであった。兵器としての自覚が足りないのかもしれない。

「だが、それにしても、コロナの奴め。いつもは、コソコソ逃げ回ってばかりいるくせに、芸者遊びとはどういうつもりだ。第一、どこで、こんな大金を手に入れたのか……」

「そりゃあ、違うぜ」

「なに？」

「あのお姫さんは、逃げ隠れできるような人間じゃないね。性格が、思いっきり筋肉質に出来てるんだ。どういう育ち方をしたのか知らねーが、人間としては珍種だよな」

「ずいぶんコロナの肩を持つんだな」

「そういうわけじゃないさ」

「逃げ隠れしてないと言うなら、どうして、私の部下共が見つけられないのだ？」

　──そりゃあ、あんたの部下が、間抜けだからだろう。

　さすがのレーベンブロイも、本当のことを言うのは、ためらわれた。身の危険を感じてというよりも、アルタミラが気の毒だからだ。

　レーベンブロイは、言った。

「幸運ツキがなかったんだろうな」

「ううむ……」

「それに、捜す場所も間違えてる。──ドブ板の下や、冷蔵庫と壁のすき間なんか捜しても、コロナは見つかりっこない。本物の逃亡者なら、たしかに、そんなとこにいるかもしれないが、あいにくとコロナは、自分が逃亡者とは思っていないんだ。コロナを見つけたかったら、捜索パターンを変えた方がいいぜ」

「そんな必要はない。私は、あらゆる場所を捜せと命令しておるのだ」

「凶悪な逃亡者の隠れていそうな、あらゆる場所を、だろ？」

　アルタミラは、難しい顔つきになって、考え込んだ。

　何かゴマかされてるような気がしないではなかったが、レーベンブロイの言ってることには、なるほど一理ある。

　──明日から、命令をありとあらゆる場所に変更した方がいいかもしれん。

　と、アルタミラは思った。

　レーベンブロイが、言った。

「金のことだけどな」

「必要経費など認めんぞ」

「そうじゃねーって。コロナたちが使った金の出で所どこさ」

「知ってるのか？」

「ああ。──あれは、軍資金だ」

「軍資金……？」

「フレイヤー公国を再建するための、な」

「どうして、貴様が、そんなことまで知ってる」

「聞いたんだよ。──ウェイドだけじゃねえ。このあたりの町や村じゃ、どこへ行っても、その評判で持ちきりだぜ。フレイヤー公国の姫君が、お家再興のため、お忍びで旅をしながら、軍資金を集めてるってな。帝国にへいこらしてる辺境の弱小領主や、金持ち連中が、喜んで金を出すそうだ。中にゃ、全財産を貢みついじまったって奴もいる。よっぽど何かうまいこと言ってんだろうけどな。俺の睨にらんだところじゃ、知恵をつけてんのは、シャラかスリムのどっちかだ。どう見ても、お姫さまの発想じゃねえ。──まあ、そんなわけで、今のコロナは金には不自由してないのさ」

　レーベンブロイは、今度こそ本当に、心のそこからうらやましそうに言った。

　それまで、じっと押し黙ったまま、話を聞いていたアルタミラが、突如、立ちあがって叫んだ。

「ゆ、許せんっ!!」

　アルタミラの全身を震わせているのは、理不尽なものに対する、純粋な怒りだった。

　討伐軍の台所は、決して楽なものではない。

　パンタグリュエルと、その艦載機の維持、保全のために、いったいどれほどの費用が必要か。兵士の食事や給料のこともある。月に一度は、実戦を想定した演習も欠かせない。機動兵器パイロットは、定期的な訓練を行なわないと、格段に腕が落ちるからだ。そのたびに消費される燃エネ料ルギーや弾薬は莫ばく大だいなものになり、ますます、財政事情を圧迫する。

　そのために、節約できるところは、極力、節約するよう、アルタミラは頭を痛めていた。

　あそこで一円、ここで二円という風に、チマチマと経費を削けずって、なんとか、討伐軍を維持しているのだ。

　もちろん、そのへんの事情を、トロイは何も知らされていない。アルタミラひとりが、深夜、ソロバンをはじきながら、やりくりしているのだ。

　その心労たるや、並大抵のものではない。

　しかるに、コロナときたらどうだ。

　──げ、芸者なんぞあげおって……。

　アルタミラが、最も頭に来たのは、コロナは『金に不自由してない』という、その一点であった。

　アルタミラは吼ほえた。

「ずえったいに、許せんっっ!!」

　剣を抜いた。

　目がすわっていた。

　大切なカブト正宗の一升瓶を抱えて、そっと後あと退じさりを始めたレーベンブロイを、アルタミラは、視線の力だけで金かな縛しばりにした。

　真正面からレーベンブロイを睨みすえながら、アルタミラは、言った。

「今の話。でたらめじゃあるまいな？」

　レーベンブロイは、ぶんぶん首を振った。

　冗談を言っていい時と、言うとマズイ時を、レーベンブロイは、正確に区別することができた。そうでなければ、今まで生きのびてこられる筈がない。レーベンブロイは、腕利きの賞金稼ぎなのだ。

「でたらめなんかじゃねえ。俺はホラは吹くが、噓うそは言わねーんだ。──ウェイドじゃなくても構わねえから、どこか、一番近い町のラーメン屋にでも行ってみな。コロナ・フレイヤーの色紙が飾ってあるから。コロナは、軍資金を提供してもらった相手には、必ず色紙を置いてくんだそうだぜ」

「当番兵っ!!」

　アルタミラの声に反応して、別の場所に控えていたお付きの兵士が、すっ飛んできた。

「はっ」

「発令所に行って、パンタグリュエルの針路を変えさせろ」

「はっ。どのように変更しますか？」

「どこでもいい。一番近くにある町のラーメン屋だ」

「はっ」

　思わず敬礼した後で、兵士は、自信なさそうに、訊たずねた。

「あ、あのお……。ラ、ラーメン屋というのは、その、つまり、どうしてもラーメン屋じゃないとダメということでしょうか？　牛ぎゆう丼どん屋とか、焼き肉屋とかじゃ……？」

「…………」

　アルタミラは、何も言う必要はなかった。

　ただ、兵士の顔をチラと一いち瞥べつするだけで、十分に、意味は通じた。

「わ、わかりましたっ!!　直ちに、命令を伝えます!!」

　兵士は、何かから逃げるみたいに、大あわてで走って行った。

　賢明な判断であった。

　待つほどもなく、全艦に転針を告げる警報（総員、艦体ノ動揺ニ留意セヨ）が鳴り、巨艦パンタグリュエルは、ゆっくりと、その針路を変え始めた。
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　辺境のラーメン屋〈来々軒〉。

　その店先に、パンタグリュエルが、圧倒的な質量を誇示しながら、停止した。

　艦底から地上までの距離は、わずかに三十メートル。

　町全体を押しつぶさんばかりの迫力である。

　事実、寺院の尖せん塔とうと火の見櫓やぐらが、パンタグリュエルの艦底キールに接触して、倒壊した。

　さらに、艦体を安定させるためのロケット・アンカーが地上に撃ち込まれ、それによって、民家が数軒、被害を受けた。

　通報によって、町の保安官がやって来たが、何かできるものではない。駐車違反のキップを切るのが、せいいっぱいの抵抗だった。

　近所の住民が、茫ぼう然ぜんと遠巻きにして見守る中、アルタミラが数人の護衛を引き連れて、パンタグリュエルから降りて来た。トロイやレーベンブロイも一緒だ。

　脇わき目めもふらずラーメン屋に入って行く。

「たかがラーメンひとつに、ずいぶん御大層なことだな」

「出前をとればいいのに」

「あの旗印は、ヴァルマー帝国のだろ？」

「迷惑な話だぜ」

　あちこちで、そんなヒソヒソ話が交わされている。

　一方。ラーメン屋の中のアルタミラは、再び怒りに震えていた。

　なんてことのないラーメン屋で、一方の壁に、誰のものかよくわからない芸能人の色紙が、何枚も貼はり出されている。

　茶色く変色したものも多い。

　しかし、その色紙だけは、まだ真新しかった。

『コロナ・フレイヤー』

　わざとくずしたサイン用の書体ではなく、きちんとした、律儀そうな文字で、一画一画丁てい寧ねいに、そう書いてあった。

　しかも、カタカナだ。

「お、おのれ～～」

　アルタミラは、ギリギリと歯は嚙がみをした。

　全身の血液が、激流となって頭に昇っていく。

　その時、レーベンブロイが言った。

「親おや爺じ。チャーシューメンをくれ。麵めんは固めで頼むぜ」

「レーベンブロイ。貴様、こんな時に」

　アルタミラが、凄い目つきで振り返った。

　すると、トロイが言った。

「あ、あのー。ぼくにも、チャーシューメン下さい」




　　　　２




　自由交易都市、バーダック。特産品は、ヤツメウナギである。

　コロナたちは、今、ここにいた。

「腹へったなー」

　スリムが、世にも情ない声で、言った。

「もう、今日で三日も何も食べてないんだもんなー。あー、腹へりすぎて、気が遠くなってきた。──シャラ。俺が死んだら、葬式は仏式でやってくれ。泣き女、百人くらい傭やとって。葬式まんじゅうはでっかい方がいいな。それでもって、遺灰はエーゲ海の青い波間に……」

「うるさいなー。少し黙ってろよ」

　シャラは、不機嫌な口調で、めんどくさそうに答えた。

　いつもより無表情に見えるのは、腹がへっているからだ。

　二人のやりとりは、コロナとヤマトの耳にも届いていたが、どちらも、あえて口をはさむ気にはなれなかった。

　腹がへっていたからだ。

　元気なのは、ガルディーンだけだったが、空腹を抱える者の身にとっては、そんなことは、何の慰めにもならなかった。

『やれやれ。人間というのは、不便な生き物ですな』

　生意気に肩をすくめながら、ガルディーンが、コメントした。

「手て前めえに言われるスジ合いはねえ!!」

　ただでさえ、空腹で気が立っているコロナが、間髪を入れずに、自分よりもはるかに巨大なガルディーンを怒鳴りつけた。

『お呼びでない？　お呼びでないね？　──こりゃまた失礼いたしましたっ』

　ひとりでハラホロヒレハレとか言って踊っているガルディーンを、きっぱりと無視して、コロナたちは足を早めた。

　バーダックは、かなり大きな町だ。

　何か、仕事にありつけるかもしれない。──道路工事とか、用心棒とか、バニーガールとか。そんな類たぐいの仕事だ。

　コロナには、人類の叡えい智ちを保存しているという伝説上の塔を捜し出し、フレイヤー家を再興するという、確固とした目的があった。

　しかし、それはそれとして、今現在の空腹を何とかする方が、より切実な問題である。

　旅の途中で、のたれ死にしては、お家再興もへったくれもあったものじゃないからだ。

　そんなわけで、コロナたちが、まずやって来たのは、バーダックの口入れ屋だ。口入れ屋というのは、今で言う、職業斡あつ旋せん所じよみたいなところで、別名を桂けい庵あんとも言う。

「短期で、楽らくして儲もうかる仕事ですかァ？」

　スリムの、人生をなめてるとしか思えない発言を受けて、口入れ屋の親爺は、さすがに嫌な顔をした。

　おざなりに、手元の帳面を調べながら、

「そんな都合のいい仕事があれば、私こつちが紹介してもらいたいぐらいだね……」

　聞こえよがしの声で、ぶつくさ呟つぶやいた。

　もちろん。そんな程度の嫌味では、超ダイヤモンド級の硬度を誇る、スリム・ブラウンの面の皮に、ひっかきキズひとつ、つけられるものではない。

「また、冗談ばっかり。──とっておきのがあるんじゃないの？　情なさけは人のためならず。俺に親切にしとくと、死んでからいいことがあるよ、親爺さん」

　明るく笑いながら、スリムは、相手の肩をポンポンと叩たたいた。

　人を丸めこむことにかけて、スリム〈口先男〉ブラウンの右に出る者はいない。

　だから、こういう交渉事は、シャラもスリムにまかして、口を出したりしない。

『あれは、一種の超能力ね』

　かつて、シャラがコロナに向かって、スリムの交渉能力を解説してみせた時のセリフが、これだ。

『あいつなら、ガラガラ蛇に靴を売りつけることだってできるわ。それも蛇皮の靴をね。スペアも付けて』

　そんなことを、コロナが思い出しているうちにも、スリムと口入れ屋の親爺との間には、十年来の友人同士みたいな、なごやかな雰囲気が、すっかり出来あがっていた。

「そーゆーことなら、ちょうどいい仕事があるよ」

　口入れ屋の親爺は、それまでの気難しい表情を一変させて、言った。

「あんまり、大っぴらにしてもらっちゃ困るんだが、あんたらを信用して、いいことを教えてやろう。──実は、今、この町に、フレイヤー公国のお姫さまが、お忍びでご滞在中なんだ」

「…………」

　スリムは、半口を開けて、黙りこんだ。

　間抜けな顔つきだ。

　スリムは、間抜けな顔のまま、後ろにいるコロナたちを一度ふり返り、間抜けな声で、親爺に訊ねた。

「なんだって？」

「フレイヤー家の姫様だよ。──あんたらも、噂うわさくらい聞いたことがあるだろ？　か弱い女の身でありながら、あの〈無謀王〉を斃たおし、見事、父親の仇かたきを討ったっていう」

「か弱い……」

　スリムは、そこでまた、チラとコロナの方に視線を動かした。

　か弱いフレイヤー家の姫君は、ムッとした顔で、スリムを睨んでいる。早くも、右手が刀の柄つかにかかっていた。その意味するところは、明白だ。

　スリムは、軽くセキ払いをして、話を元に戻した。

「な、なるほどねー。あのフレイヤー家の、か弱い姫君が……」

「そーなんだ」

　口入れ屋の親爺は、ここぞとばかりに、身を乗り出しきた。

「なんでも、帝国の恐怖政治を終わらせ、自由で明るい世の中を作るために、諸国漫遊の旅に出られたんだとさ。なかなか出来るこっちゃねえよ」

「諸国漫遊……って、たった一人でかい？」

「いやいや。頼りになるお供が二人、姫様の護衛について旅をしてるそうだ。もっとも、その内の一人は、腰元らしいが、私も、直接この目で見たわけじゃないから、はっきりしたことはね」

「誰が、お供だって？」

「誰が、頼りになるんだ？」

　シャラとコロナは、互いに意味ありげな視線を交わして、ふふんと鼻を鳴らした。

　頼りになるお供の一人、スリム・ブラウンが、言った。

「それで。仕事ってのは、どんな？」

「ああ。それそれ。──宴会があるんだよ。歓迎のね」

「宴会」

　スリムは、会心の笑みを浮かべた。

　待ってましたと言わんばかりの顔つきだ。

　スリムは、大きくうなずいて、

「おまかせ下さい」

　と言った。

「宴会だろうが葬式だろうが、そーゆーの盛り上げるのは得意なんです」

「いや。むこうで捜してるのは、下働きの方なんだが……」

「同じことですよ」

　スリムは、喉のどの奥でぐふぐふ笑った。

　宴会が始まってしまえば、こっちのものだ。──スリムには、その自信があった。過去の実績に裏打ちされた、絶対的な自信である。妙な形でコロナと出会う前は、シャラと二人、コンビを組んで、あちこちの宴会を荒らし回っていたのだ。

　口入れ屋の親爺は、本能的に、何か漠ばく然ぜんとした不安を感じたらしい。

　及び腰の口調になって、

「念のために言っとくが、相手は、フレイヤー家の姫君だ。くれぐれも失礼のないようにな。万一のことがあれば、あんたらの首が飛ぶだけじゃすまねえ。このバーダックの不名誉にもなることだから」

「なにを言ってやがる。失礼なのは、向うの方じゃねえか。だいたい俺はなあ……」

　姫君らしからぬ、ぞんざいな口調でまくし立て始めたコロナの口を、シャラとスリムが、両側から、あわててふさいだ。

　お愛想をしながら、シャラが、言った。

「だーいじょーぶ。あたしたち、こー見えても、お姫さまとのつきあい方は、よーく知ってるんだから。──ね？」

　最後の『ね？』は、もちろん、口をふさがれたまま、じたばた暴れている、コロナに向けられたものだ。

　──本当に、大丈夫か？

　よけい心配そうな顔になった親爺を、スリムが、再び例の超能力で丸めこんだことは、言うまでもない。
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　伊い勢せ屋は、バーダックで一番大きな旅籠はたごである。

　口入れ屋の親爺が言うところの、『ご立派なフレイヤー家の姫君』は、当然、ここを本陣と定めていた。それも、最上階のロイヤル・スイートである。

「豪気ねー」

　シャラが、ため息をついた。

　スリムも、それにうなずきながら、

「いつも馬小屋泊りの俺たちとは、えらい違いだ」

「世の中には、こーゆー生活もあるんですよねえ」

　ヤマトが、しみじみと言った。

　故郷の星での暮らしを、思い出しているのかもしれない。

　この世界で唯ただ一人の〝文明人〟を自任しているヤマトである。

　得体の知れない獣を殺して焼いて食ったり、砂漠に穴を掘って睡眠をとったり、追いはぎを返り討ちにして路銀を稼いだりといった生活は、あまり好きではなかった。

　清潔で、快適な生活。──それが、あたり前の世界で、ヤマトは生まれ、育ってきたからだ。

　今でも、ヤマトは、コロナたちが何気なく見せるワイルドさに、時々、圧倒されるような思いを抱くことがあった。

　──俺って、繊細だからなー。

　嗚呼ああ、水洗便所ガ懐シヒ。

　ヤマトが、下らない感慨にふけっていると……。

　不意に、旅籠の玄関先が騒がしくなった。

「お出ましだ」

　と、スリムが言った。

　そして、コロナたちは見た。

　もう一組の、コロナたちを。

　旅籠の番頭や使用人たちに、最敬礼で送り出されてくる三人組。

　まん中を歩く娘は、たしかに、年格かつ好こうがコロナによく似ていた。

　その左に、いかにもやり手といった風ふう貌ぼうのビジネスマン然とした男。

「俺の方が、いい男だな」

　スリムが呟いた。

「あんたって、どこから、そーゆー根拠のない自信を拾って来るのかしらね!!」

　シャラが、小声で剣けん突つくを喰くらわせた。

　それから、チラと例の三人組の方を見て、いまいましげに言った。

「なによ、あれ。ぶくぶく太っちゃって。──第一、ぼくは、あんなオバサンじゃないぞ」

「シャラ。あれは太ってんじゃねえ。グラマーってんだぜ？」

　スリムが、ニヤニヤ笑った。

　スリムは、ボディコンで色っぽい姐ねーちゃんに目がないのだ。

　その時。

　ポール・スミスのスーツを着た、スリムもどきの男が、シッシッという風に片手を動かしながら、

「ほらほら。見世物じゃないぞ。──散って、散って」

　と、言った。

「この野郎……」

　口の中で小さく呟くと、コロナの右手が、ムラマサの柄に触れた。

　シャラが止めなかったら、ポール・スミス男は、その場で真っ二つになっていた筈だ。

「どーも、すいやせん。体だけは大事にして下さい」

　スリムが、林家三平みたいな口調で、ヘラヘラ謝ってるすきに、後頭部に巨大なタンコブを作ったコロナを、ヤマトとシャラが引きずって行った。

　もちろん。ご立派なコロナ姫は、そんなドタバタ騒ぎを見ても、わずかに眉まゆをひそめただけで、格別のお叱しかりもなかった。有難いことである。

　三人組は、威風堂々と、下町の方へ歩いて行った。

　驚いたことに、その後を、伊勢屋の駐車場から出てきた一基の機動兵器──いささか装飾過剰で、トラックの運転手が好みそうな派手なデコレーションがピカピカ光っている──が、一定の距離をおいて尾ついて行くではないか。

　それを見送ったスリムが、呆あきれたように言った。

「見ろよ。あれ、ガルちゃんのつもりなんだぜ。──よく研究してやがるなー」

『はっはっは』

　と、ガルディーンは笑ってみせた。

　別に何か意味があってのことではないらしい。

「どーゆーつもりで笑ってやがる。この馬鹿野郎～～っ!!」

　復活したコロナが、ガルディーンを蹴り飛ばした。

　ガルディーンは、こちらに向き直ると、取りすましたような声で、言った。

『八つ当たりと、ヤツメウナギ。──食べておいしいのは、どっち？』

「下らねーこと言ってんじゃねえ!!　記憶メモリをリセットしてやろうか!!」

　と、コロナは凄んだ。

　この新しい脅し文句は、ヤマトに教わったものである。

「まあまあ、二人とも」

　シャラが、間に割って入った。

「ガルちゃんも、悪気があって言ってるわけじゃないんだしさ」

「なにを言ってやがる。ひとの頭を、いやってほど、ぶん殴りやがって」

「だって、ああでもしなかったら、コロナちゃん、あの男ひと、たたっ斬きってたでしょ？　それに、あたし殴ってないわよ。ちょっと蹴飛ばしただけだもん」

「よけい悪い」

「そーよねー。ヒールが折れちゃった」

　シャラは、ニコニコ笑いながら、パンプスの片っぽを持ちあげて見せた。

　コロナは、肺の中にぎっしりと溜ためこんでいた空気を、ふうっと吐き出して、言った。

「どうして止めたんだ」

「どうしてって……」

「そんなこと、決まってるじゃないですか、コロナさん」

　登場するタイミングを、横で計っていたにちがいない。

　ヤマトが、突然、しゃしゃり出てきて、ベラベラ喋しやべり始めた。

「たとえ、相手が、どんな悪人であろうと、是非を論ずることなく暴力に訴えるのは無法というものです。人の生命いのちは地球よりも重いという諺ことわざを知ってますか。それくらい、生命いのちというのは、大切だということです。悪人も聖人も、生命の重さに変わりはありません。つまり……」

　喋り出してすぐに、ヤマトは、その沈黙に気づいたが、すでに引っこみがつかなくなっていた。

　シャラとコロナは、珍種の昆虫か何かでも見るような目つきで、じっとヤマトを見つめている。

「つまり……」

　ヤマトは、二人に弱々しく微笑ほほえみかけた。

　これ以上、何を言っても無駄なことが、わかったからだ。

　コロナも、ヤマトの演説には興味を失なくしたようだ。

　シャラに向き直ると、改めて言った。

「なんで止めたんだ？」

「人が見てるだろ？」

「いーじゃないか」

「地元の警官ともめ事を起こしたくないんだよ。特に、御祝儀をもらう前には、ね」

「金のことしか考えてないのかよ」

「何も考えてないよりは、ずいぶんましだと思うけど？」

　シャラは、余裕たっぷりで構えている。

　口くち喧げん嘩かで、コロナがシャラを打ち負かすには、あと百年くらい必要かもしれない。

　──くそ。どーせ俺は体育会系だよ。

　歯ぎしりしているコロナを横目に、シャラは、ヤマトの肩をポンと叩いて、言った。

「ナイス・トライ」

　それから、ガルディーンを見上げて、訊ねた。

「ガルちゃん。さっきの連中が、街のどのあたりにいるか、わかる？」

『あの妙ちくりんな機械のある場所なら探知可能です。なにしろ、総合的な電子パルスのパターンが、思わず笑っちゃうくらい変テコな奴でしたから』

「ＯＫ」

「どうするつもりだ。シャラ」

「あいつらって、金回りがすごく良さそうじゃん？　その理由を知りたいと思わない？」
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「静まれ静まれ、静まれ～～いっ!!」

　金きん箔ぱく張りの看板の文字は、『越えち後ご屋』と読めた。

　店舗の規模から言っても、この町で一番の豪商であることに間違いない。

　扱っている品は、もちろん、バーダック名産のヤツメウナギである。

　その店先に、例の三人組が、いきなり現われたのだ。

　誰一人、騒いでいる者などいなかったが、ポール・スミス男は、そんなことには一向にお構いなく、叫んだ。

「ええーい。静まれと言うに。──この紋所が目に入らぬか!!」

　そう言って懐から取り出したのは、金きん蒔まき絵えの印いん籠ろうである。印籠には、フレイヤー家の紋章──『掛けバナナにヤシの木』の図柄が、くっきりと描かれていた。

（あの印籠には見覚えがある）

　と、後にコロナは皆に語ったものだ。

（昔、うちの馬鹿オヤジが、面白半分で作って、どこかに置き忘れちまった印籠だ）

「こちらにおわす御方を、どーなーたと心得る」

　何事が起こっているのか、相手に考える暇を与えないことが、この場合のポイントだ。ポール・スミス男の後は、ボディコンの姐ちゃんが、すかさず進み出て、言った。

「畏おそれ多くも、フレイヤー公国第十七代当主。コロナ・フレイヤー様、その人であらせられるぞ!!　──一同の者、頭ずが高たくわ～～いっっ!!」

　条件反射とは恐ろしいものである。

　その場に居合わせた者が、一人の例外もなく、思わず平伏してしまったのだ。もちろん、平伏しなければならない理由など、どこにもないと、わかっていながらである。

　何世紀にもわたって、くり返しくり返し、リメイクされ続けてきた某ＴＶ番組の影響が、こういう形で現われたのだ。（おお!!　いかにも、もっともらしいぞ。）

「こ、これは、いったい何事でございますか……？」

　騒ぎを聞きつけて、店の奥から出て来た、越後屋の主人にも、ポール・スミス男は、首尾一貫した高圧的な態度で接した。

「その方ほうが、この家やの主人あるじか？」

「へえ。左様でございますが……」

「こちらにおわす御方は、フレイヤー家の姫、コロナ様である。その方も、よく存じておろうが、コロナ様は、ヴァルマー帝国打倒のため、新しい国を興おこそうとなさっておられる。諸国を経へ巡めぐって、ずいぶん御味方も増え、旗上げまで、もうほんの一息のところまで来た」

「そ、それは良うございました」

「うむ。ところがだ。──よいか、ここが大事のところだから、心して聞けよ、越後屋。──いささか味方が増えすぎてしまったのだ」

「なるほど」

「そのために、いささか軍資金に不足をきたしておる」

「ま、まさか、その金を、私めに出せと……？」

「馬鹿者!!」

　ポール・スミス男は、ここぞとばかりに、大声を張りあげた。

「無礼を申すと、ただではおかんぞ。──その方が、どれほどの豪商かは知らんが、一国の軍勢を全て養えるほどの金を、ひとりで出せる筈がなかろう。うぬぼれるのも、いいかげんにせい!!」

「へへ～～っ」

　怒鳴るだけ怒鳴って、相手が畏れ入ったと見るや、ポール・スミス男は、一転して声のトーンを下げ、いかにも理解のあるような顔で、言った。

「なーに。その方には、ほんの一部を出してもらえばいいのだ。安あん堵どするがよいぞ。──コロナ様は、慈悲深い御方だ。一いつ朝ちよう、事がなった暁あかつきには、その金は何十倍にもなって返ってくる。そればかりではない。コロナ様は、その方に、御用商人のお墨付きを賜わるそうだ。世界中のヤツメウナギを、一手に扱えるのだ」

　ポール・スミス男は、そこで一いつ旦たん、言葉を切り、かたわらに立つ偽コロナ姫に許可を求めるふりをした。

「それで、よろしゅうございますね？」

「よきにはからえ」

　台本を棒読みするような調子で、偽コロナは、言った。何がどうなろうと、まるで無関心な様子だ。

　ポール・スミス男は、深々と頭を下げて、言った。

「越後屋にかわって、御礼を申しあげます。──どうだ、悪い話ではあるまい？」

「はあ、なんと言っていいのか。まるで、夢のような……」

「夢ではないぞ。越後屋。──その方の店の前に停とまっている、あのロボットが見えるか？　あれはな、がるでぃーんと申して、この世で、たった一基だけ生き残った、旧世界の超兵器だ。なんと、あの一基だけで、全世界を相手に戦争をすることができるほどの能力を秘めておる。ひとたび、コロナ様がお起ちになれば、ヴァルマー帝国など、あっという間に滅び去ること、間違いないのだ」

「す、すごいものですな」

「うむ。──だから、とりあえず、一千万ほど用立ててもらおうか」

　そう言って、ポール・スミス男は、にんまりと笑った。
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「いい手だよなー」

　しみじみと、感じ入ったように、スリムが言った。

「どうして、今まで、あの手を思いつかなかったんだろう？　誰でも知ってるパターンなのに……」

「ニセ物で、あれだけうまく行くんだもん。なんたって、こっちは本物よ。成功まちがいなしだわ!!」

　と、シャラも、いささか興奮気味である。

「冗談じゃねーぞ、てめーら。俺は、絶対に、やだからな」

　コロナは、精一杯、抗議したが、耳を貸そうとする者は、誰もいなかった。

　ひとり、冷静なヤマトだけが、リアリティの問題を指摘した。

「本物の方が、リアリティがないって、どういう意味よ？」

　シャラが、意気込んで訊ねた。

　ヤマトは、肩をすくめながら、

「だって、そうでしょ？」

　と、言った。

　向うのコロナは、肩幅を思いきり誇張した白いマントを羽織り、黄金こがね造りの細身の剣を携えていた。

　かたや、こっちのコロナは……。

　ほこりまみれの戦闘服姿で、ムラマサの大だい刀とうを腰にぶち込み、言葉遣いも悪い。

　素人目にも、どっちが姫君らしいかは、歴然としている。

　シャラ。スリム。ヤマト。

　三人の視線を一身に浴びて、コロナは、柄にもなくたじろいだ。

「な、なんだってんだよ。……ジロジロ見てんじゃねえよ」

　シャラは、ため息をついた。

　地球よりも重い、ため息だった。
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　手入れの行き届いた中庭（篝かがり火び付き）を見通せる、広々とした座敷である。

　松の絵か何か描いてある金きん屛びよう風ぶを背にして、主しゆ賓ひんの三人が、もっともらしい顔をして並んでいる。

　純白のマントと宝たから塚づかスタイルが良くお似合いの、お美しいフレイヤー家の姫君をまん中に、左側には、〈やり手〉ポール・スミス男。右側には、狙ねらいをお色気一本に絞ってデザインしたような、あまり実戦向きとも思えぬ甲ボデイコン胄・アーマーで身を鎧よろった、ワンレンの肉体派美人という組み合わせだ。

　その夜、本陣たる旅籠はたごにつめかけてきたのは、バーダックの主だった顔役連中で、ご多分にもれず、大多数がヤツメウナギを扱う商人たちだった。

　彼らは、フレイヤー家の将来に、それほど関心があるわけではない。ただ、万が一、ヴァルマー帝国が倒れるようなことにでもなった時には、その分け前にあずかる権利を確保しておきたいという、商人らしい計算から、それぞれ、ずっしりと重い菓子折りを手に、姫君の御機嫌伺うかがいにやって来ているだけなのだ。

　もちろん、〈やり手〉ポール・スミス男の方も、そんなことは百も承知である。

　承知した上で、商人たちの競争心をあおり立てる。

　ちょうど、ありもしない〈御ご用よう達たしの御お墨すみ付つき〉を、内緒でセリにかけているようなものだ。

『いや。ここだけの話だが、越えち後ご屋が二千出すと申しておってな……』

『じゃあ、うちは二千と八百出しましょう』

『うーん。もう一声』

　てな調子である。

　実体は、ケチな寸すん借しやく詐さ欺ぎと何ら変わるところはないのだが、そこに、天下統一という壮大な大ボラを加えることによって、海千山千の商売人たちを、ついその気にさせてしまうのだから、たしかにこの男、〈やり手〉には違いない。

「たしかに〈やり手〉かもしれん」

　こと口先にかけては人後に落ちないスリムも、しぶしぶながら、それを認めた後で、

「だけど、あいつは、絶対に、世界一にはなれねー。──なぜなら、俺が、ここにいるからな」

　と、不敵に笑ってみせたものだ。

「胸を張って自慢できるようなこと？」

　シャラは冷たく言ったが、さすが〈口先男〉の異名をとるスリム・ブラウンである。

　ついさっきまで、旅籠のハッピを着て、お膳ぜんを運んでいた筈はずなのに、ふと気がつくと、例の三人組の前にしゃしゃり出て、幇たいこ間もちみたいな口調で『よっ、すごい』か何か言って、ちゃっかりお流れを頂ちよう戴だいしたりしているのだから、あきれ返った素早さである。油断も隙すきもあったものではない。

「その方とは、夕刻、玄関先で会ったような気がするが、この旅籠の者か？」

　妖よう刀とうの如ごとき斬きれ味を見せるスリムの馴なれ馴れしさに、いささか受け身に回りながら、それでもポール・スミス男は、精一杯、度量の大きいところを見せて、言った。

「ええ、まあ、そんなようなもんで……。はい、ご返へん盃ぱい」

　飲み干した盃さかずきを、杯洗の水で洗って、相手に渡す。

　酒を注ぐ。

　一連のその手順には、一瞬の遅滞もない。

　有無を言わせぬ手際の良さである。

「いやー、どーも、たいしたもんですねぇ。──え？　大将」

「た、大将？」

「そちらさんが、あの有名なコロナさんでげしょ？　聞いてますよ、聞いてますよ。──なんでも、たったの御一人で、〈無む謀ぼう王〉を叩たたき斬ったそーで。なんともおそれいった話」

　自分の額をぴしゃりとやって、スリムは、たははと笑ってみせた。

「あたしはね、今日ほど、生きてて良かったって思ったことはない[image: ン]。いや、ホント。──本物のコロナさんを、こうして目の前で拝めるなんて、後ご生しよう冥みよう加がでげすよ？　あとで握手して下さいねー、お嬢さん。あたしゃ、その手を、一生、洗わないから」

「こらっ。姫に向かって、何という口のききようだ。陛へい下かとお呼びせんか!!」

「あ、こりゃどーも。──すいませんねー、陛下。育ちが悪いもんで。なんなら、ひとつ、お手て討うちになさいますか？　なさるってんなら、そうおっしゃって下さい。ちょいと台だい所どこ行って、首ィ洗ってきますから」

　どうですか、どうですかと言いながら、にじり寄っていくスリムの襟えり首くびを、後ろからつかんで引き戻しながら、

「こら。姫に近づくな。下がれっ。下がれと言うに。──お手に触れては、ならんっ!!　ならんと言うのに、貴様～～っ!!」

「よい。大事ない」

　姫君は、顔色をやや青ざめさせながらも、そう言ってポール・スミス男を制した。

「今こ宵よいは無礼講である。許してつかわせ」

　堂に入ったセリフ回しである。

　よほど回数をこなしているに違いない。

　──へえ。

　と、スリムは思った。

　──こいつは、たしかに、ヤマトの言う通りだ。こっちの方が、本物らしいや。

　少しだけ、感心した。

　なにしろ、本物の姫君が、今、何をしているかというと、台所の裏で『どわ～～っ』とか叫びながら、斧おので薪まきを割っているのだ。

　どうひいき目に見ても、勝負にならない。

　しかし、そこがコロナのいいところだ。

　スリムは、心の中でクスクス笑った。

　──まったく、あのお姫ひいさんときたら……。

　ちらりと、背後に目をやると、客たちの間を、お愛あい想そをふりまきながら酌しやくして回っているシャラの姿が見えた。廊下では、女中頭に怒ど鳴なりつけられながら、ヤマトが、大量のお膳を運んでいる。あとは、ガルディーンが、メモリーからカラオケを出力し始めれば、宴会としては理想形である。宴会が盛りあがるほど、仕事もしやすくなることは、過去の経験から実証ずみだ。

　だが、そんなことには関係なく、スリムは、なんだかいい気分だった。

　口先三寸で世間の裏街道を渡ってきたスリムにとって、自分以外の人間は、全すべて『利用すべき存在』であり、他の何かではありえなかった。（他の何かとは、つまり、口に出して言うのも恥ずかしいが、『仲間』とか『友人』とか、まあ、そーゆーようなもののことだ。）

　しかし、ここには、その『他の何か』と呼べそうなコロナやシャラ、ヤマト、ガルディーンがいる。ガルディーンなんか特に『他の何か』としか呼べそうもないが、とにかく、彼らがそこにいるということ、それ自体が、スリムの気持ちを、妙にウキウキしたものにさせるのだった。決して、酒のせいだけではない。

「いやー、すごいっ」

　一瞬のもの想いから覚さめるや、スリムは、わざとらしい馬ば鹿か声ごえを張りあげて、『すごい』『えらい』を連発してみせた。

「やっぱ、人の上に立つ人てーなー、違うもんだ。驚いちゃった。──ねえ、大将。そこの姐ねえちゃんも。あんたらの陛下は、すごいね。許してつかわせなんて、ちょっと普通じゃ言えませんよ？」

「大将だの姐ちゃんだの、気安く呼びおって。──拙せつ者しやは、フレイヤー家の家か宰さいを務める小こ十じゆう郎ろうと申す者。そして、あれなるは、近この衛え騎き士し団だんの筆頭、ユリウス殿である。いくら姫のお許しが出たとは言え、あまり無礼を申すと、そのままでは捨ておかんぞ」

「ははあ。家宰に近衛騎士団の筆頭。──要するに、使用人だな？」

「なんだと貴様」

「騒ぐな、小十郎。無礼講である」

「ほら見ろ。陛下も、ああおっしゃってらあ。騒ぐなよ、小十郎」

「なんっ……!!」

「小十郎、控えておれ」

「そーだそーだ。控えておれ」

　すかさず尻しり馬うまに乗るスリムを見て、姫も笑いを誘われたらしい。

「面おも白しろき奴やつかな。我が事成った暁あかつきには、宮廷付きの道化師として、召し抱えてつかわすぞ」

「えっ。ほんとですか？　そいつは、ありがてーなー。やっぱ、陛下は、話がわからあ。──小十郎はダメだ」

「ぐっ……」

　ズケズケと言いたい放題に言われて、〈やり手〉の小十郎が、言い返すこともできず、顔を赤くしたり青くしたりしているのを、ユリウスが、いい気味だと言わんばかりの目で見ていた。どうも、この二人は、あまり仲が良いわけでもないらしい。

　小十郎は、固い表情で姫の方に向き直ると、形ばかりに頭を下げて、言った。

「陛下。そろそろ、お寝やすみの刻限かと」

「まだ疲れてはおらん」

「お疲れの筈ですぞ。陛下」

　ドスのきいた声だった。

　とたんに、姫の態度が、落ち着かないものに変化した。

　そわそわと、腰を浮かしながら、

「あ、うん、そ、そうであったな」

「まだ宵よいの口じゃないですか、陛下」

　スリムが、カッポレを踊ってみせるからと言って、強硬に引き止めたが、小十郎は、それ以上に強硬だった。立ち上がると、大声で、一同の者に、お開きを申し渡したのである。

「姫は、お疲れである。よって、本日は、これまでといたす。皆、下がってよい。大たい儀ぎであった」

　大儀であったと言われては仕方がない。

　ざわざわと客が引きあげ始める。

　その中を、シャラがすうっと近寄ってきて、スリムの耳元で、囁ささやいた。

「どうなってんの？　馬鹿に早いじゃない」

「すまねえ。ちょっと、やりすぎた」

「どういうこと？」

「あいつら、ズラかるつもりだ」

「なんで、あんたに、そんなことがわかんのよ？」

「…………」

　スリムは、小さく肩をすくめてみせた。

　そして、旅籠の奥へと消えて行く、三人組の後ろ姿を肩ごしに見送りながら、確信ありげに、言った。

「同業者の勘かんってやつかな」

　シャラは、あえてコメントを避け、ただ、どこかの上の方を見ながら、『勘ね』と呟つぶやいた。

　お膳の山を抱えたヤマトが、危なっかしい足どりで近づいてくる。

「あのー、どうすんですか？」

「どうするって、何を？」

「あの三人ですよ。あのまま、ほうっとくんですか？」

「それは、つまり、あたしたちに何かしろって言ってるわけ？　ニセ物の正体を暴あばいて、一同の者、頭ずが高いか何か言わせようってわけ？」

　冗談はやめてよと言わんばかりの口調で、シャラは、片手をひらひらと振ってみせた。

「ほっときゃいーのよ、あんなのは。──それに、あたし、お客さんの一人に、これから飲みに行こうって誘われてんだから」

「いや、でも、マズイんじゃないですか？　スリムさんも、そう思うでしょ？　将来、コロナさんが一国を打ち立てた時、世界中から債さい権けん者しやが押しかけてきますよ？　あいつらが勝手に切った空から手て形がたを持って」

「知らないって言えばすむことじゃん」

「あ、まあ、そりゃそうなんですけどね。──でも、なんてゆーか、声望に傷がつくんじゃないかと……」

「声望って、世間の評判のこと？」

　シャラは、大笑いした。

「あの娘こが、そんなこと気にすると、あんた、本気で思ってんの？」

「あー、いや……」

　ヤマトは、口ごもった。

　たしかに、コロナ本人が心配していないことを、ヤマトが心配しても仕方がないことだからだ。

　しかし、まだ何か釈然としない顔つきである。

　目の前で、こんなあからさまな犯罪行為が行なわれているのに、それをほうっておくというのは……。

　──ああっ。どうして、地球ここには、ちゃんとした司法機関がないんだ!!

　モラルと現実の狭はざ間まで、ひとり、ジレンマに陥おちいる、文明人ヤマトであった。

　その時。

　シャラが、ふと小首をかしげて、言った。

「どうしたのかしら？　なんだか表が騒がしいわね？」
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　一方、こちらは、別室に退さがった、例の三人組である。

「いい気になるんじゃねーぞ、陛下。人をなめやがって。──何様のつもりなんだ。ええっ!?」

〈やり手〉の小十郎が、姫君を床に正座させて、怒鳴り散らしている最中だ。

　どうやら、スリムに馬鹿にされた、その腹いせらしい。

　唾つばを飛ばしながら、小十郎は、わめいた。

「手て前めえ、いったい誰だれのおかげで、メシが食えてると思ってるんだっ!!」

「うるさいねえ。いいかげんにおしよ」

　近衛騎士という触れ込みのユリウスが、めんどくさそうな声で、言った。

　自じ堕だ落らくな恰かつ好こうでベッドに寝そべり、煙草たばこをふかしている。あまり騎士らしくない姿だ。

「そんな大声出して、宿の者に聞かれたら、どうすんのさ」

「手前は黙ってろ。──ディスコの御立ち台で、扇せん子す振って踊ってた奴がよ」

「なに言ってやがんだい。そっちこそ何様のつもりさ。家宰の小十郎だって？　聞いて呆あきれらあ。笑わせんじゃないってんだよ」

「やかましいっ。グダグダ言ってねーで、とっとと荷物をまとめろ。手前が一番荷物が多いんだからな」

「女が荷物が多いのは当り前だよっ。──それより、なんだってのさ。当分、この町にやっかいになるんじゃなかったのかい」

「イヤな感じがするんだ。さっき会った、あの野郎。──どうも何か腹にあるような口ぶりだった」

「おやおや。ずいぶん弱気なこと。──大丈夫だよ。何か言ってきたら、小金をやって追っぱらえばいいさ。前にもあったじゃないか。そういうこと」

　サイドテーブルの酒さか瓶びんに手を伸ばしながら、ユリウスが言った。あくび混じりの声だ。

　小十郎は、冷笑を浮かべた。

「無駄に口を動かしてねーで、重てぇ尻ケツをあげろ、ユリウス。──考えるのは俺おれがやる。手前たちは、俺の言った通りにやってりゃ、それでいいんだ」

「なんだってぇ」

　火のついた煙草を、相手に投げつけて、ユリウスが立ちあがる。

　とっさに酒瓶を逆手に握っているのは、身についた習性というやつだろう。本物の騎士なら、剣を抜いている筈だ。

　小十郎は、ふふんと鼻を鳴らした。

「やめときな。また痛い目にあいたいのかよ？」

　険悪なムードが盛りあがる。

　しかし。次の瞬間──

「たっ、大変ですっ。コロナ様。──て、帝国軍が、攻めてきました!!」

　宿の主人が、血相を変えて、ころげこんできた。

　その後ろには、バーダックの顔役たちが、すっかり酔いも醒さめたという顔で、不安そうにぞろぞろと続いている。

　床に正座した姫君。

　酒瓶をふり上げている近衛騎士。

　態度のデカいフレイヤー家の重臣。

　全ての動きが止まって見える、そんな一瞬であった。

　宿の主人の目に浮かんだ、けげんそうな表情に、小十郎は、ハッと我に返った。

　加速スイッチを入れたサイボーグなみのスピードで、姫君を中央のソファに座らせ、ユリウスの手から酒瓶を取りあげ、自らはネクタイを締め直して、──言った。

「これは御主人」

「あのう、今……？」

「そんなことは、どうでもよい」

　小十郎は高たか飛び車しやに出た。

　内心の動揺を隠すには一番の手だ。

　今度の場合も、それがうまくいった。

　宿の主人をはじめ、町の顔役たちも、一も二もなく、おそれいっている。

　小十郎は、再びその場の主導権を手にしたことで、冷静さを取り戻した。〈やり手〉の脳細胞がフル回転を始める。なんとかして、この場をやりすごせば、逃げ道はいくらでもある筈だ。

　小十郎は、ひとつセキ払いをして、言った。

「帝国軍が攻めて来たというのは、まことのことか？」

「はっ。物見の報告では、機動兵器母艦を中心とした帝国軍の一隊が、まっすぐこちらに向かっているとか。到着は、本未明かと」

「旗印からすると、指揮をとっているのは、ヴァルマーの皇族のようです」

　別の声が言う。

「だとしたら、コロナ様を討つために、特別に編成されたという、帝国の精鋭部隊」

「闘って勝てる相手ではない」

「だが、どうして、コロナ様がここにおいでのことが、奴らにわかったのか」

「とにかく、防備を固めるのが先決だ」

「民兵に非常呼集をかけろ」

「馬鹿な。わずか六百やそこらの兵で、何をしようと言うんだ。下手へたに抵抗すれば、町を焼き払われるだけだぞ」

「馬鹿はお前だ。──忘れたのか？　こっちにはコロナ様がおいでなのだ。百万の軍勢を、たったお一人で蹴け散ちらすというお方だぞ。負ける筈がない」

「じゃあ、なぜフレイヤー家は滅んだ？　戦争は、一人が強ければ勝つというものではないんだ。──素人しろうとは引っこんでろ」

「素人とは何だ。ヤツメウナギ屋風情が、えらそーに」

「貴様だってヤツメウナギ屋じゃないか。この」

「なんだ。やんのか」

「やってやろうじゃないか。──だいたい、昔から、貴様んとこの商売は、やり口が汚なくて、気にくわなかったんだ」

「何を言ってやがる。この新参者が」

　殴なぐり合いが始まる。

　止めに入る者は、誰もいない。

　交戦か、和平か。

　あっちでもこっちでも議論が白熱していて、喧けん嘩かの仲裁どころではないからだ。

　──この隙に逃げられないかな？

　と、小十郎は思った。

　かたわらの二人に、そっと目くばせする。

　仲は悪くとも、こういう時の呼吸は心得たものである。

　ユリウスが、無言でうなずき返してきた。

　──よし。

　小十郎が、空手形の一杯に詰まったアタッシェ・ケースを手に取った時、誰かが、その肩をポンと叩いた。

「やあ。どうも」

　スリムである。

　カナリアを見つけた猫みたいに、ニヤニヤ笑いながら、スリムは、言った。

「お困りのようですな」

「き、貴様は……っ!!」

　例によって高飛車な態度に出ようとした小十郎が、ふと、スリムの背後にいる人物に、目を止めた。

　夕方にも、一度、会っているのだが、その時は、気にもとめなかった男の子だ。

　しかし、今、間近でしみじみと見ると……？

　ほこりだらけの戦闘服は変わっていない。

　ただ、暑さのせいだろう。上着を脱いで、ランニングシャツ一枚だ。胸がでかい。おまけにノーブラときた。

　斧を手にしたまま、周囲で喧けん々けん囂ごう々ごうしている町の顔役たちの狂態を、興味もなさそうに見回している。

　口を開いた。

「なんだよー、スリム。こんなところに引っぱってきて。俺は忙しいんだからな」

「薪なら、もう十分割ったでしょ」

　横合いから、シャラが言う。

　呆れたような口ぶりなのは、台所の裏手で、屋根よりも高く積み上げられた薪の山を、実際に、その目で見ているからだ。

『この調子なら、明日の朝までには、町中の薪を、みんな割っちゃうわね』

　と、シャラは、その時、思ったものだ。

　さらに、こうも思った。

『一週間あれば、世界中の薪も割っちゃうわね。きっと』

　そして、ひとりでクスクス笑った。

　もちろん、コロナにしても、薪割りに人生の意味と目的を発見した、などとゆーわけではない。
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　基本的に、体を動かしていることが好きなだけなのである。

　シャラは、ポツンとソファに取り残されて、不安そうにしているお美しい姫君を、チラリと盗み見た。それから、斧をかついだ姫君の方に、視線を移す。頭につく字は、どっちも『お』だが、似ているのは、そこまでだ。逆に言えば、それしか共通点がないのだ。驚くべきことであった。

　──あんたって、つくづく、規格から外れた姫だったのねー。

　その事実に、今さらながら、深い感動（どういう種類の感動かは別として）を覚える、シャラであった。

　すると、まるでその心の動きを読んだみたいに、コロナが、くるっと振り返った。

　──また何か考えてやがんな。

　ムッとした顔つきだ。

　それに応えて、シャラが、にっこりとお愛想をしてみせる。

　その時。

「ああっ……!!」

　小十郎が、奇き天て烈れつな叫び声をあげた。

　唐突な理解に達したらしい。震える指先は、まっすぐコロナに向かっている。

「なんだ、てめー」

　コロナが、不興気な目で睨にらみ返した。

「そ、そのガサツな言こと葉ば遣づかい……。うっとりするほど乱暴な物腰……。も、もしかして……、あなたは……」

「ガサツで悪かったなー」

　押し殺したような声で、コロナが、ボソッと呟く。

　本人が一番気にしていることだ。他人からとやかく言われる筋合いはない。特に、この町に来てからは、何かというと、ニセ物の姫と比較され、面白く思っていなかったコロナである。

　スリムが、とっさに間に割って入らなかったら、小十郎は、間違いなく斬られていた筈だ。

「まあまあ。──ここは、ひとつ、穏おん便びんにね。コロナちゃんも、そんな顔しないで」

「コ、コロナ……。やはり」

　小十郎は、次の瞬間、三メートルも後ろへ飛び退すさって、床に額をこすりつけた。

「も、申し訳ありませんっ!!」

　事態をよくのみこめていないコロナをはじめとして、その場にいた全員……殴り合いに夢中になっていた顔役たちも……が、あっけにとられて、小十郎を見つめた。

　物問いたげな視線の集中砲火に、少しもたじろがないでいられるのは、さすが〈口先男〉スリム・ブラウン、ただ一人であった。

　スリムは、言った。

「あー、皆さん。何でもないんです。これには、ちょいと込こみ入いった事情がありまして。説明してる暇はないんですけどね。なにしろ、ほら、帝国軍が、すぐそこまで迫ってる時でしょ？」

　帝国軍という言葉がきいた。

　名門フレイヤー家の家宰ともあろう者が、どうして、臨時傭やといの薪割り娘に平伏しているのか？

　そんな理由を詮せん索さくしている場合ではない。

　事は、町の存亡に関わっている。

　再び、あちこちで議論が始まりそうな気配に、スリムが、先手を打って言った。

「えー、そういうわけなんで、皆さん、申し訳ないが、ちょいと席を外していただきたい[image: ン]。姫君が、これから、作戦をお立てになるそうですから」

「おや？　お前は、たしか、今日入った、うちの下働きじゃなかったのか？」

「あ。こりゃ、ご主人。──ええ。さっきまでは、お宅の下働きだったんですけどね、宴会の席でスカウトされまして、お前は見所があるよ、か何か言われまして、えっへっへ、いやもう、大変なん[image: ス]から」

「ああ。そりゃ大変だな。こんな時だ。しっかり姫をお守りするんだぞ」

「まかしといて下さいよ」

　無責任に請け合いながら、スリムは、体全体を使って、ヤジ馬たちを部屋の外へ追い出した。

　背中でドアを閉め、ホッとため息をつく。

　シャラが、小さく拍手して、言った。

「御見事」
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「実は、私、その昔、お城で働かせていただいたことがあるんです」

　人気のなくなった部屋で、小十郎は、話し始めた。

　今回、床に正座しているのは小十郎で、ソファは、コロナが独占していたが、どうにも居心地が悪そうだ。

「お城って、うちの城か？」

「へえ。左様で」

「ふーん。それで、俺の顔を知ってたのか」

「ええ、まあ。──もちろん、親しくお声をかけていただいたことはないんですが、廏うまやの掃そう除じをしておりましたから、ただ、一度だけ、コロナ様が遠乗りにお出掛けの際、馬の轡くつわをとらせていただいたことがあります」

「ふーん」

　コロナには、全く覚えがなかった。

　フレイヤー家くらいの名門ともなると、使用人は、ほとんどが世襲制で、親のやっていた仕事を、そのまま子供が受け継いでいく。だから、よほどの下っ端か、新規召し抱えの小者でない限りは、少しは顔に見覚えがある筈だった。小十郎は、よほどの下っ端だったらしい。

「なるほど……。だから、やけにフレイヤー家の事情に詳くわしいんだな。セリフ回しも板についてたし」

　と、スリム。

　小十郎は、再び、床に額をこすりつけた。

「面めん目ぼく次第もございません。──ヴァルマーとの戦争いくさのおりには、私、他所よその町へ使いに行っておりまして、帰ってみたら、すでにお城は落城。殿様は御自害され、姫君も行方ゆくえ知れずという有様で」

「その時に印いん籠ろうを拾ったんだ？」

「申し訳ありません。こ、これは、お返しいたします」

「いらねーよ、そんなもん。欲しけりゃ、ずーっと持ってろ」

「え、しかし、父上様の御形見なのでは？」

「なにが形見なもんか。──あのクソ親父おやじ」

　父親の話となると、とたんにコロナの機嫌が悪くなる。コロナが、こんな男らしい娘に育ったのは、みんな父親の趣味から出たことだからだ。おかげで、ガサツだの何だの言われなきゃならない。

　コロナは、ムカムカしてきた。

　その雰囲気を察したのだろう。小十郎の後ろで小さくなっていたユリウスとニセの姫君が、おびえたように体をすくめた。

　シャラが、あわてて口を出した。

「まあ、ほら、昔のことなんか、どーでもいいじゃない。それより、これからよ。どうすんの？」

「どうぞ御成敗をお願いします」

　小十郎は、殊勝に頭を下げた。

「よし、わかった」

　コロナは、簡単にうなずくと、立ちあがってムラマサを引っこ抜いた。

　切っ先を小十郎の喉のど元もとにつきつけると、言った。

「覚悟はいいな？」

　小十郎は、ガタガタ震え始めた。

　ああは言ったものの、いざ斬られるとなったら、人間、冷静でいられるものではない。

　しかし、小十郎は震えながらも、かろうじてうなずいてみせた。

　成り行きをハラハラしながら見守っていたヤマトが、となりにいるシャラの袖そでを引いて、言った。

「ま、まさか、コロナさん。本気で成敗するつもりじゃ……」

「本気かもね。だって、お願いされちゃったんだもん。イヤとは言えないでしょ？」

「あー、しかし。いくらなんでも……」

「コロナの声望がどうとか言ってたの、誰？」

「いや。それにしても、いきなり処刑するってのは……。こういうことは、やはり、それなりに手順を踏んでですね」

「証人を呼んで、弁護士もつけて、きちんと裁判をやってってこと？」

「ええ。まあ。理想を言えば。──でも、シャラさん。どうして、そーゆーことご存知なんですか？　この世界には、ないんでしょ？」

「ないわよ。でも知ってんの。なんでかって訊きかないでね。あたしにも判わからないんだから」

「はあ……」

　ヤマトは、首をひねった。

　コロナが、動いた。

　ムラマサを大上段に振りかぶる。

　その時。

「なんだ、今の音は？」

「銃声……？」

「帝国軍の奴ら、もう来やがったのか？」

　シャラとスリムが、顔を見合わせた。

　大刀を振りかぶったままで、コロナが、言った。

「何か、近づいてくるな」

　　ぐわっしゃ～～ん

　大音響と共に、部屋の一方の壁が崩れ落ちた。

『夜分、失礼します』

　ガルディーンだ。

「何度言ったらわかる。お前は、建物の中に入るんじゃない」

『いや、それなんですがね。どうも、この町の兵隊らしい連中が、旅籠を取り巻くような動きを見せてるもんで。その上、私に爆弾を仕掛けようとした奴もいまして。まあ、一応、念のために、お知らせしておこうかと』

「なんだと？」

「そうか。わかった」

　スリムが、ポンと手を打って、言った。

「あいつら、算盤そろばんをはじきやがったんだ。近づいてくる帝国軍は、少なくとも一個大隊以上。こっちはたった三人。──常識で考えりゃ、どっちにつくのが得か、一目瞭りよう然ぜんだもんな」

「常識で考えれば、ね」

「さすが商人あきんどの町だ。──そこに気づくとは、実に頭がいい」

「掌てのひらを返すって、こういう時に使う言葉なんでしょうね」

　と、今度ばかりはヤマトも落ち着いたものである。もともとが軍人だし、それに、コロナと共に何度か実戦を経験すれば、裏声で悲鳴をあげる必要のないことは、いやでもわかってくるからだ。

　外から何やら鬨ときの声こえのようなものが聞こえる。

「連中、そこにいる姫君を差し出して、帝国に取り入ろうって魂胆なんだろうな」

　スリムに指さされた姫君は、そう聞いただけで、気を失いかけた。

　次の瞬間。

　コロナが、刀を振りおろした。

　ぶんっ。

　凄せい絶ぜつな太刀たち風かぜをまともに受けて、小十郎がのけぞった。

　蒼そう白はくな顔にとまどいの表情が、浮かぶ。

　意外なことに、どこも痛くない。

　ムラマサの切っ先は、正確に、小十郎のネクタイの結び目だけを断ち切っていたのだ。

　刀を鞘さやに納めながら、コロナが、言った。

「貴様。──剣は扱えるか？」

「は、はいっ。もちろん」

　小十郎が、勢いこんで言う。城に勤めていた者ならば、兵士としての訓練は、必ず受けているものだ。

「ですが、コロナ様……」

「そこにいる姫は、貴様が守るんだ」

　と、コロナは、言った。

　そして、バーダックの包囲軍を蹴散らすために、一歩、足を踏み出しながら、こうつけ加えた。

「戦場に水玉のネクタイは似合わんぞ」
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　コロナ討伐隊、旗艦パンタグリュエル。

　ここは、その戦闘Ｃ指揮室ＩＣである。

　シチュエーション・パネルには、地上勢力も含む討伐軍各隊の位置と、その移動方向が、残らず示されている。その前で、まんじりともせずに、夜をすごしたアルタミラであった。

「申しあげます」

「なんだ」

「先発した威力偵察部隊から、バーダックの情報が入りました」

「コロナを見つけたか!!」

　アルタミラが、思わず立ちあがった。

　その勢いに、たじたじとなりながら、伝令兵は、言った。

「えー、それが……」

「どうした。早く報告せんか」

「ないそうです」

「ない……？」

「はあ」

「ないとは、どういう意味だ。コロナは、バーダックにいるのか、いないのか。どっちなんだ!!」

「いや、つまり……」

　伝令兵は、口ごもった。

「バーダックそのものが、どこにも見あたらないそうで、ただ何か瓦が礫れきの中に、信じられないほど厖ぼう大だいな量の薪が、山積みにされているだけだとか……」

「…………」

「あのー。アルタミラ様？」

「…………」

「現場の指揮官が、どうすればよいのか、今後の指示を求めておりますが……？」

　アルタミラは、聞いていなかった。

　徹夜明けの疲れが残る顔に、目だけを光らせて、虚こ空くうを睨みつけている。

「コロナ・フレイヤー」

　一語一語を、岩に刻み込むように、アルタミラは、誓った。

「地の果てまで、追いつめてやる!!」
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　再び、旅の空である。

「西へ行くやら、東へ行くやら」

　スリムが、妙なフシをつけて、歌うように言った。

　本人たちも、そこんとこは、まるでわかっていないが、さほど心配している様子もない。

　大おお股またに歩くコロナのとなりに、シャラが並びかけながら、言った。

「ねえ、コロナ」

「んー？」

「ちょっと訊いていい？」

「なんだよ」

「あの時、邪魔が入らなかったら、あいつらを斬ってた？」

　コロナは、シャラをチラリと振り返った。

　すぐに、まっすぐ向き直って、ずんずん歩きながら、言った。

「さあな」

「正直に言いなさいよ」

「わかんねーよ。ただ……」

「ただ、何？」

　コロナは、小さく肩をすくめて、言った。

「邪じや魔まが入ってくれて助かったよ」

「なるほどねー」

「なんだよ、それ。──おかしな笑い方するんじゃねーよ。気持ち悪いなー」

「あんた、やっぱり、お姫さまには向いてないわ」

「うるせーな。ほっといてくれ」

　コロナはやけになって、歩く速度をぐんと早めた。

　その後ろ姿に向かって、シャラが、言った。

「でも、王キングの素質は、あるかもねー」

　しかし、その声は、前を行くコロナの耳には届かなかった。

「あの三人。今ごろ、どーしてますかねえ」

　ヤマトが、ひとり言のように呟く。

　のんきな顔で、ふらふら歩きながら、スリムがそれに応こたえて、

「さあなー。案外、また、別の町で、同じことやってんじゃないか？」

　事実、その通りであることを、コロナたちが知るのは、わずか一週間後のことになるのだが、それはまた別のお話。

　とりあえずは、風の向くまま気の向くまま。

　珍道中は、行きあたりばったりに、続いていくのである。







　次回予告







　おらー、たしかに見ただよ。

　山の中の湖で、コロナたちを待ち受ける謎の村長。

　数々の伝説を生んだコロナ・フレイヤーの足跡に、またひとつ、新たなる伝説がつけ加えられる。

　次回、『恐竜天国』。

　森トンカツ、泉ニンニクって、そんな古いシャレ、いったい何人の読者がわかるというのだ？
















　　　　１




　最初に気づいたのは、スリムだった。

「あれは、なんだ？」

　スリムが指さす方向を、しかし、誰だれも見ていなかった。

　てんでばらばらな答えが返ってきた。

「蓑みの虫むしじゃねーか」

　と言ったのは、コロナである。

　目の前の木の枝に、蓑虫がぶら下がっていたからだ。

「祠ほこらのようですね」

　ヤマトが、言った。

　ヤマトが見ているのは、林の奥の方にある、朽くちかけた建物だった。

「ずいぶん古いもののようですけど、あれがどうかしましたか？」

『鳶とんび、鳶。ただの鳶。脅きよう威いレベルはゼロ』

　ガルディーンは、空を見上げていた。

　上空では、鳶がくるりと輪をかいており、それをバスター・キャノンの砲口が自動追尾している。

　シャラは、自分たちが辿たどってきた山道を振り返りながら、のんびりとうなずいた。

「いい景色よね。絵葉書にするといいんじゃない？」

　スリムは、髪をかきむしりたくなった。

　そろいもそろって、どうやったらこれほど見事に的外れな答えができるのか、スリムには、理解できなかった。

「違う！」

　スリムは、右手を振り回した。

「あれだよ、あれ！」

「どのあれ？」

　と、シャラが聞き返した。

　道の周辺には、ざっと見回しただけで、『あれ』と書かれた矢印が、少なくとも百個以上はあった。

　誰が、なぜ、そんなことをしたのか？

　説明は一切ない。

　そこらじゅう、あれだらけだった。

「羊の肉は、羊くさい」

　コロナが、また別のあれに注目しながら、真ま面じ目めな顔つきで、とんちんかんなことを口走った。

　人間が、どこまで間抜けになれるかを競う世界大会で、俺おれたちは十分に上位を狙ねらえるに違いない、とスリムは思った。

　スリムは、それぞれ違うあれに気を取られているコロナたちをその場に残して、ひとり、足を進めた。

　絵に描いたような湖が見えた。

　山の湖である。

　神秘的な色をたたえる、その湖面に、何か動くものがあった。

　鎌かま首くびを持ち上げた蛇へびのような形をしている。

　──まさか。

　もう一度よく見ようと、スリムが目をこらした時には、もう姿がなかった。

　ほんの一瞬のことだ。

　しかし、目の錯覚などではありえなかった。

　その証拠に、湖の表面には、まだ消えずに残っている大きな波紋が、はっきりと見えていたからだ。

　──ここは、スコットランドの高地だろうか？

　スリムは、考え込んだ。

　その時である。

　背後に、どんよりと人の気配がした。

「見ましたね？」

　スリムは、わっと叫んで飛び上がった。

　空中で百八十度回転して着地した。

　目の前に、男の顔があった。

　下から懐中電灯で照らしているが、昼間なので、思ったほどには効果はあがっていない。

　そのことに気づいたのか、男は、そそくさと懐中電灯をしまうと、ひとつ咳せき払ばらいをしてみせた。

　年齢は、四十前後。

　日に灼やけていて、ちょっと年齢の見当がつけにくい顔だ。

　こざっぱりした作業服姿で、首に手ぬぐいを巻きつけ、麦わら帽子を背中にたらしている。

　どうやら、このあたりの百姓らしいが、それにしても、言動が意味不明である。

　意味のないギャグは、スリムも得意とするところだが、この男の場合、そういうのとも、ちょっと違うようだ。

　──勝負しようってのか？　こいつ。

　スリムは、両方の拳こぶしをあげて、油断なく相手を見つめた。

　意表をつかれないように、防御を固めたのである。

　下らないギャグは、直撃を喰くらうと、命取りになりかねないからだ。

　スリムは、ハードボイルドに、口の端っこから、言った。

「先に抜きな」

　男は、畑から大根を抜いてきた。

　見事な攻撃だ。

「引き分けにしといてやるぜ」

　と、スリムは、言った。

　男は、うなずいた。

　お互いを、尊敬できる好敵手として、認めあったしるしである。

　スリムの脳裏に、『一いち期ご一いち会え』という言葉が、不意に浮かんだ。

「縁があったら、また会おう」

　スリムは、名前も告げずに、立ち去ろうとした。

　その方が、かっこいいと思ったからだ。

　すると、男が、スリムを呼び止めた。

　近寄ってきて、言った。

「見たんでしょ？」

　ねばっこい視線である。

　スリムは、顔の前でクモの巣を払うような手つきをした。

　体を引き気味にして、言った。

「見たって、何を？」

「見てしまったんでしょ？」

　と、男は、くり返した。

　知ってるんだぞ？

　こちらをじっと見つめている男の目が、かすかに笑いを含んで、そう語っている。

　背はスリムの方が高かったが、男の声には、まるで、頭の上から真っ黒い何かが覆い被かぶさってくるみたいな、恫どう喝かつ的とも言える響きがあった。

　──もしかしたら、見てはいけないものを、見てしまったんだろうか？

　スリムは、大急ぎで考えた。

　起。山奥の閉鎖的な村。

　承。本人たちも忘れてしまった下らない理由から、かたくなに、ある秘密を守り続けている人々。

　転。その秘密を、うっかり目撃してしまった間抜けなよそ者。

　結。凄せい惨さんな結末。

　…………。

　スリムの口の中が、一瞬にして干あがった。

　怖い考えのドミノ倒し状態だ。

　スリムは、逃げ腰で言った。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「やっぱり、見たんですね？」

「いや」

　スリムは、ぶんぶん首を振った。少しずつ後ずさりしながら、

「み、見たと言うほど、はっきり見たわけじゃないし。それに、俺、物覚えが悪くて。す、すぐに忘れるから。大丈夫。ほら、もう忘れた」

　あははは。

　スリムは、たしかに忘れましたという証拠に（それで男が納得するとは思えなかったが）、広げた掌を頭の両りよう脇わきでひらひら動かして見せた。

　予想通り、男は納得しなかった。

　むしろ、けげんそうな顔で、言った。

「どうして、そんなに否定するんです？　あなたは、見たんだ。──そうでしょう？」

　スリムは、追いつめられた。

　視界のすみに、コロナたちがいる。

　シャラが手て真ま似ねで『先に行くわよ』と伝えてきた。

　──薄情者め。

　と、スリムは思った。

　男が、スリムの視線を辿って、そちらを振り返った。

「お連れさんですか？　ひょっとして、あの方たちも、あれをご覧になった……？」

「いや、連中は見ていない」

　スリムは、うっかり口を滑らせた。

　男の顔に、勝利者の笑みが浮かんだ。

「お連れさんたちは、見ていない」

　男は、ゆっくりとうなずいた。

「しかし、あなたは、見た」

　スリムは、やけくそになって言った。

「わかったよ。見たよ。見ましたよ。見ちゃいけねーのか」

「認めるんですね？」

「その前に断っておくけど、俺たちは強いぜ？」

「それは結構」

「なんだと？」

　スリムの質問は、ていよく無視された。

　男は、少し考えてから、言った。

「どうでしょう？　もしお急ぎでないのなら、うちの村にお立ち寄りいただけませんか？　これから日も暮れますし、山の夜道は、何かと物騒ですから」

「あんたの村？」

「はい。あそこに見えてる、湖のすぐ近くで、スコタ村と言います」

　酒はうまい。眺めはいい。その上、ねーちゃんもきれいだと、男は、自信ありげにつけ加えた。

　まるで、旅はた籠ごの客引きみたいな口調だ。

　スリムの本能が、警戒信号を発した。──話の持って行き方が、どうも不自然だ。罠わなの匂においがする。酒を飲ませて、酔っぱらったところを、出刃包丁で、後ろからぐさっと……。

「悪いけど、急いでるんだ」

「おや。それは残念」

　男は、首をわずかに傾けると、聞こえる程度の小声で、ぶつくさ呟つぶやいた。

「うちの村では、あれを見た者は、一生幸運に恵まれるという言い伝えがあって、その夜は、飲めや唄うたえのどんちゃん騒ぎでお祝いするしきたりなのに……。しかし、お急ぎのところを、無理にお引きとめしても何だし」

「誰が急いでるって？」

　そう言ったのは、スリムではない。

　シャラである。

　百メートル向こうから、どんちゃん騒ぎという言葉を聞きつけて、飛んできたのだ。

「スリム。──あんた、せっかくのご招待なんだから、遠慮するのは失礼にあたるわよ？」

　もっともらしい口調の裏側に、シャラの本音が隠されていた。

『ただ酒！』

　スリムは、精一杯の抵抗を見せて、言った。

「だけど、回り道になるぜ？」

「いいじゃん。別に、何かあてがあって旅してるわけじゃないんだしさ。──ねえ、コロナちゃん？」

「俺は構わねーぜ」

　コロナは無造作にうなずいた。

　──どーせ、本編の第三巻が出るまでは、ずっと暇なんだ。

　シャラが、にっこり笑って、言った。

「じゃ、決まりね」
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　森と湖に囲まれたスコタ村。

　主要産業は、ニンニクの栽培。

　名物料理は、トンカツである。

　そして、ここには、もうひとつ名物があった。

　スリムが目撃した、例の一件が、それだ。

　村の入り口には、『歓迎！　龍りゆう神じんの里──スコタ村へようこそ！』という、巨大な看板が立ててあった。

　──めったに人も通らないような、こんな場所に看板を出して、いったいどんな意味があるんだろう？

　スリムは、首をひねりながら、看板の前を通りすぎた。

　そして、一歩村に入ったとたん、あきれたように口を開いた。

「なんてことだ。みやげ物屋まであるぞ」

　それも一軒や二軒ではない。

　道の両側にずらりと並んでいるのは、その類たぐいの店ばかりなのだ。

　湖の主は、スコッシーと呼ばれているらしく、全すべての店先にスコッシーせんべいやスコッシーもなか、スコッシー金太郎飴あめなどが、山と積まれていた。

　ぬいぐるみもあれば、スコタ湖のペナントもある。

　友情と書かれた温度計付きの置物。

　自分の名前を刻印できる記念メダル。

　Ｔシャツにトレーナー。

　おみやげの定番商品が、ことごとくそろっていた。

　いくつかの店には、『スコッシーを見た方には、公式の認定証をさしあげます』と貼はり紙がしてあった。

　湖をバックに、パネルから顔を出して撮る記念写真も、当然あった。

　そして、広場の有線放送のスピーカーからは、わけのわからない民謡調の曲が、絶え間なく流れ出していた。

　いずれも、観光地の必ひつ須すアイテムばかりである。

「やけに行き届いてる」

　と、スリムが言った。

　その声にうなずいてみせながら、シャラが、

「でも、お客さん、一人もいないわよ？」

「そうだなあ」

　ぼんやりあたりを見回していたスリムが、不意に言った。

「客ができたみたいだぜ？」

　店先を顎あごで示しながら、小さく笑った。

　コロナとヤマトが、そこにいた。

　ヤマトはともかくとして、コロナは、こういう場所は初めてである。

　十二色のボールペンだの、ペアのマグカップだのを、物珍しそうに手にとって眺めている。

　その隣では、ヤマトが、自分の星を思い出しながら、感慨にひたっていた。

「観光地って、万国共通なんですかねー。そういえば、世界中の観光みやげって、どこか下町の方の小さい町工場が、一社で引き受けてるって聞いたことがあるけど、あの噂うわさ、本当かもしれませんねー」

「なあ、おい」

「なんですか？」

「こういうものに、どんな実用性があるんだ？」

「コロナさん」

　と、ヤマトは、きわめて厳粛な顔をして、言った。

「こういうものには、どんな実用性を求めてもいけないんです」

「じゃあ、何の役に立つ？」

「いいんですよ。記念品なんですから」

「記念品？　討ち取った敵将の首を、塩しお漬づけにして、とっておくようなものか？」

「し、塩漬け……」

　ヤマトは、めまいでもこらえてるみたいに、片手で額のあたりを押さえながら、ため息をついた。

　──年とし頃ごろの女の子が、こんな殺さつ伐ばつとしたことで、いいんだろうか。

　もちろん、それはコロナのせいではない。彼女が、年頃の女の子みたいに振る舞っていたら、今頃は、とっくに死んでいるはずだ。問題は、世界の方にある。

　ヤマトは、気を取り直して、言った。

「えー、まあ、そーゆーのとは、ちょっと違うような気がしますけど、でも、まあ、似たようなもんですかね？」

「ふーん」

　あまり納得した顔つきではなかった。

　思い出の品を、何か身の回りに置いておくという習慣が、コロナには最初からない。

　なくて幸いだと、コロナは考えていた。

　かつて、フレイヤー城には、父親が収集した『前世紀の遺物』という名の記念品が、馬に食わせるくらいあって、そのどれもこれもが、ひとつの例外もなしに、ことごとく下らないものばかりだったからだ。

　コロナは、みやげ物屋の店先を離れて、またぶらぶらと歩き始めた。

　ヤマトがやや遅れて追いついてくる。

　見ると、何かの包みを手にしていた。

「なんだ、それ？」

「え？　いや、ちょっと……」

　ヤマトは、恥ずかしそうにしながらも、その場で包み紙を開いて見せた。

　プラスチック製の二つの玉が、紐ひもの両端にくっついているだけのシロモノだった。古代の狩猟民族が、鳥や小動物を狩るのに使っていた道具と同じ構造だが、そういう目的に使うのではなさそうだった。

　ヤマトは、紐の真ん中を持って、手首を小刻みに上下させた。二つの玉が、空中で互いに激しくぶつかりあって、けたたましい音を立てる。

　ヤマトは、言った。

「アメリカン・クラッカーってゆーんですよ。子供の頃、流行はやりましてねえ。懐かしかったんで、つい買っちゃいました」

　それに対して、コロナは、無表情に小さくうなずいたのみで、あえて感想は口にしなかった。

　──世の中には、あーゆーことを、面白いと感じる人間もいるんだな。

　と、コロナは、考えていたのだ。

　それから、軽く肩をすくめながら、心の中で、こうつけ加えた。

　──まあ、高い塔の上から、足にロープを付けて飛び降りるのが面白いと思う奴やつだっているわけだし……。

「どうかしたんですか、コロナさん？」

　ヤマトが、何かひどく心細そうな顔をして、こちらを見つめていた。

「いや、別に」

　コロナは、首を回して、シャラたちの姿を捜した。

　いた。

　歩き出しながら、誰にともなく、コロナは、呟いた。

「腹が減ったなー」

　山の稜りよう線せんに、日が落ちようとしていた。
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　宴会が始まる前に、スリムは、スコタ村の村長から、直々に、公式認定証なるものを頂ちよう戴だいした。

　セレモニーが行なわれている間中、スリムは、浮かない顔をしていた。

　認定証と言っても、ただの紙切れにすぎない。その上、村長というのが、例の『見ましたね？』の男（名前は、オハラ）だったこともあって、一向に、ありがたい気分になれないのだった。

　シャラが、スリムの脇わき腹ばらを肘ひじでつつきながら、小声で言った。

「少しは、うれしそうにしたら？　村の人たちに悪いじゃない」

「いやな予感がするんだ」

「それは大変。忘れないようにメモしとかなきゃ」

「まあ、見てろよ。適当に酒が回ったところで、オハラの奴が、何を言い出すか」

　スリムは、確信ありげに、きっぱりとうなずいてみせた。

　やがて、テーブルの上に、世界中の人類を三十回は胸焼けに出来るほどの、膨ぼう大だいな量のトンカツが並べられた。

　宴会が始まった。

「なんで、トンカツばっかりなんだ？」

　コロナの、ぼやく声が聞こえた。

　オハラが、答えている。

「あいすみません。これが、村の伝統料理なもので。──うちの爺じいさんが生きていたら、その理由を説明できたと思うんですが、今となっては、もう……」

　口振りからすると、オハラの家は、代々、この村の長を務めてきた家柄のようだった。宴会に出席した村人たちの態度からも、それがわかる。

　ひとりの年寄りが、スリムの前に来て、脈絡のない昔話を始めた。

「あれは、わしがまだ夕焼けだった頃のことじゃ。弟は小焼けで、妹は霜しも焼やけじゃった」

「はあ……。（どこかで聞いたことのあるフレーズだな）」

「スコタ湖の畔ほとりで、木を切っておると、手が滑って、斧おのが水の中に落ちてしまった」

「すると、水の精が出てきて、おまえの落としたのは、この金の斧か、それとも、銀の斧かって聞いたんですね？」

　爺さんは、返事をしなかった。

　最初から、スリムの言うことなど、少しも気にとめていないのだ。

　どこか遠くの空を見つめたまま、爺さんは、やがて、ほうとため息をついて、言った。

「あの斧は、まだあそこに沈んでおるんじゃろうか？」

「…………」

　スリムが黙っていると、爺さんは、また同じ話をくりかえした。

　仕方がないので、スリムが適当なあいづちを打っていると、そこへ別の年寄りがやってきて、自分の戦争体験を語り始めた。

　大昔、隣国との闘いに、雑兵として駆り出されたことがあるのだった。

　さらに、もう一人。

　また一人。

　次々と年寄りが集まってくる。

　その一人一人が、すり切れたレコードのような昔話を、それぞれ後生大事に抱えているのだ。

　──誰か、相手を代わってくれないかな？

　スリムは、救いを求める視線を、周囲にめぐらせた。

　オハラを見つけた。

「どうなってるんだ、これは」

　スリムは、文句を言った。

「若くてきれいなねーちゃんなんて、どこにもいないじゃないか。年寄りばっかりだ」

　オハラは、やり手の弁護士みたいな口調で、うちの村の女の子は、みんな美人ですよと保証してみせた。

「ただ、若い者は、町に出で稼かせぎに出ていて、今、ちょっと留守にしてまして」

　あらかじめ用意してあった言い訳に違いなかった。

　──この！

　辛しん辣らつなことを言い返してやろうと、スリムが口を開きかけた時だ。

　大気が震えた。

　腹に響く咆ほう哮こうが、長く尾を引いて、夜空に消えていく。

　何か巨大な生物が、月に向かって吼ほえているような声だ、とスリムは思った。

　声は、湖の方向から聞こえてきた。
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　宴席は、一瞬にして、静まり返った。

　声高に昔話に興じていた年寄りたちも、口を閉じ、互いの顔を黙って見つめ合っている。凍りついたみたいな表情だ。

　その場の雰囲気は、スリムの目には、奇妙なものに映った。

　──みんな、どうして、そんなに驚いているんだろう？

　怯おびえているようにさえ見える。

　理屈に合わなかった。

　彼らがスコッシーと称しているもの（それが本当のところ何なのか、スリムは知りたくもなかったが）を、一種の観光資源として、村おこしの材料に使っていることは明白である。

　今のところ、その試みは、あまり成功しているとは言えないにしても、村人たちにとって、スコッシーは、まわりの山々と同じくらいに古い顔かお馴な染じみのはずだ。

　鳴き声くらいで、何を驚くことがあるのだろう？

　それとも、さっきのは、また別の何かだったのか？

　スリムは、オハラを振り返った。

　オハラは、少し気の毒そうな表情を浮かべて、スリムを見つめていた。

「こんなことは、本当はやりたくないんですが、村の発展のためです」

「なんだって？」

　不意に、スリムは気づいた。

　いつのまにか、シャラたちのにぎやかな声が聞こえなくなっているのだ。

　見ると、三人とも、床に倒れて、気持ちよさそうに眠っていた。

　非常識な話だが、どうもトンカツに睡眠薬か何かが、仕込んであったらしい。

　スリムは、その昔、揚げたてのトンカツを急いで食べようとして、血を吐いたことがある。パリパリの衣ころもで、喉のどの奥を、ざっくり切ったのだ（実話）。

　それ以来、トンカツに対して、ある種の警戒心を常に抱いており、今こ宵よいは、それがスリムに幸いした。

[image: ]

「俺たちを、どうするつもりだ？」

　スリムは、嫌々ながら訊たずねた。

　特に興味があったというわけではない。

　他のセリフを思いつかなかっただけのことだ。

「村おこしですよ」

　と、オハラは、答えた。

　どこか後ろの方から、赤い幟のぼりを引っぱり出してきて、スリムの方に広げて見せた。

「こいつを、街道沿いに、ずらっと立てようと思ってるんです」

　幟は、風ふ呂ろ敷しきを半分にして縦につなげたくらいの大きさで、赤地に白抜きの文字で、こう書いてあった。

『スコタ村、第一回生いけ贄にえ祭り！　絶賛開催中！』

「生け贄祭り……」

　スリムは、げんなりした顔で天を仰いだ。

　オハラは、ピンク色のお祭り提ぢよう灯ちんを手にして、うれしそうに、言った。

「こういうものも、用意してあります。あと、万国旗とか」

「手回しがいいんだな」

「いつでも始められるように、準備だけはしておいたんですよ」

「なるほど。──足りなかったのは、生け贄だけってわけだ」

「まあ、そうです」

　と、オハラは、うなずいた。

「あなたたちが現われなかったら、村人の中から、抽選で誰かを選ばなければならないところでした」

　年寄りの一人（最初に、昔話を始めた爺さんだった）が、よろよろ近づいてきて、言った。

「年に一度、湖の龍神様に生け贄を差し出すのが、この村の昔からのしきたりなのじゃ。それを怠ると、怖おそろしいたたりに見舞われると言われておる」

　なまんだぶ、なまんだぶ。

　爺さんは、両手を合わせて、スリムを拝み始めた。

　他の年寄りたちも、御同様だ。

　念仏の大合唱が始まった。

「縁起でもねー真似はやめろ！」

　スリムは、悲鳴をあげた。

「何がしきたりだ。何が言い伝えだ。──たった今、思いついたくせに」

「どんな伝統にも、最初というものはありますよ」

　オハラが、もっともらしい顔つきで、ごたくを並べた。

「今回のイベントが成功したら、我々は、これを、村の年中行事として定着させるつもりです。村が昔のような賑にぎわいを見せれば、若者たちも、戻ってくる。あなた方は、伝説上の人物として、長くスコタ村の人々に記憶されることでしょう。私が保証します」

「少しもうれしくないぞ」

「お気持ちは良くわかりますが、これはもう、村の寄り合いで決まったことなのです。今さら、変更するわけにはいきません。なにしろ、パンフやら、代理店の手配やらで、準備に色々とお金もかかりましたしね」

「発案者は、あんたなのか？」

「村の発展を考えるのは、村長としての、私の義務です」

　オハラは、大見得を切った。

　本気で言ってることは、間違いなかった。

　つまり、スリムたちを、本気でスコッシーの昼メシにするつもりなのだ。

　いや。

　スリムは、思い直した。

　たぶん夜食だ。

「お祭りはいいけど、スコッシーちゃんが、何て言うかな？　人前でものを食べるのを、恥ずかしがるかもしれないぜ？　そうなったら、せっかくのお祭りも、ぶちこわしだ」

「たしかに」

　オハラは、認めた。

　窓辺に歩み寄ると、鎧よろい戸どをいっぱいに開け放った。

　青い月の光が、目の前に見えるスコタ湖を、鏡のように照らし出している。

　スリムは、見た。

　巨大な鎌首が、湖面で蠢うごめいている。

　それも、一匹や二匹ではない。

　湖の遥はるか沖合いまで、びっしりと埋め尽つくすほどの数だ。

　スコッシーの大群である。

　うんざりするような眺めだった。

　咆哮が聞こえた。

　信じられないくらい大きく開いた口の中に、素晴らしく尖とがった牙きばが二列、ずらりと並んで、スリムの運命に関する不吉な予言を、くり返し語っていた。

　オハラが、言った。

「実は私も、リハーサルの必要性は感じていたところなのです」

「ちょっと待て」

「本番には、そこの可か愛わいらしいお嬢さんが適任でしょうけど……」

　オハラは、平和な顔をして眠っているシャラ（[image: ♂]）を指さした。それからコロナ（♀）の方を振り返って、

「いやしかし、一部の観客には、こちらの美少年の方が、受けがいいかもしれませんねえ。──私としても、大いに迷うところですが、まあ、それは次の寄り合いで決めるとして、今は、リハーサルの件でしたよね？」

「ちょっと待てったら」

「賛成していただけると思うんですが、リハーサルは最低二回出来ますから……」

　そう言いながら、オハラはスリムとヤマトを、意味深長な目つきで見比べた。

　やがて、馬ば鹿かにしたようなため息をつくと、肩をすくめながら、オハラは言った。

「まあ、問題点があったとしても、そのつど直していけば、まず大丈夫でしょう」

「人の話を聞けよ」

「あいつも、私の爺さんの代には、一匹しかいなかったんですけどねえ。いつの間にか増えてしまって。──当時は、ずいぶん珍しがられて、観光客はもちろん、研究者や〈ますこみ族〉の方たちも、大勢いらっしゃいましたよ。その頃は、本当に、村人でさえも、めったに見られなかったのです。ところが……」

　と、オハラは、再び肩をすくめた。

「今や、ご覧の有り様でしてね。いつでも誰でも見られるとなると、有難みもないし……。その上、畑は荒らす、生ゴミはあさる。うっかり釣りでもしようものなら、逆に、こっちが釣り上げられちまう。それで何人犠牲になったことか。おかげで、村は、さびれる一方。──しかし、まあ、それもこれからは、だんだん良くなって行くだろうと、私は、信じていますがね」

「ご期待にそえなくて悪いが、そいつは、男だぜ？」

　オハラは、目をパチパチさせた。

　ワンテンポずれて、言葉が出てきた。

「何かおっしゃいましたか？」

「男だと言った」

「このお嬢さんが？」

「ああ」

　スリムは、厳粛にうなずいてみせた。

「もうひとつ。──そっちの子は、コロナって名前で、フレイヤー家の姫君だ。そうは見えないだろうけどな」

「フレイヤー家の……姫……？」

「こんな山奥でも、噂くらい聞いたことがあるだろう？　悪いことは言わねえ。その娘こだけはやめた方がいい」

　オハラは、突然、笑い出した。

　どこか、神経症的な感じのする、そんな笑い方だった。

「いやはや。何を言い出すのかと思ったら。──フレイヤー家の姫君ですと？　そういう高貴なお方なら、いっそうイベントが盛り上がることでしょうな！　これは、ぜひともパンフレットにつけ加えなくては」

　オハラは間違っているとスリムは思ったが、口には出さなかった。

　お祭りの当日。──薄物を着て、岩に縛りつけられた、色っぽくも哀れな（はずの）犠牲者が、鎖を引きちぎってスコッシーをぶん殴なぐり始めたら、やつも自分の間違いに気づくだろうからだ。

　オハラは、窓の外を眺めながら、さりげなく言った。
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「それにしても、一回目のリハーサルには、ちょうどいい月夜だと思いませんか？」
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　爺さんたちの縛り方は、おそろしく念の入ったものだった。

　スリムは、下地が見えないくらいロープでぐるぐる巻きにされた上、生け捕りになったタヌキよろしく、天てん秤びん棒ぼうにぶら下げられて、湖こ畔はんの船着き場へと運び出された。

「本番では、きちんとライトアップするつもりです」

　オハラは、熱心に計画を語った。

　観客席をどこに設けるか。

　前座は民謡ショーで、アンコールには、シャラが応こたえる。

　どのスコッシーが真っ先に食いつくか、トトカルチョも行ない、その収益で、立派な記念碑を建てる予定だ。等々。

　船着き場に近づくにつれて、湖の方向から聞こえてくる物音が、いっそう剣けん吞のんさを増したようだ。

　獲物の匂いをかいで、連中も、興奮しているらしい。

　水面のあちこちで、夜目にも白い水しぶきが、続けざまに上がっている。

　スリムは、なんとなくウナギの養殖場を思い出していた。

　水面から盛り上がるほど、エサに群れ集まってくる、あの凶暴な食欲をだ。

　スリムは、思った。

　目的のためには手段を選ばない、オハラの姿勢は、たしかに評価できる。

　ある意味では、すごく正しい。

　ただ、惜しむらくは、今度の場合、相手が悪かった。

　スリムを担いで行く爺さんたちの目の前に、突然、黒い影がぬっと現われたのだ。

　上の方から、声が降ってきた。

『珍しい格好をしてますね、スリムさん』

　Ｔ－[image: 178]〈お気楽〉ガルディーンは、巨大な脚部を一歩前に踏み出しながら、あくまでものんびりした声で、言った。

『私もまぜてくださいよ。なんだか楽しそうだ』

　村人たちの中にも、機動兵器を見たことがある者は、何人もいた。

　ただ、自発的に動き回り、下らない冗談を言うような機動兵器を見るのは、これが初めてだった。

　爺さんたちは、腰を抜かさんばかりに驚いている。

「誰も乗っていないはずだ。私は、ちゃんと確認したんだ」

　と、オハラが言った。

　声と膝ひざ頭がしらがシンクロして震えていた。

「なのに、ど、どうして……」

「いいところに来てくれたぜ、旦だん那な」

　スリムは、気安い口調で、言った。

「そこらの水ん中で、うようよしてるやつらが見えるか？」

『ええ。私のデータにはありませんが……。奇妙な生き物ですな。それが、どうかしましたか？』

「そいつら、コロナちゃんを食おうとしてるんだ。ついでに、この俺もな」

『食う？　つまり、栄養摂取を目的とした捕食行動のことですか？』

「そうだ」

『それは困りますね。私は、私のパイロットの生命に対して責任があります。コロナさんには、ただちに搭乗されることを、強くお薦すすめします。私の装甲なら、あの生物の攻撃は、百パーセント防御可能ですから。──ところで、コロナさんは、どこでしょう？』

「村長に聞いてみろよ。たぶん教えてくれると思うぜ？」

　ガルディーンは、オハラの真正面に移動した。

　そして、丁寧な口調で、コロナの居場所を訊ねた。

　スリムの言うとおりだったので、ガルディーンは、少し驚いた。

　こんなことは、めったにないからだ。




　　　　＊




　コロナたちは、結局、スコタ村に一週間滞在した。

　もちろん、待遇は最高だった。

　オハラは、平謝りに謝って、二度とこんな真似はしないと誓った。

「これからは、本業のニンニク栽培に力を入れます。昔の夢は、もう追いません。きっぱりと諦あきらめました。私は、私なりの、地道なやり方で、スコタを、この山一番の村にしてみせます！」

　コロナは、トンカツを食って、ただ眠っていただけなので、よく事情が吞のみ込めていなかったが、オハラが『してみせます！』と言い張っているのに、あえて異論をはさむこともあるまいと考え、ただうなずいてみせた。

　──なんという寛大な姫君だ。

　オハラは、感涙にむせんだ。

　見送りには、村人全員が参加した。

　ずいぶん行ってから振り返ってみると、まだ全員で手を振っていた。

　コロナも手を振り返したが、その後で、首を傾かしげながら、

「わからねーなー。何で、あんなに親切にしてくれたんだろう？」

「コロナちゃんのファンだったんじゃないの？　ね、スリム？」

　今回、ほとんど出番のなかったシャラが、つまらなそうに言った。

「そーそー」

「怪しいなー。何か隠してねーか？」

「とーんでもない」

　スリムは、白しらを切った。

　別に、本当のことを話してもよかったのだが、スリムは、互いに好敵手として認め合った、あのオハラという男が、妙に憎めなかったのである。

　──あんたが、コロナちゃんを男と間違えたことは、黙っておいてやる。あんたの才能を惜しむからだぜ、村長。

　すっかり見えなくなったスコタ村の方向に、スリムは、心の中で、そう語りかけた。

「何やってんのよ、スリム。ぐずぐずしてると、置いてくわよ」

　シャラの声が聞こえてくる。

　あわてて駆け出しながら、スリムは、『この終わり方って、典型的な道中物のパターンだな』と思った。
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　風の噂によると、その後、スコタ村は、大いに発展して、オハラも、町長と呼ばれるようになったと言う。

　町の主要産業は、ニンニクの栽培。

　名物料理は、トンカツである。

　しかし、なんと言っても、この町の最大の目玉は、『コロナ・フレイヤー腰掛け岩』であろう。

　一見、何の変哲もない、ただの岩だが、高札に貼はられた御ご由ゆい緒しよ書がきによれば、コロナ・フレイヤーが旅の途中、ここに腰掛けて、歌を詠よんだと言われている。

　そしてまた、腰掛け岩から望見できる湖は、コロナが剣を突き立てた地面から泉が湧わき出し、その水がたまって出来上がったものだと、スコタの住民全員が、口をそろえて保証している。

　彼らの証言を疑う理由は、どこにもない。







　次回予告







　人生、楽ありゃ苦もあるさ。

　って、そんなことロボットに言われたかーねーぞー。

　番外編の荒野を彷徨さすらう、コロナとガルディーン。

　その行く手に、待ち受けるものは何か。

　次回、『シェルブールの三度笠』。

　はっきり言って、決まっているのはタイトルだけだ。
















待っていた無謀大対談。


──『ガルディーン』の本篇はいつ、再開するのだろうか？




火浦　功

出渕　裕

ゆうきまさみ










　　　時をさまよう作家──深町君ふたたび、未来へ帰る？






出渕　しばらくでした。

火浦　どうも、しばらくです。ゆうき先生、本当に久しぶりですね。

ゆうき　この前の『ザ・スニーカー』（※注１）での座談会以来ですからね。いつだったっけ？

──　確か、一昨年の十月か十一月ぐらいではないかと。

ゆうき　えっ、そんなにたってるっけ？

火浦　約一年半ぶりか。

出渕　そういえば、前回もしゃぶしゃぶで、今回もまた、

ゆうき　しゃぶしゃぶですね。

出渕　変わりませんねぇ。

──　一応、すき焼きもありますが。

出渕　でもすき焼きは胃にもたれるから。

火浦　いいですよ、しゃぶしゃぶで（笑）。

出渕　これ、おふたりに差し上げます。

火浦　なんですか、これ？

出渕　まぁ開けてみてください。

ゆうき　おぉこれは。

火浦　ナイフですね。ほーっ、これはよく切れそうだな。

出渕　ビクトリノックスのアーミーナイフです。シャフト・エンタープライズのロゴマーク入りっていう。うちのアシスタントが、プライベートで限定生産したもんで……。

ゆうき　そういえば、この前の座談会でいろいろ話したけど、結局実現したのは、『パトレイバー』の終了だけ（笑）。

火浦　本当に五月に終わるんですか？

ゆうき　はい。

出渕　『スニーカー』でやった座談会とか、今回の文庫とかに使いまわし利かないもんね。

火浦　時事タネばっかりで。

出渕　そう、そう。

──　やっと本がでます。

火浦　そうらしいですね。

出渕　そうなんですよっ！　ってなんでおれが応えるんだ（笑）。えーと。『未来放浪ガルディーン』の。

ゆうき　座談会全集（笑）。それだと楽でいいな。全部まとめて一冊、文庫本で。

火浦　完全版として、省略してあるところを全部アレして。

出渕　まだ残っているやつとかいろいろ（笑）。あっ、そういえば、本篇も角川文庫からスニーカー文庫に移すの？

──　その予定ですが。

出渕　だったら『大熱血。』と『大暴力。』、あのカバー描かきなおしちゃダメ？　だってあれ、ずいぶん古いんだもん。

ゆうき　ぼくは、『スターライト☆だんでぃ』のカバーの描きなおしが、嫌で嫌でたまらないっていうのに（笑）。

出渕　出るの？

ゆうき　カバーだけ変えてね。

出渕　集英社から？

火浦　いまそれのゲラ直しをやっていますよ。

出渕　えっ、じゃあ続篇出るの？

火浦　当然、続篇も書いてくれと言われている。どうなるかわかりませんが（笑）。ただ今日久々に読み返しましたが、結構おもしろかった、自分で言うのもなんだけど。

出渕　『スターライト☆だんでぃ』はおもしろいと思うけどね。

火浦　話をすっかり忘れているからね。

ゆうき　それはおもしろい（笑）。

火浦　誰が書いたんだという感じで（笑）。

出渕　このネタ、『ザ・スニーカー』の「ぐわんばれ火浦功!!」の時も使ってたよ、読み返したら「他人の小説みたいで面白い」つーの……。で、担当は初めての人？

火浦　女の人。中学生の頃、『スターライト☆だんでぃ』の初版を買いましたという。

出渕　くーっそういうの多いんだ、多いのよ本当に、トホホ……。

ゆうき　ガーンだな。

──　担当といえば、『ガルディーン』のほうも、今度が三冊めですけど、火浦さんの担当は五人目です。

火浦　歴代の担当が次々と去っていくという（笑）。

出渕　でも、その中で、ちゃんと原稿取れたのって、小川さん（※注２）と高柳君（※注３）だけなんじゃないの？　なにか秘訣があるんだろうな、やっぱり。

ゆうき　『サンデー』の編集部は、人よく変わるから、ぼくなんかいま、担当十三人目だよ（笑）。

火浦　それも、すごいな（笑）。

──　高柳君が去って行った際に、うちの部署みんなで、深町君が未来に帰っていったって（笑）。

火浦　深町君っていえば。

出渕　フジテレビの「時をかける少女」でしょう。

火浦　「時かけ」って見てる？

出渕　撮って見てます。

ゆうき　おれもたまに見てる。

出渕　とりさんと話していて、きっと「はまります」と言われてしまった（笑）。「時をかける少女」っていうから、筒井さんも出ていることだし、小説版のほうやるかなと思って見たら、何と映画版のリメークみたいな。

ゆうき　そうそう。演技なんかもさぁ、映画とダブって見える（笑）。

火浦　映画の音楽使ってた？

出渕　久石譲を使っているのは知っているけど。映画の「時かけ」って、久石さんじゃないから違うと思いますよ。曲似ているけど。テレビの「時かけ」って、もしかしたら新曲って作ってないんじゃないかね多分。見ていると、あっこれ「人体Ⅱ」とか、これは「あの夏、一番静かな海」とかね（笑）。

ゆうき　筒井さんの演技が一番うまい（笑）。

出渕　だって一応舞台で役者もやっているから。

ゆうき　あれ、主人公の連中と比べたら、演技歴一番長いんじゃない？

火浦　まぁね、そりゃそうだ。

──　最大の問題点は、深町君より、吾朗ちゃんのほうがカッコいいという。

火浦　変な顔しているもんね、深町君。なんで高柳がやんないのかって思っちゃった、おれ（笑）。

出渕　でも、なんか未来人ぽくっていいんじゃない。見慣れると、あれ味になるんだな。あの彼、「二十才の微熱」に出てた彼だよな確か。

ゆうき　ぼくはテレビのキャスティングの方がいいですよ。あの吾朗ちゃんなら、ふられてもかわいそうじゃないな（笑）。尾美としのりの吾朗ちゃんて、かわいいところあったじゃない。

出渕　ひとりでハンカチの匂いをかいだり（笑）。

火浦　やっぱり見ちゃいますね。

出渕　原点ですからね。

ゆうき　「時かけ」って言われると、思わずうっとくる。

火浦　だって、あれでみんなと知りあったようなもんですからね。

出渕　そうですね。

ゆうき　ぼくは、みんなも見ているかなと思いながら見ていたんだけど……。やっぱり、みんな見てたな（笑）。





　　　時代劇特集です。






出渕　でも、今はビデオがあるからいいね。何度でも見れるから。とりさんの娘さんなんて、一日一回「となりのトトロ」見てるって言ってたよ（笑）。

火浦　おれの子供の頃は、ビデオなかったからな。頭で反芻するしかない。

ゆうき　集中度違ったよ。真剣に見てたよね。

火浦　親の声なんか全然聞こえないもんね。

ゆうき　映画館で「ガメラVSギャオス」見て、夜、家に帰ってきたら、その日のうちに、「ガメラVSギャオス」のマンガ描けちゃった（笑）。

出渕　だってビデオなんかないからさ、このシーン、このシーンって、目に焼きつけるようにして、それから模写するということがよくあった。

火浦　おれ、「燃えよ剣」とか、オープンリールのテープデッキに、音声だけ録音してたもん。

ゆうき　それはすごい。

火浦　家に帰るとたぶんまだ残っているとおもいますね。

出渕　音だけ？

火浦　音だけ。

出渕　この前、キングから出た渡辺岳夫さん（※注４）のオープニング集で、「燃えよ剣」のオープニングが入っていたんだけど、自分の覚えていたのとちょっと違う部分があったりした。

火浦　そう？　今でも鮮明におもいだせるけどな。

出渕　えーと確か、オープニングの最初は……。タタン、チャン、タタンチャン……。

三人で合唱　チャン、チャチャ、チャン、チャン、チャン、チャチャ（しばらくの間続く）。

出渕　池田屋らしきところに、タタタタタと入って、それから真ん中を土方が通って、すっと刀を抜いて、ここからまた。

再び三人で合唱　チャン、チャン、チャン、チャ……（大いにもりあがる）。

火浦　違う？

出渕　ここまでは思い込んでいた通り。そのあと隊士の歩く足元のＵＰとか浮世絵が並んでるシーンが入っていて。

火浦　えっ本当!?

出渕　ね、ね。思うでしょ、思うでしょ。

火浦　浮世絵なんてなかったような気がする。

出渕　あったんですよ、これが！　最後で、浪士たちがワーッと池田屋（らしきところ）から飛び出して、切り合いで終わったと思うんだけど……。

──　もしかしたら、バージョンがあるのかもしれませんね。

ゆうき　第一話とか未放映のバージョンとか。

出渕　なんで「燃えよ剣」がビデオにならないんだ？

火浦　なんでならないんだろう。

出渕　これじゃあ記憶を確認できんじゃないの！　それに「新選組血風録」は五本か六本くらいまで出て、その後、続刊しないんだよね。「新選組血風録」を買って見たんすよ。おもしろい!!

火浦　だいたいメンバー一緒なんだけどね。

出渕　若干、違ってはいるけどまぁ、一緒一緒。

火浦　左右田一平とか（笑）。

ゆうき　左右田一平と島田順司と栗塚旭の三人が出ていたドラマってだいたいおもしろかったね。

火浦　その前も、浪人ものなんかやっていた。

ゆうき　「俺は用心棒」（※注５）。

出渕　あと「天を斬る」とかだっけ。シナリオは、だいたい結束信二が書いているんですよ。結束信二、すごい、いいな、ハードなドラマ～って。でもこの人は、「素浪人月影兵庫」も書いている（笑）。

ゆうき　へぇー、そうなんだ。

出渕　「燃えよ剣」、絶対ビデオにしたら売れると思うんだけどな。

火浦　売れるかどうかわからん（笑）。

出渕　いや、売ってみせようホトトギス（笑）。

ゆうき　でも、わりかし根強い人気をもっているからな。

火浦　そうだね。

出渕　モノクロ版の「新選組血風録」から出すというのはいいんだけど、カラー版の「燃えよ剣」のほうが。

ゆうき　決定版だよな。

火浦　新選組ものの決定版だ。本当は出すべきなんだけどね。

出渕　この前、テレビでスペシャルやっていたでしょう「燃えよ剣」。

火浦　全然しらない。本当？

出渕　やっていましたよ。これはどちらかというと、司馬遼太郎の原作にそっているような感じで。

火浦　そっちのほうね。

ゆうき　原作はおもしろかったな。

火浦　うん。

出渕　役所広司が土方やっていたんですよ、スペシャルで。

火浦　まあ、わりとイメージ合っているかもしれないね。

ゆうき　あれもよかったよね、ＮＨＫでやった「勝海舟」の土方歳三。

出渕　土方ってだれがやってたっけ？

ゆうき　藤竜也。

出渕　藤竜也がやってたんだ。

火浦　藤竜也ってだれ？

出渕　藤竜也って、ヒゲのさ、ハードボイルドっぽい刑事とかよくやる。

火浦　？？？

ゆうき　「寺内貫太郎一家Ⅱ」の飲み屋で、いつも。

火浦　あーっ、わかった（ポン）。

出渕　そっちのほうがわかるでしょう（笑）。

ゆうき　あの人がヒゲなしで。

出渕　ＮＨＫの「勝海舟」だと、土方よりもショーケンの岡田以蔵のイメージの方が強烈だったな。

ゆうき　「勝海舟」のキャスティングっていうのはね、すごい認めているんだけど。

火浦　岡田以蔵といえば、私は勝新です。

出渕　「人斬り」（※注６）ですね。

ゆうき　ぼくの場合はショーケンを先に見ちゃっているから、勝新のをあとから見たときは、正直ピンとこなかったけどね。

火浦　丸顔だしな（笑）。そういえば、三島由紀夫も田中新兵衛の役ででてたな。

出渕　そうそう。

（これより三島由紀夫が出演した映画などの話題でもりあがる）

出渕　昔は映画も元気があった。黒澤だけ、突出して評価されているけど。

ゆうき　岡本喜八とか痛快な時代劇とか。

出渕　岡本といえば、「戦国野郎」のビデオをまた見返してしまった。やはり面白いんだな、これが。

ゆうき　岡本喜八のビデオ、なかなか出ないからね。

出渕　おもしろいの結構出たけど、絶版にされちゃっているのもあって。

ゆうき　最近なんか出たの。

出渕　いや。「斬る」と「ああ爆弾」と「戦国野郎」この三本は一応買っておいたんだけど。

ゆうき　「殺人狂時代」は？

出渕　「殺人狂時代」はね、中島（伸介）さん（※注７）にダビングしてもらっちゃったから買わなかった。でも最近、やっぱりソフトで持っておきたいから買おうかなと思ったら、「絶版です」と。ダビングしてもらったやつは、押井さん（※注８）に貸したまま帰ってこないし……このまま帰ってこないかもしれない。

ゆうき　「斬る」とか出してほしいなまた。

出渕　「斬る」はおもしろいですよ、今度ビデオ持ってきますよ。「斬る」と「戦国野郎」はね、両極端だけどおもしろい。でもこちらはまだ絶版にされてないかもしれない。

ゆうき　「斬る」（※注９）は、たしか岡本版の、

三人で　「椿三十郎」。

出渕　個人的には、おれ、椿三十郎氏より好きなんだけどね（笑）。

ゆうき　黒澤の映画に対するアンチテーゼみたいな映画で、結構おもしろいですよね。

出渕　今回の座談会、全然『ガルディーン』じゃないですけど、いいですよね、べつに。

ゆうき　時代劇特集です。

火浦　時代劇がやっぱりいいですよ。

出渕　『ガルディーン』も基本的には時代劇ですし、ってホントか？（笑）。

──　司会、沈黙。





　　　映画やろうよ！






──　『ザ・スニーカー』での座談会のときは、イメージ・アルバム「大歌劇」やガルディーンのアニメ化の話が出てましたよね。

火浦　そうです。

出渕　あのアルバムはね、ガルディーンの財産なんですよ、ノリとかすごくいいし。だから早く二枚目を出そう！　火浦さんも作家、「イヨッ大先生っ」とかいわれたいでしょ、三巻目早く書いて下さいよ、いよっ大先生!!（笑）

火浦　へーい。

出渕　一枚目は、ヤマトのパロディやったじゃない。だから、次はガンダムをやろうと言ってたんだけど、もう古いかもしれない（笑）。その後、高柳君が火浦さんの担当になったからこれは高柳君に金を積んででも、未来人ケン・ソゴルの役をやってもらおうと（笑）。これは絶対いけると思っていた。

火浦　でも、もういない。

ゆうき　いまはニッポン放送にいるから、ラジオドラマ！

火浦　それはいいかもしれない。

出渕　高柳君がニッポン放送へ行くときに、「一つだけお願いがあるんだけど、もし、イメージ・アルバムを作るときは、頼むから声だけやって」って、それだけは、快諾してくれましたけど。

ゆうき　快諾しましたか（笑）。

──　ニッポン放送、最近も『沈黙の艦隊』やっていましたが……。

ゆうき　じゃあ、『ガルディーン』をやるというのはいいかもしれないな。

出渕　この際、高柳が出てくるところから、話を作っていく（笑）。

ゆうき　映画やろうよ、映画。

出渕　『ガルディーン』の？

ゆうき　日本一の放浪おたく（笑）。

出渕　『ガルディーン』の映画となると、しょっぱなは東宝じゃないね。東映かな？

ゆうき　東映ね。

出渕　波がザザーンとなるのを入れたいね。

ゆうき　あの波が砕けるシーンから、アニメの絵に変えたら、カッコよくなる。

火浦　そして、主人公たちがみんな水浸しになってるというのが冒頭シーン（笑）。港町にやって来るというやつですな。

ゆうき　なるほど日活のノリで。

──　日活のノリなら……一番波をかぶるのは、ベリアルじゃないですか？

出渕　塩水だと──。

火浦　錆びる（笑）。

ゆうき　本篇と番外篇の差というのはどこにあるの。

火浦　ない（爆笑）。

出渕　この本を番外篇といわずに外伝というならば、あのキャラクター使ってね、日活のああいうノリでやるぐらいが外伝というんですよ、本当は。

──　でも、例のニセモノの話はいいですね。

出渕　あの世界であれをやっているから。

ゆうき　すごくいいよね。

出渕　本篇にも入れられちゃうかなという。

火浦　本篇のどこに入れても、全く違和感はない（笑）。

出渕　トホホホ。

火浦　あとは、本篇は全体のストーリーを進めなければいけないという。それだけの違いですな。

ゆうき　「ベリアル」の話も良かった。

出渕　泣けた。

ゆうき　リリカルで良かったですよ。

出渕　火浦さん、こういうの好きなんだよな、意外と。

火浦　好きなの（笑）。

出渕　隠れた一面ですね。

火浦　ああいうの、映像で見せられたりすると泣けちゃうからな、やっぱり。

出渕　月曜ドラマランドの「セーラー服と機関銃」とか「ねらわれた学園」とか、原田知世のやつ見たじゃない。

火浦　見た見た。

出渕　火浦さん、泣いてるんだもん（笑）。

ゆうき　あの二本、月曜ドラマランドにしては良くできていたね。

火浦　特に「セーラー服」はよかったですね。

出渕　映像化の話に戻るんだけども、『スターライト☆だんでぃ』のほうが素直には……。

ゆうき　素直にはできると思う。

火浦　『スターライト』の新作って、夏に出るんでしょうかね、本当に。

出渕　それって、ファンに聞かれても困るんだけど、作家本人に聞かれてもやはりちょっと（笑）。で、それ受けたんですか？　一応。

火浦　うん。おれ、夏までに書き下ろし三本上げなくちゃならない。

出渕　『ガルディーン』と『スターライト』とあとは？

火浦　『みのりちゃん』。

出渕　『みのりちゃん』か……しかし無謀な（笑）。

──　あと、『てなもんや忍法帖』も夏までには本にすると。

火浦　それもあった。あと、ログアウトでも『ファイナル・セーラー・クエスト』があった（笑）。

ゆうき　おいおい（笑）。

出渕　しかし考えてみると、火浦さん、シリーズで完結したものってないんじゃないですか？

火浦　ない（笑）。

──　ついに『ガルディーン』も外伝が出てしまうという怖ろしい状況になりました。

出渕　『高飛びレイク』（笑）。

ゆうき　『大熱血。』のときの座談会でこういう話題出たけど、シリーズって、どのへんからシリーズになるのかあいまいだよね。『スターライト』なんていうのは、一冊だったら一冊ですんじゃう話でシリーズものになってしまっている（笑）。

火浦　本人が出版社からまだ途中って聞いているから、シリーズって言っちゃう（笑）。読者のほうからすれば、あそこで終わってると言われれば、まぁそれでも。

出渕　まぁ、『スターライト』はあそこで終わったって、べつにおかしくはない。『ガルディーン』はそういうわけにはいかんけど（笑）。

火浦　それよりやっぱり燃えるのはあれですね。今年の夏ですけど、木星に、彗星が……。（急に話題を変える火浦先生）

出渕　裏側に衝突するというアレですね。あれは本当に来ますよ。

火浦　地球に衝突したらおもしろい。

出渕　もうおしまいだよ、そうなったら。

火浦　「妖星ゴラス」（※注10）の世界。

出渕　やっぱりその時は、南極に噴射ロケット作って、地球を軌道から動かして（笑）。

火浦　でも、地球を動かすぐらいのもの作っちゃったら、その衝撃で地球はぶっこわれますよ（笑）。

ゆうき　「さよならジュピター」よりもおもしろいよね。

出渕・火浦　おもしろいよね。なぜっていうぐらい（笑）。

出渕　この座談会、本になったら、小松さんには見せられないかもしれない。

ゆうき　探査ロケットがさ、乗組員が寝ている間にこわれちゃうっていうの、あれはないよな（笑）。

出渕　やっぱり万歳三唱しながら突っ込んでいかなくてはいかん。

ゆうき　万歳三唱しなくても、あれは起きてないとだめよ。

火浦　寝てちゃいかんよ。

出渕　あれただのま○けですよ（笑）。

──　「エイリアン３」なんかはどうですか？

ゆうき　ぼくはあの話を聞いたときにひどいことするもんだと思った。

火浦　たかが、３をつくるために殺していいのかと。

ゆうき　３をつくるために命からがら逃げている人達を平気で殺しちゃうんだから。

火浦　ハリウッドは平気で殺しますよ。

ゆうき　ああいうことしているから、「ミザリー」みたいな話ができるんだよな、たぶん。

火浦　あれはすごく身に詰まされる話なんだろうな、たぶん向こうの人は。特に映画関係者とかシナリオライターとか。

──　『ガルディーン』ハリウッド進出！　っていうのは──

出渕　やってくれるんならいいですけど……。やってくれます？　くれんよねー。

ゆうき　作品的にはいいと思うけど、アメリカだと巨大ロボットもの今イチですよね？

火浦　巨大ロボットものおもしろいのに……。

出渕　『ガルディーン』って巨大ロボットものだと思って読んでないですけれど（笑）。

火浦　ガルディーンって、かぎかっこで会話しているから、登場人物の一人みたいな感じになっているけど、本当はロボットなんだ、あいつ。──巨大な（笑）。





　　　ヤ×ペケトを斬る。






出渕　火浦さんの外伝のほうってさ、結構ふっとんでるからさぁ、絵とかカバーを描いてくれと言われて、真面目に考えると、すごく悩むんだけど、もう開き直って考えると、これほどいい加減なことができるものはないと（笑）。

──　外伝だとすでにヤマト・マーベリックがレギュラー入りしてますが。

火浦　二巻目の次回予告で、ああ言ってるのにもうそんな扱いにしてるからいい加減ですね（笑）。

出渕　あの人見てると単にのほほんと眺めているだけというような感じがして。本篇とすりあわせるためにああするしかなかったの？

火浦　本篇のほうはね。実はもう続きが決まってる。あの人が落っこってきた段階でね。

──　どうなるんですか。

火浦　本篇はあれですよ。××××××××××××××××××するところから。

出渕・ゆうき　このへんはオフレコということで。

火浦　このへんは内緒。

（以後、このような調子で『大豪快。』（※注11）第一話「戦国無責任時代」の話題に突入する）

ゆうき　それって××が○○する話？

火浦　そういう話になります。

ゆうき　そういう展開になると、燃えてくるなあ。

火浦　でも、やっぱりここオフレコにしても読者知ってるんじゃないかな。おれ、いろんなところで話してる気がする（笑）。

出渕　いや、読者はそこまでいってないと思うけど……。そこであの〝氷屋ケンちゃん〟が出てくるとか。

火浦　そうです（笑）。

出渕　〝氷屋ケンちゃん〟のネタ、あのときすごく、おもしろかったんだけど、いまもとネタ知っているやつはほとんどいねぇんじゃないか。だから「氷屋ケンちゃん」が出てきたら、河田（明裕）君（※注12）と話してて、イメージ・アルバムのほうでは池田秀一にやってもらおうと。それで突然シャラ（声、井上瑤）が「にいさん」っていってしまうようなものをやろうとしていたんです（笑）。巡洋艦かなんかに乗って、「地球みたいなもの認めたくない」とかなんとかいいながら。それから、アルタミラが、まだ声決まってないから、できれば戸田恵子さんにやってもらってだな、マチルダさんやってもらおうかって（笑）。あとレーベンブロイを銀河万丈さんで、なんか知らんけど唐突に演説始めちゃうとか。

火浦　いまの読者、下手したらそれもわかんない。

出渕　だから年がたっちゃった。まあ、わかるやつだけわかればいいやという。

ゆうき　座談会は、最初からそのノリですね。

──　やはりイメージ・アルバムは「ヤマト」の次「ガンダム」で。

出渕　そういえば、「ヤマト」も復活しますから、ことし。シド・ミードの「新宇宙戦艦ヤマト」。

火浦　シド・ミードのやっている「ヤマト」って、全然「ヤマト」じゃないよ。

ゆうき　「ヤマト」である必要ないよね。

出渕　波動砲のついたマックス号（※注13）って僕はいってますが…それも実際のデザイン見る以前から（笑）。

火浦　あれただの宇宙船じゃん。ヤマトは船の形のままで飛んでいるからいいんであって。

出渕　そうなんだ、そうなんだよ（力強く）。この前、たまたまバンダイさんがレーザーディスクでね、「ヤマト胎動篇」っていうのを送ってきたんですよ、そこに、「新宇宙戦艦ヤマト」（※注14）というシド・ミードの宇宙戦艦ヤマトのやつと、「ヤマト復活篇」という、昔のヤマトをアクエリアスから引っ張り出してきた話がある。古代が、もう五十ぐらいのじじいになっていて、真田さんもつるっぱげになっているという（笑）。あっそういえば、もともと真田さんっていうのは、松本さんのへチっていうキャラクターの変形なんだ。ヘチって、つるっぱげなんですよ。なんだ先祖がえりしたんだ、こいつって（笑）。

火浦　ふーん。

出渕　それでね、この復活篇の原案が何とＩ・Ｓ（※注15）なの。

ゆうき　へぇーほんと。

出渕　Ｉ・Ｓ本人が出て来て、「いろいろ日本が叩かれているけれども、アジアを、西欧の植民地政策から解放したのは、日本のアレがあったからなんですよ」とか言っている。

ゆうき　結果論で話せば、何でもできるね。日本が、民主化したのはアメリカが占領したおかげですとか言ったりして（笑）。

出渕　悪いこともしたかもしれないけど、いいこともしたんだとか言って、次の「宇宙戦艦ヤマト」は、欧米の植民主義のような敵と戦う日本のヤマトになっている、とかいう話をしていてさ。おーいだったら悪いことのほうはどうするんだよと（笑）。

ゆうき　べつに、解放するつもりで、日本がアメリカと戦争始めたわけじゃないだろう。

火浦　それはそう。欧米に支配される前に、日本が占領しちゃおうと思っていただけだ。

出渕　そのレーザーがね、九千八百円で売っているんだよ。スペシャル番組かなんかで流すんならいいけど、プロパガンダフィルムっぽいのを買うというのは、ちょっとね、タダでもらっといて言うのはアレなんですが（笑）。構成が、ほとんどインタビューと昔のフィルムで、新作シーンはほんの少ししかない。でもその中で、若いスタッフのインタビューが入っているシーンがあるんだけど、必ず言ってるセリフがあるわけ。それが、「いや、ぼくは、ヤマトがなければ、この仕事やっていませんでした」とかいうの（笑）。

火浦　ブッちゃんもそうじゃん（笑）。

出渕　そうだけど、おれは出なかったから（笑）。そういうインタビューの部分は残して、ほかのところは削っていくような構成で。

ゆうき　それは宣伝として、当然だよな。

出渕　でも、宣伝で九千八百円。

ゆうき　宇宙に植民地をいろいろつくっている勢力があって、それが何か言ってきて、とりあえず〝ＮＯ〟と言ったために、ヤマトが戦わなければならない（笑）。

出渕　でもね、あれ二度見る気はしないけど、一見の価値はあるかもしれない。怖いものみたさってヤツですな（笑）。





　　　『パトレイバー』の次って？






火浦　ゆうき先生、今度の新連載、構想ってできているんですか？

ゆうき　できていない。

出渕　この場でゆうき先生の新連載を考えよう（笑）。

火浦　とりあえず書きたいものがあるんだったら、それに沿ってストーリーを考えよう。

ゆうき　漠然とは考えているんですよ。いままでのマンガのパターンって、例えば、異世界から誰かがやって来て、こちら側の主人公たちが、彼らのやることにあきれてみたり、あわててみたり。

出渕　ありがたがってみたりとかね（笑）。

ゆうき　だけども逆に、異世界からこちら側に来た者たちというのは、いま我々がやっていることを見て、戸惑ったり、恐れたり、あわてたりすることはないんだろうかってつい思っちゃう（笑）。

火浦　ないみたいだね。いままでのマンガを見ていると。

ゆうき　でしょう。

火浦　じゃあ、異世界から来た人が戸惑うパターンの新連載？

ゆうき　戸惑うパターンだけで連載できるとは思わないんだけれども、そういうのはちょっとやってみたいかなという。要するに、この現代社会の理不尽さにうちのめされちゃう。

──　あれはうちのめされていなかったですよね。スピリッツで……。

ゆうき　『ワタナベ』。

出渕　『ワタナベ』はちょっと。

火浦　「コーンヘッド」って映画きているじゃないですか、いま。あれがそうなんですよね。

ゆうき　そうなの？

火浦　地球を征服に来て、何かの原因で、結局地球に取り残されたので、アメリカ人になっちゃうっていう。それで、連邦移民局が摘発に来るので、あたふたするというような話なんですよ。

出渕　不法労働者ってやつ（笑）。

火浦　そうそう。

ゆうき　すごいな、それ。

火浦　アメリカではボロボロにコケたみたいなんだけどね。日本でも単館しかやってないから、パルコかどこかの。

ゆうき　アメリカならではのネタって感じがするけどね。

火浦　なんか切実すぎたみたいっすよ。

出渕　見た？

火浦　いや、見てないんだ。見に行きたいんだけどね。まあ、そういうような戸惑いってヤマトの戸惑いに似てる。異世界からやって来て。

ゆうき　できれば両方戸惑うやつをやりたい。マンガでね。

火浦　そうだね。

ゆうき　大抵、『オバＱ』でも何でもそうだけど、連中は自分のやりたいようにやっているわけだよね、何も戸惑わず。ということは、本当はものすごく迷惑なやつなんだよね（笑）。

火浦　本当は、戸惑うはずなんだけどね。

出渕　いまのところは、それ考えているわけ？

ゆうき　これでやるのかはわからない。なるべくなら、『パトレイバー』よりも、マンガマンガしたやつを。

出渕　なるほど。

ゆうき　どういうふうにそういうキャラクターを生かすかっていうことはね、根っこは同じなんだよ。

火浦　どんなキャラクターで書こうが、どんな話を書こうがおもしろくなります、絶対に。自分の書くものがおもしろいと思っていなければ書けないもん。だから、ウケようがウケまいが関係ない。自分がおもしろいと思っているかたちで書いているから、おもしろいんだよ、やっぱり。

出渕　とりさんも同じこといってたね。

ゆうき　でも、結局そうなんだよね。要するに自分の感覚に一番合うものだからね、描くことも。

出渕　それはそうだ。

火浦　だって、自分がおもしろく思っていなければ書いてたってつまらないしね（笑）。

ゆうき　自分のフラストレーションをぶつけても、痛快なマンガになるはずがないんです。

出渕　ゆうき先生のフラストレーションいま何ですか？

ゆうき　忙しいことかな（笑）。

出渕　火浦さん、ゆうき先生にこんなマンガ書いてほしいとかないの？

火浦　Ｈなマンガ（笑）。

ゆうき　実は次ちょっとＨにしようかと思って（笑）。

火浦　うん。下宿に住んでいる冴えない高校生なんかの布団の中に、いきなり真っ裸の宇宙人がいるような（笑）。まあそれは、たとえですけれども。

出渕　すごいたとえだな。ミエミエで……（笑）。

ゆうき　実はＨなのというのは、多方面からあがってまして（笑）。

出渕　『あ～る』があって、『パトレイバー』があったでしょう。次は──。

火浦　Ｈなやつ（笑）。

出渕　でも、『バーディー』なんかにしても、ある種、Ｈだと思うんですよ。

火浦　それはそう。だからもっとＨ（笑）。『うる星』みたいな話になるかもしれないけど、ゆうき先生の絵だからもっとＨですよ。

出渕　でも、ゆうき先生の絵ってすごくリアルなんだけど、何故か、Ｈさというのは半減するんですよ。

火浦　そう？

ゆうき　よく言われる。

火浦　あっそう。

出渕　ゆうき先生、カチッと書いてあるのね。女の恰好ってこうだよな、男の恰好ってこうだよなという。

ゆうき　Ｈさが突出しないの。

出渕　マンガって、現実よりも、もっと強調したりとかあるじゃないですか。実際のものより胸なんかが出ていて、なんからしく見えるような。ああいうのっていうのは、逆にゆうき先生は描かない。

ゆうき　そのへんはやっていないんでね。ちょっとやってみようかとは思っているけど。

出渕　あと、髪の毛の長い女の子が主人公っていう（笑）。ずっと髪が短いから。

火浦　そうですね。ショートヘアもわりと好みですが（笑）。

ゆうき　この間、こういうのどうかなって話していたんですよ。野明みたいなキャラクター書いて、読者は、また野明みたいな女の子が出てる、と思うと実は、かわいい男の子みたいな（笑）。

火浦　それはいい。それでＨな話を書こう。

出渕　火浦さんに先にいわれてしまったので、セーブしていたんですが、実は私も（笑）。

ゆうき　つまり大多数がＨなものを望んでいると（笑）。

火浦　うん。望んでいますよ。

ゆうき　アンケートに答えてくれた人のうち、ここでは一〇〇パーセントの人が、Ｈなものを求めていることがわかりましたので（笑）。

火浦　という結果になりました（笑）。

出渕　そういえば火浦さん、次の番外篇は？

火浦　ちゃんと考えてますよ。今日、これが終わったら書き始めます（笑）。

出渕　でもなんで、火浦さんって、書くのが遅いという伝説ができちゃうんだろう？

火浦　本当は、はやいっすよ。締切りの二、三日後にはあがるから（笑）。

ゆうき　それははやい（笑）。





（※注１）　『ザ・スニーカー』創刊号、「ぐわんばれ、火浦功!!　未来放浪ガルディーン大特集!!」の「帰ってきた無謀大対談。」を見よ（『ガルディーン』のイメージ・アルバム「大歌劇」、〝氷屋ケンちゃん〟のこともわかります）。

（※注２）　芥川龍之介に似ていて、火浦先生に『ガルディーン』を書くことを薦め、その際に、コンピューターゲームまでも教えてしまった編集者。

（※注３）　元未来人の彼も、今や二児のパパ。現在は、ニッポン放送に勤めているらしい。

（※注４）　劇音楽において、数多くの名曲を世に送りだした作曲家。時代劇、現代ドラマ、そしてアニメとジャンルを超えて活躍し、幅広い層の支持を受けた。代表作「燃えよ剣」、「新選組血風録」、「白い巨塔」、「巨人の星」、「アルプスの少女ハイジ」、「機動戦士ガンダム」など多数。一九八九年没。享年五十六。

（※注５）　主演・栗塚旭、脚本・結束信二、監督・河野寿一。この作品以降、「待っていた用心棒」、「帰って来た用心棒」、「新・俺は用心棒」、そして「天を斬る」とシリーズ化された。

（※注６）　出演・勝新太郎、仲代達矢、監督・五社英雄。三島由紀夫の殺陣、切腹シーンが話題になった（座談会がこのあと、どのようにもりあがったかは、推して知るべし）。

（※注７）　出渕氏が最も信頼する（本人談）友人で映像評論家。アニメ、実写を問わず活躍する。

（※注８）　劇場版「パトレイバー」の監督。アニメ界で数少ない、「映画」が撮れる演出家。最近、伊豆に引っ越された。

（※注９）　市川雷蔵の代表作にも同名タイトルがある。

（※注10）　東宝（一九六四年）のＳＦ大作。まさに宇宙船「地球」号。

（※注11）　例によってタイトルだけが決まっている本篇第三巻！

（※注12）　マルチ・ディレクター、とまとあき氏の本名。「大歌劇」の他にも、「あ～る」のプロデュースやビデオ「パトレイバー」の音楽ディレクションを担当しております。

（※注13）　「ウルトラセブン」、ゴドラ星人の回に出てきた地球防衛軍の新鋭原子力艦のことです。

（※注14）　「新宇宙戦艦ヤマト」と「ヤマト復活篇」については、この座談会当時、仮題であったことを記しておきます。

（※注15）　弟は、石○裕○郎氏。
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